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    　　　　プロローグ


    



    



    　少女は金かな網あみを乗り越え、奈な落らくの淵ふちに足をかけた。上履きは金網の向こうに置いてきた。裸足はだしで踏みしめるコンクリートは、煙けぶるような霧きり雨さめのせいでひどく冷たかった。


    　不思議と恐怖は感じなかった。頭も身体も、すでにこの先にある死の運命を受け入れていた。いまさらなにをしようとも、ここまで来て最後に結ばれる運命の一片を拒否することなどできはしない。こうしてここまで、この場所まで辿たどり着いてしまったのだから。


    　少女は目を閉じ、自みずからの中の光を思った。真っ暗な海に漂うそのいくつもの光は、まるで星のようだった。自らの中に吸収され、個を失いながらも、光は今も温もりと息い吹ぶきを持ち、少女の中に優しく溶け合っていた。


    　少女は震える手で制服の胸元をぎゅっと握りしめた。


    　間違ってはいない、少女は思った。世界が私を生んだことは、間違いではないのだ。もしそうであるなら、どうして私は生まれてきたのか？　どうして私はこのような存在にならなければならなかったのか？


    　そうだ。ただ──ただ、力がなかっただけだ。生きるための力が。私を滅ぼそうとする力に抗あらがうだけの力が。世界に認められるだけの力が。ただそれだけだった、それがすべてだった。


    　だから──ここでおしまいなんだ。


    　涙が一筋、その目から零こぼれ落ちた。少女は苦笑し、躊躇ためらうことなく飛び降りた。


    



    　奈落の底で花になることを、少女は願った。花になり、実を落とし、種をばら撒まく。雨から潤うるおいを得て、陽光から温もりを得て、ときを待ち、やがて花を咲かせる。そうすることですべての星は繫つながっていく。深く暗い海の底で、人は誰しも一人ではない。


    　だから、だから。自分も一人ではないのだ──。そう思いたかった。ただそれだけだった。


    



    　それから幾いく度どもの夜が過ぎ、いくつもの雨が流れた。


    　気が遠くなるほどの歳月を経へて、喪うしなわれた少女の姿は人々の記憶から失われていった。まるで、この世界に彼女など最初から存在していなかったかのように──。


    



    



    　──そして。


    　真っ黒な水面みなもからゆっくりと浮かび上がるかのように、少女の影は再びこの世界に現れた。遠い昔に失われた願いを叶かなえるために、その願いが世界にとって許きよ容ようされるに足るものなのかを知るために。


    



    　新たな〝星ほし喰くい〟として世界に再生され、この街に再び惨さん劇げきを引き起こすために。

  


  
    



    



    　　　　第一章


    



    



    　気がつくと薄暗く黴かび臭くさい路地裏にいた。くすんだ壁に明めい滅めつするネオンの光がちらついていて、今が夜なのだとわかった。喧けん騒そうはすぐ手の届きそうなところにあった。


    　その青年──十八歳くらいの見た目はごく普通の青年だ──は大きくぶるっと頭を振り、てのひらで何度か顔を拭ぬぐった。


    　動かした右手の拳こぶしが鈍にぶく痛んだ。かざしてみると手の甲に粘ねん着ちやく質しつな液体がこびりついていた。明かりに照らして確認するまでもない、血だ。とりあえず自分の拳から出たものではないようで、それだけわかれば慌あわてる必要もなかった。さて、では誰のものだろう？


    　うう、とくぐもった声が聞こえた。足元に目を落とすと、男が三人ほど倒れていた。一いち様ように唇から出血し、顔中黒っぽく腫はれ上がっていた。青年は男たちから目を離し、空を仰いで息をついた。気温と湿気で息はかすかに白くなった。


    「おい」誰にともなく青年は呟つぶやいた。「お前だろ、パク。お前がやったんだろ」


    　そのまましばらく口を閉ざし、反応を待った。傷だらけの男たちはうめき声を上げるだけだった。青年の問いに答える者はどこにもいなかった。くそっ、と青年は悪態をつき、手についた血を壁になすりつけた。


    　腕時計を見ると、自分がまだその日の中にいることがわかった。日付が変わるまであと三時間ほど。夜の街に流れる空気には雨の予感が漂っていた。青年は澱よどんだ空に鼻を鳴らし、そして路地裏を抜けて大通りの喧騒の中に紛まぎれ込んでいった。


    　アパートに着くより先に、雨は坂道を転がるように勢いを増していた。ため息は重たい雨粒に引きちぎられて消えていった。


    



    　夜が明け、浅い眠りは曖あい昧まいな夢とともに途切れた。青年が最初に耳にしたのは窓の外の世界を叩き続ける雨の音だった。目覚まし時計はアラームをセットした時刻の二分前を示していた。それを損得で勘かん定じようすることもなく、彼はセットを解除した。


    　キッチンに行って眠気覚ましに牛乳をパックから飲んだ。それから洗面所で顔を洗い、タオルで拭ふきながらその顔がまぎれもなく自分のものであるという確証が得られるまで鏡を睨にらみつけた。それから手て櫛ぐしで適当に寝ね癖ぐせを直し、拳の具合をチェックし（痛みはおおかた消えていた）、またベッドのある八畳じようほどの部屋に戻った。部屋の床には昨夜脱ぎ捨てたびしょ濡れの上着やジーンズが少しも乾かないまま放置されていた。


    　ベッドに座り込み、そのまま目を閉じた。瞼まぶたの奥に薄闇が広がっていた。そのさらに奥へと青年は意識を潜らせていった。海底のように淡い光がちらつく中、四角く切り取られた窓があった。窓は開いていて、その奥に人の気配を感じとれた。彼はぐっと息を止め、窓の中に飛び込んだ。


    　無感覚な数秒のあと、彼は広くて薄暗い部屋に降り立った。家具と呼べるようなものはいくつかのベッドくらいしかない、人が住んでいるのかどうかも疑わしいほど殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。光こう源げんはたった一つの窓から漏れるささやかな光だけで、中央にいる彼には室内の隅まで見渡すことはできなかった。


    　そこに六人の男女がいた。ある者は床にぺたんと座り込み、ある者は壁に背を預け、ある者は青年に背を向けていた。年齢も服装もばらばらの六人だ。


    「やあ、おはよう、イチロ」初老の男、ラカがあぐらをかいたまま青年に言った。「アルバイトの準備はしなくていいのかい？」


    「するよ」青年──イチロは短く答えた。


    「おはよう、イチロ」チキは壁から背を離し、眼鏡めがねの奥でにこやかに微笑ほほえんだ。「みんな先に起きて君を待っていた」


    　イチロは一同を見渡してから、冷ややかな目でラカを見下ろした。


    「ラカ、パク、昨日のことで、なにか言うことはないか？」


    　ラカは困り顔で笑い、真っ白なあごひげを撫なでた。「私は自分の義務をまっとうしただけだよ」


    「手が血まみれだったぞ。自衛以上の暴力を振るうのがお前の義務だったのか」


    「そこまでやった憶えはないがね」ラカはパクをちらりと窺うかがった。「相手を無力化した時点で私は引っ込んだから」


    「正当防衛だよ」[image: ]やせて背の高いパクはひひひと下品に笑った。「ちょっとばかりしつこかったもんだから、とどめを刺しただけさ。二度とあんなくだらねえ真ま似ねできねえようにな」


    「僕が絡からまれたんだ」床に寝転がっていた少年、トマが座り直しながら言った。「道端で女の子と話してたら、あんなむさ苦しいのが三匹も釣れちゃってさ。路地裏に連れ込まれたから、ラカに交替してもらったんだ」


    　イチロはもう一度全員を見渡してから、三人を睨にらみつけた。


    「トラブルには気をつけろと普段から言ってんだろ。しかも後始末は俺に押しつけて、挙あげ句くには窓を閉じやがって」


    「それについては、ヨミがね」チキが説明した。「怖がって閉じてしまったんだよ」


    　鬼のような形ぎよう相そうのイチロに睨まれ、六歳のヨミは背筋を凍らせた。ラカはしわくちゃの大きな手で少女の頭を撫でてやった。


    「その際に君を表に出してしまったのは我々の過か失しつだ。みんなに責任がある。だからこの子は責めないで欲しい」


    　ヨミはラカの懐ふところにしがみつき、イチロの視線から逃のがれようとした。イチロは面倒そうにため息をついた。


    「警察に捕まったらどうする。俺たちの秘密がばれるぞ」


    「ばれやしないよ。僕とエマで適当にあしらうさ。なあ？」


    　トマは自分と同じ顔をした少年を振り返った。エマは一同に背中を向けたままこくりと肯うなずいた。


    　イチロはまだ納得のいかない様子で足元を蹴りつけていたが、一つ舌打ちし、やがて無言のまま窓のほうに戻っていった。


    「キューキューシャ、呼んであげたの？」ヨミが彼の背中に尋たずねた。声は震えていた。


    　イチロは答えなかった。それが答えだった。


    「イチロ、すまなかったな」チキが言った。


    「私もパクも、今後はさらに念の入った手加減というものを覚えるよ」ラカが言った。


    　ひひ、とパクは悪びれずに笑った。


    「もういい。俺は仕事に行くよ」彼は表情を変えずに言った。「窓はちゃんと開けとけよ。こんなことが今後二度と起こらねえようにな」


    　窓の縁へりに足をかけ、淡い光の中に飛び込んだ。数秒後、イチロはベッドの上に戻っていた。


    　何度か首を回し、頭を搔かきむしった。どうあっても気分は晴れそうになかった。イチロは面倒くさそうに立ち上がり、手早く着替えた。洗面所で恰かつ好こうを確認し、もう一度寝ね癖ぐせを押さえつけた。適当な服に着替え、鞄かばんを持って玄関を出た。外では雨は思ったより強く降っていた。傘をさしてもどうにも靴は助かりそうにない。


    　くそっ、とイチロは無意識に口の中で呟つぶやいていた。ここ最近、悪態をつくのが日課になっているような気がした。そう思うとまた胸の内に溜たまるものがあったが、長々と吐き出している暇ひまはなかった。そうして彼は傘を持って小走りで仕事場へと向かった。


    



    　知性と理性で彼らを支える、チキ。


    　圧倒的な力を持つ守護者、ラカ。


    　暴力と家事を好む道どう化け者、パク。


    　言動を担になう、トマ。


    　沈黙を担う、エマ。


    　幼く弱き者としての優しさを持つ、ヨミ。


    



    　明みよう神じん一いち郎ろうの中に六つの別人格が生まれたのは、五年前、彼が十三歳のときだった。それ以来、主人格である一郎──イチロはその暗い部屋で奇妙な居い候そうろうたちとともに共同生活を続けてきた。その秘密を誰に知られることもなく、誰に打ち明けることもなく。


    　高校を退学処分にされ、家族にも見放されたイチロは、見知らぬ街の片隅でひっそりとした生活を始めた。自みずからの中に六つの人格がいるという秘密を抱え、他の誰とも心を通わせることなく、孤独に平穏に暮らしてきた。その生活に不満はなかった。彼が求めているのは安あん息そくと怠たい惰だ、ただそれだけだったから──少なくとも、彼だけは。


    　そう、イチロが世界に秘密を抱えているのと同じように、彼の中に住む六人もまた、宿主である彼にある秘密を抱えていたのだ。


    　そして、そのささやかながら切実な秘密こそが、彼ら七人を〝星ほし喰くい〟を巡る物語の渦か中ちゆうへと導みちびくことになる。


    



    　　　　◎


    



    　話はまた前夜にさかのぼる。


    



    　雨は夜の公園に訪れた束つかの間まの眠りを妨さまたげるように、芝しば生ふや遊歩道や木々の葉を容よう赦しやも慈じ悲ひもなく叩き続けていた。もうすぐ午後十時を迎えようという頃、その間かん断だんのない雨音にふと、物々しいざわめきが入り混じりはじめた。


    　びちゃびちゃと湿った足音をたてて駆け込んできたのは、制服や雨あま合羽ガツパ姿の数人の男たちだった。敷地の外には不吉な色のランプを点灯させたパトカーが二台停まっていた。ぼそぼそとした声が辺りに飛び交い、行き場をなくした魂かたまりのような懐中電灯の光がふらふらと漂っていた。公園の空気は今や、[image: ]設から今日という日までまったく無縁だった緊張というものを孕はらんでいた。


    　やがて男たちは通報にあったテニスコートを見つけ、そのフェンスの脇に倒れ込む少年を発見した。彼らを取り巻く空気が一瞬にして凍りついた。彼らは濡れた手を手袋に突っ込み、慎しん重ちように現げん場じようの状じよう況きようを、少年の様子を確認しはじめた。そして──。


    　少年の脈と呼吸を確かめたあと、彼らの緊張はみるみるうちに氷ひよう解かいしていくこととなった。


    



    　東とう京きよう都道どうノの森もり市、道ノ森公園。時刻はすでに十時を回っていた。


    「どうだ、相あい木き」


    　刑事歴二十年の牧まき野のは、欠伸あくびを嚙かみ殺しながら相あい棒ぼうの若い刑事を窺うかがった。


    　相木は振り返って首を振った。牧野と同じ課に配属されてまだ間もない彼は、事件と呼べるほどの大がかりな仕事は数えるほども経験していないが、この現場に残された異様な雰ふん囲い気きは茫ぼう洋ようと感じとれているようだった。


    　その相木の前に、件くだんの少年がいた。金かな網あみのフェンスに背をもたれ、頭上に傘をさされ、防寒用の分厚い毛布でくるまれ、四し肢しをだらりと投げ出し、口から涎よだれを垂たらし、そして静かに呼吸していた。濡れた前髪が額ひたいにべったりと貼り付いていた。


    「全然だめですね」相あい木きは言った。「起きる気配すらありません」


    　牧まき野のはのっそりと少年の目の前に屈かがみ込んだ。タバコ臭い強こわ面もての中年男が目の前にのっそりと現れても、少年はなんの反応も見せなかった。目は薄く開いたまま、ここではないどこか違う世界をぼんやり見つめていた。


    「西にし岡おかくん。西岡正まさ臣おみくん」牧野は少年の鼻先に原付の免許証をひらひらさせた。「おじさんの顔がわかるかい？　おおい」


    　少年はなにも言わなかった。ほとんど目を開けたまま寝ているような状態だった。


    　西岡正臣はここに、目を開けたまま横向きで倒れていたという。発見者は偶然通りかかった酔っ払いの青年だった。彼が呼びかけても西岡少年はぴくりとも動かず、恐る恐る揺さぶってみるとその身体は雨のせいで冷たく硬くなっていた。変死だ殺人だと気が逸はやった青年は、救急車より先に警察を呼んだのだった。


    「外傷はどこにも見当たらないんですけどね」相木はため息交じりに言った。「呼吸も普通にしてるし、脈だってとれています。この通り顔色は悪いけど、瞳どう孔こうにも反応がある。意識だけがないんです。なにかの拍ひよう子しに頭のネジでも飛んじゃったんでしょうかね？」


    「なあ君、もう十時過ぎだぜ。こんなところでいったいなにしてたんだ？　イケないクスリでもやってたのか？　雨、冷たくなかったか？」


    　ずず、とその身体がフェンスからずり落ちそうになり、相木が支えた。二人して頭を抱えていると、甲かん高だかいサイレンの音が聞こえてきた。


    「救急車、ようやく来たか。道混んでたもんなあ」


    「死んでいると思われたのも肯うなずけますよね、この様子じゃ」


    「人騒がせなことだな、まったく。来るんじゃなかったよ」


    　よいしょ、と牧野は立ち上がり、懐ふところからくしゃくしゃのタバコの箱を取り出した。吐き出した煙の塊かたまりは、降りしきる雨のつぶてにあっという間に散らされた。


    「牧野さん、現げん場じようで吸わないでくださいって」


    　相木の注意など意に介かいさず、牧野は黙って少年を見下ろしていた。


    「発見されたのは今から三十分ほど前です。いつ頃から気を失っていたんでしょうね」


    「起きてもらわんことにゃあ、わからんままだな。ここでなにがあったのかもな」


    　牧野はがりがりと頭を搔かきむしり、首をすくめた。そうしている間に、サイレンの音はもうすぐそこまで近づいていた。


    「なにはともあれ、まずは病院行きだな」牧野はくたびれた声で言った。「目ぇ覚めて話聞いて、俺らの仕事じゃなけりゃそれでいい」


    



    　　　　◎


    



    　雨は昼過ぎにやんでいたが、夜の街はまだびしょ濡れのまま汚れて黒ずんでいた。水溜まりに気をつけながら歩いていると、昨日の少女がコンビニの雑誌コーナーに突っ立っているのを見つけた。トマはガラス越しに合図を送り、店内に入った。


    「こんばんは」トマは言った。


    「こんばんは」少女はトマにぺこりと頭を下げた。「昨日はありがと、明みよう神じんくん」そして前髪を細い指ですくった。肩に触れるくらいの長さの艶つややかな髪だ。


    「どうして僕の名前、知ってるの？」


    「これ、あのあとあそこに戻ったら落ちてたの。あなたのでしょ？」


    　少女がポケットから取り出したのは、イチロのアルバイト先のコンビニで使っている写真入りのネームプレートだった。タイムカードも兼ねているそれを紛ふん失しつしたせいで、たまたま居合わせた店長にぐちぐちと嫌いや味みを言われたのだ。おかげでイチロはアルバイトが終わってもまだ機き嫌げんを損そこねたままだった。


    「これ、店の場所書いてなかったから、たくさん捜して回っちゃった。会えてよかったね」


    　トマはネームプレートを受け取り、ありがとうと言った。


    「こっちのほうこそ、ほんとにありがとね。だいじょぶだった？」


    「まあね。この通り」


    　少女はアーモンド型のぱっちりとした目でトマの顔を見つめ、本当に傷一つついていないことにほっと胸を撫なで下ろした。雰ふん囲い気きや仕草に子供っぽい無む邪じや気きさを感じられる子だった。トマは少し赤くなった。


    「ボク、イコ」


    　え、とトマは訊き返した。


    「ボク、前まえ野の結ゆ衣い子こ。だからイコって呼んでね」


    「ああ、うん。僕は……明神一いち郎ろう。イチロって呼ばれてる」


    　イチロ、とイコは響きを確かめるように繰り返し、にっと笑った。


    「イチロは高校生？」


    「あいにく中退。んで今はフリーター。えっと、イコは？」


    「一応まだ高校生。ここんとこサボりまくっちゃってるけどね」


    　ふと会話が途切れると、イコがトマの腕を摑つかんだ。トマは飛び上がらんばかりに驚いた。


    「こんなところで立ち話もなんだし、どっか行かない？　お茶でも奢おごるよ、助けてもらったお礼にねっ」


    　返事を待たず、少女はトマを店の外に連れ出した。トマはどうにか歩調を合わせ、やんわりと手を離させた。


    「当然のことをして女の子に奢おごられるほど甲か斐い性しようなしじゃないよ。どこかの店に行くのはいいけど、割わり勘かんでね」


    　イコはきょとんとして、それからにっこりと肯うなずいた。


    　二人は近くの適当なファミリーレストランに入った。夕食どきのピークを過ぎて店はほどよく空すいていた。窓まど際ぎわの禁煙席に腰を下ろし、水を持ってきた店員にコーヒーを二つ頼んだ。お腹は空いているかとトマが尋たずねた。大丈夫とイコは答えた。


    「昨日の人たち、ひどいことしなかったの？」


    「丁てい重ちようにお引き取り頂いただいたよ」


    「そう……とにかくだいじょぶそうでよかった」イコは苦笑した。「もしかして、イチロってケンカとか強いタイプ？　あんまりそういうふうに見えないけど」


    「べつに強くないし、暴力も好きじゃないよ」僕はね、と心の中で付け足した。


    「ふうん、ああいうの黙って見てられないタイプ？」


    「うーん、なんて言うかな」調子に乗ったトマは、頭を搔かきながら言った。「実を言うとね、僕ら……僕の夢は、正義の味方になることなんだ」


    　正義の味方、とイコは反はん芻すうし、くすりと笑った。「イチロって面おも白しろいね」
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    　彼女の笑顔にトマはわかりやすくのぼせた。照れ隠しに運ばれてきたコーヒーを手に取り、延々と何度も搔き回した。


    「どうして正義の味方になりたいの？」


    「自分のためだからさ」


    「自分のため？」


    「自分がなんのために存在するのか。僕にも存在を許容される理由を得ることはできるのか。その答えを知るために、できるだけ人や社会の役に立とうって、みんなで決めたことなんだ」


    「みんな？」


    　トマははっと顔を上げた。「いや、あの、友達とね、そんな話をしたんだ。えっと、じゃあさ、イコはなにか困っていることない？」


    　ボク、とイコは自分を指差し、戸惑いと照れの交じる表情を見せた。そうだなあ、と口の中で呟つぶやき、しばらく黙もつ考こうした。その間にトマはイコの容よう姿しを注意深く観察した。見れば見るほどますます彼女にのめり込んでいきそうだった。普段は軽口を叩いてばかりいるものの、トマが女の子にめっぽう弱いということは他の六人もよく知っていることだった。


    「──ボクは、ボクはね……」


    　イコは少しうつむいたまま、それきりなにも言わなかった。口にすべき言葉を探しているようにも、あるいはそれを口にすべきかどうかを迷っているようにも見えた。トマが答えをじっと待っていると、ふと店内に入ってきた二人の男と目が合った。二人の男は真っ直ぐにトマたちのほうに近づいてきて、トマたちの目の前で足を止めた。灰色の安っぽいコートを羽は織おった背の低い中年と、ぱりっとしたスーツ姿の長身で童顔の若い男だった。


    「お楽しみのところ、すまんね」中年のほうが言い、懐ふところから黒い手帳を取り出した。「道どうノの森もり署の牧まき野のです」


    「相あい木きです」若い男も上じよう司しに倣ならった。「前まえ野の結ゆ衣い子こさんだよね。捜したよ」


    　牧野はトマのほうをじろじろと観察した。トマは顔を強こわ張ばらせたまま、目が泳ぎそうになるのを必死に堪こらえた。


    「前野さんのお友達？」牧野が言った。


    「そうよ」イコが先に答えた。「つい最近、友達になったばかりだけど」


    　二人の刑事はトマをじろりと睨にらんだ。昨夜のこともあり、トマは背筋を凍らせた。


    「二人とも、こんな時間になにをしてるのかな？」相木が言った。


    「見てわかるでしょ。お茶をしてるんです」イコが答えた。


    「なにも補ほ導どうしようってわけじゃないんだ。君に話を聴きたくてね。悪いけど、お友達のほうは少し外してもらえるかな？」


    「べつにいいじゃん」イコは口を尖とがらせた。「ボク、なにか悪いことしたの？」


    「そういうわけじゃないんだけどね」相木は困り顔で苦笑してみせた。「ちょっと込み入った話になると思うから。君のためにもね」


    　イコは不安げな目をトマに向けた。トマは刑事のほうをちらりと窺うかがったが、彼らの目は「邪じや魔ま者ものは去れ」と語っていた。


    「僕、あっちの席で待ってるから」


    　トマが席を立つと、そこに刑事たちが座った。トマは三人からだいぶ離れた隅の席に移り、コーヒーのお代わりを頼んだ。ほんの数秒のうちにあれこれと激しく躊躇ためらった末、そっと目を閉じた。口をもぞもぞと動かし、ぼそぼそと軽く呟つぶやいた。


    　次に目を開けたのはエマだった。予想以上の光量の下に出てきたエマは、何度か瞬まばたきをして目を馴らさなくてはならなかった。トマの頼みごとはいつも突然だから困る。


    　簡単に説明を受けた通り、エマは窓まど際ぎわの席に座っている三人の会話に耳を澄ませた。沈ちん黙もくを司つかさどるエマは、七人の中で誰よりも──常じよう人じんの何十倍も──音に鋭えい敏びんになれる特質を持っていた。


    



    　若い男「それでね、西にし岡おか正まさ臣おみくんのことでね」


    　　少女「マサがどうしたの？　なんか悪いことでもしたの？」


    おじさん「ちょっとね、彼、入院することになったんだ。なにも聞いていない？」


    　　少女「聞いてない。どうして？」


    　若い男「昨夜、道どうノの森もり公園の敷地内で倒れているのを発見されたんだ。意識はあるようなんだけど、今はなんというか、まったく会話ができない状態でね。入院して治ち療りよう中なんだ」


    　　少女「……どうしてそんなことに？」


    おじさん「こっちもそれを知りたくてね、いろいろ調べているところさ」


    



    　しばらくの沈黙。その間にエマはコーヒーに砂糖一つとミルク三つを入れ、手早く搔き混ぜてからカップを口に運んだ。


    



    　若い男「狩野かのう嘉よし信のぶくんとも仲が良かったようだね」


    　　少女「うん。ノブも幼なじみだし、小中高ってずっと一緒だった。ノブもなにか？」


    　若い男「西岡くんが発見された現げん場ばに、彼もいた可能性が高いんだ。昨日の八時過ぎ、二人があの近辺をうろついていたという証言があってね」


    　　少女「ノブは？」


    　若い男「それがね、見つからないんだ。アパートにも実家にも帰っていないようだ。なにか心当たりはないかな？　連絡とかなかった？」


    　　少女「なにも。ていうか、二人とも不登校になってから、ほとんど会ってくれなかったし」


    　若い男「彼らはここ数か月、学校にも行かず、街で遊んでばかりいたそうだね。狩野くんに至っては家を出てアパート暮らしだった。どうして学校に来なくなったんだろうね？」


    　　少女「わかんない、どうしても教えてくれなかったから。こっちが訊きたいくらい」


    　若い男「もう一人、君や彼らと親交のある子がいたそうだね」


    　　少女「ともえのこと？　ていうか知ってるんでしょ。そのときも警察にいろいろ聴かれたし」


    　若い男「いや、その、悪かったね。そう、葉は月づきともえさん。六月に亡くなった、君たちの親友のね」


    



    　三人の間の空気が明らかに変わった。エマはスプーンを置き、深呼吸した。真ま綿わたのような喧けん騒そうの海を搔き分け、彼らの小さな空間にのみ意識を集中した。


    



    おじさん「ともえさんが亡くなったのは一学期の六月半ば、二人が学校に来なくなったのは二学期からだった。二人はやはりそのことを気にしていたのかな？」


    　　少女「当たり前じゃん、友達が死んじゃったんだから」


    　若い男「ああいや、そういう意味じゃなくてね」


    おじさん「ともえさんの自殺の動機について、君も彼らも心当たりはなかったそうだね」


    　　少女「……なにも相談されなかった。そんな素そ振ぶりはなかったし」


    おじさん「今でもそうかい？　なにか思い出したりは？」


    　　少女「……なにも」


    　若い男「あの二人はどうだろうね。ほんとはなにか知っていたんじゃないかな」


    　　少女「そんなの……そんなの知らないよ。ボクが聞きたいくらいだよっ」


    　若い男「まあ、落ち着いて。気に障さわったのなら謝るから」


    



    　沈ちん黙もく。その間にエマはこれまでの会話の内容を頭の中で反はん芻すうしておいた。トマやチキに比べたら記憶力はあまりいいほうではない。長い会話を聞き取るには向かないのだ。


    



    おじさん「君も最近学校を休みがちだそうだね」


    　　少女「……」


    おじさん「仲の良かった友達にいろんなことがあって君も大変だろうけど、学校にだけは行っておいたほうがいい。こんなときはなおさらね。それと、いまどきの女の子ってのは自分のことをボクなんて言うのかな、ちょっと変わってるね」


    　　少女「ほっといて」


    　若い男「ありがとう、参考になったよ。いろいろ話させてしまってごめんね」


    おじさん「西にし岡おかくんは今、道どうノの森もり清せい峰ほう病院にいる。お見舞いに行ってあげるといい。まだ意識は戻ってないけどね」


    　　少女「……」


    おじさん「またなにかあったら話を聞かせてほしい。特に狩野かのうくんのことはなんでもいいから、彼のためにもね」


    　若い男「ここに電話してくれれば、いつでも相談に乗るからね。どんなことでもいいから、なにか思い出したら連絡してね」


    



    　席を立った二人の男が、エマのほうをちらりと窺うかがった。エマは思わずびくりとした。しかし声をかけるでも近づいてくるでもなく、二人は勘かん定じようを払って店を出て行った。


    　エマは目を閉じ、口の中でぶつぶつ呟つぶやいた。バトンを受け取ったトマはカップを持ってイコの向かいに戻った。


    　思わず心臓が跳はね上がった。イコは泣いていた。頰ほお杖づえをついて窓の外を見つめたまま、声も表情もなく、静かに涙を流していた。


    「ごめんね」イコはぽつりと言った。「話の途中で変なことになっちゃって」


    「どうしたの？」トマはそっと尋たずねた。


    　イコはすぐには答えなかった。すん、と短く洟はなをすすり、てのひらで涙を拭ぬぐった。


    「友達がね、死んじゃったの」答えるイコの声はかすかに震えていた。「もう半年くらい前のことだけどね、自殺しちゃったの」


    　トマは少し驚いたふうを装い、そう、とだけ言った。


    「葉は月づきともえ、っていうの。家が近所で、小さな頃からどこに行くにもなにをするにも一緒だった。おとなしくて怖がりで、いつもボクの後ろにぴったりくっついてた。六月の雨の日に、その子が自殺したの。なんの前触れもなく、遺い書しよもなんにもなく、校舎の屋上から飛び降りたの。高校入ったばかりだったのに」


    　再び零こぼれそうになる涙を拭い、イコは照れ笑いをした。トマにはかける言葉もなかった。


    「さっきの刑事はそのことで？」白しら々じらしく訊いてみた。


    「ううん、そうじゃなくて、えっと、別の友達がね、入院してるみたいなの。昨日の夜、公園で倒れてるのが見つかったって。さっきの警察はそのことでいろいろ聴きに来たの」


    　イコは小さく苦笑し、窓のほうに目を向けた。


    「マサとノブ──その倒れてたって子ともう一人と、それにともえとボクの四人はね、小さな頃からいつも一緒だったの。高校もみんなで一緒に勉強して、同じところに入ったの。だけどともえが死んでから、二人とも人が変わったみたいになっちゃって。ボクを遠ざけるようになって、学校にも来なくなって、悪そうなやつらと遊び回って」


    「最近会ってないの？」


    「二学期に入ったくらいからかな。それでボクも……学校行かなくなったし」


    「今でも大切な友達なんだね」


    「当たり前だよ……当たり前じゃん」彼女は目元を拭った。「マサもノブも……あの子も」


    　会話が途切れ、二人は窓の外を見つめた。夜の街は徐々に人通りを少なくしていた。むせ返るような湿気に空気は澱よどみ、ネオンや車のヘッドライトや信号機のランプは曖あい昧まいな輪りん郭かくで漂っていた。窓に映る彼女の表情は、やはり涙を堪こらえているように見えた。


    「お見舞い」トマは言った。


    「え？」


    「入院してるっていうマサくんのお見舞い、行くんでしょ？」


    　イコはおずおずと肯うなずいた。


    「一人で行きづらいなら──」ごくっと唾つばを飲み込み、意を決してトマは言った。「僕も一緒に行くよ。明日は土曜だからバイトも休めるし」


    　イコは目を丸くした。「でも……」


    「君が言ったんだろ。僕はイコの友達だって。友達の友達はやっぱり友達だよ」


    　イコはしばらく戸惑っていたが、やがて笑みを顔中に広げた。トマの手を握り、ありがとうと言った。温かく柔らかい感触がトマをいっそう赤く染め上げた。


    「それじゃ明日、清せい峰ほう病院だよね。まだ行ったことなかったなあ」


    「あれ、ボク病院の名前言ったっけ？」


    　ごまかす言葉を探す時間稼かせぎに、トマはミルク浸けのコーヒーを飲み干さなければならなかった。


    



    　　　　◎


    



    　カーテンは固く閉ざされていた。静せい寂じやくに満ちた室内に、動くものは透明なチューブの中の点てん滴てきだけだった。広々とした殺さつ風ぷう景けいな個室に西にし岡おか正まさ臣おみはベッドに仰向けに寝かされていた。


    　ほとんど音もないひっそりとした呼吸が、正臣の腹部を規則正しく上下させていた。うっすらと目は開いていたが、覚かく醒せいしている気配はなかった。


    　ときおり誰かが廊ろう下かを歩くスリッパの足音が響いても、軽く伏せられた睫まつ毛げはぴくりとも動かなかった。廊下から零こぼれる明かりは彼とは違う世界の光で、静まり返った空気を震わせる音は彼とは違う世界の物音だった。


    



    　カーテンがさらりと揺れた。窓がからからと開く音がして、カーテンの奥に小柄な影が浮かび上がった。現れたのは高校の制服姿の少女だった。髪は長く、ほっそりとしたシルエットで、暗がりに隠れたその表情は笑っているようだった。


    　少女は足音を殺して正まさ臣おみのほうに近づいていった。ベッドの横で足を止め、正臣の顔を覗のぞき込んだ。物音にも侵入者の気配にも、正臣はぴくりとも反応せずに眠り続けていた。


    「おまたせ」少女は小さな声で言った。「昨日の続き、しましょう」


    　そのまま少女は正臣に顔を近づけていき、くちづけをした。正臣はされるがまま、目を覚ます気配さえなかった。静まり返った部屋の中でくちづけは二十秒ほども続いた。やがて少女は顔を上げ、満足そうに唾だ液えきで濡れた唇を拭ぬぐい、ついでに髪も梳すいて整えた。


    「半日もしたら目が覚めるからね。ちょっと遊んでも構わないから、終わったらちゃんと私のところに戻ってきてね」


    　もちろん正臣は答えなかった。少女はくすりと笑い、ベッドから離れてまた窓のほうに歩いていった。


    「またね」


    　少女の姿が窓の奥に消え、からからと窓が閉じる音がした。部屋に再び沈ちん黙もくが戻ってきた。その静けさと暗闇の中で、正臣は何事もなかったかのように眠り続け、呼吸し続けていた。


    



    　　　　◎


    



    　二人を降ろしたバスは、灰色のガスを二人に吐きかけ、ロータリーをぐるりと回って坂道を下っていった。トマは顔をしかめながら空を見上げた。晴れるでもなく泣き出すでもない昼の空には、十一月の低い雲が垂たれ込めていた。寒空の下でトマは、見た目重視の軽い服装を選んだことを少しだけ後悔した。先に立って歩き出したイコは淡いオレンジ色のパーカに白い編目のニット帽という暖かそうな格好をしていた。


    「せっかくのお見舞いなのに」イコはぶつぶつと零こぼした。「なんかぱっとしない天気だね」


    「かわいい花だね。なんて名前？」トマは尋たずねた。


    「知らなーい」イコは笑い、花束を顔の前に掲かかげた。「センスいいでしょ。ボクがチョイスしたんだよ」


    　道どうノの森もり清せい峰ほう病院は都内でも有数の規模を誇る大病院だ。高低差の多いこの土地でも一番の高台にあり、敷地内は病棟だけでなく大がかりな研究所や広大な芝しば生ふ広場、さらには噴水公園まで揃っている。二人はぽかんと口を開けながら病棟へと続く遊歩道を歩いた。


    「初めて来たけど、綺き麗れいなところだね。いつでも入院したいな」


    「僕は病院は嫌いだな」


    「どうして？」


    「えっと、なんとなくね」トマは適当にごまかした。「医者って偉そうだし、注射は怖いし」


    「変なの。ケンカは強いのに注射が怖いなんて」イコはくすくすと笑った。


    　華やかなエントランスは高い吹き抜けになっていた。緑豊かな庭に面したガラス張りのおかげで、その広い空間は自然で穏やかな光に溢あふれていた。晴れていればなおさら気持ちよかったことだろう。病院が嫌いなトマでも構えずにいられるような雰囲気だった。


    　イコは受付で病室の番号を聞き、花束を持った手でこっちと指し示した。一階はすべて外来用で、入院病棟は三階以上のフロアにあった。西にし岡おかの部屋は四階のＡ─⑬。個室の並ぶフロアだ。


    「マサくんちってもしかしてお金持ち？」エレベーターの中でトマは尋たずねた。


    「マサのお父さん、司法書士の事務所やってるから」


    　シホウショシ、とトマは口の中で繰り返した。「難しそうだね、わかんないけど」


    「イチロんちはなにしてるの？」


    「忘れたよ」トマは顔をしかめて答えた。「とっくの昔に勘かん当どうされた身だからね」


    　四階のロビーに着くなり、イコは知り合いの顔を見つけて駆け寄った。ソファーでコーヒーをすする身なりのいい中年女性だ。


    「こんにちは、おばさん」


    「ああ、イコちゃん。来てくれたのね」


    　西岡正まさ臣おみの母親だという。だいたい四十歳前後だろうか、見た目や服装は素そ朴ぼくながらも、どことなく上品な雰ふん囲い気きを持った綺き麗れいな女性だった。


    「お久しぶりですね」


    「最近は遊びに来てくれなかったものね。寂しかったのよ」


    　イコがトマを紹介すると、正臣の母親は深々とおじぎをした。


    「マサの具合はどうですか？」イコが尋ねた。


    「怪け我がとかはないんだけどね……」母親の表情は曇っていた。


    　三人は病室へと向かった。廊ろう下かは一般的な病院のイメージとは対照的に、控えめで清潔な光に満ちていた。車くるま椅い子すや松まつ葉ば杖づえに頼って移動する患者たちの顔もどこか[image: ]はつ剌らつとしているようにさえ見えた。


    「綺麗な病院ですね」イコが言った。


    「そうね、看護師さんも先生方もすごくいい方ばっかりよ」


    　そう語る母親は、しかし不安げだった。すれ違う患者の一人によそゆきの笑顔で挨あい拶さつし、またふっと表情を元に戻した。


    「あの子、見た目にはなにも問題なさそうなの。目はきちんと開いてるし、呼吸も脈みやく拍はくも安定してるし、夜になればきちんと眠ってる。脳のう波はにも異状はない。だけど、呼びかけても触っても反応がないの。私のこともわかっていないみたい」


    　トマとイコは顔を見合わせた。それがどういう状態なのかトマには想像できなかった。


    「なんて言っていいかよくわからないけど……身体から意識だけが抜け落ちちゃったみたいなの。この二日間、ずっと付き添っていたけど……一度も呼びかけに応じてくれなくて」


    　ふと、イコの表情が固くなっていた。トマが一声かけると、彼女は大丈夫というふうににっこり笑い、先に立って歩き出した。


    「医者の先生はなんて言ってるんですか？」トマが尋ねた。


    「さっぱりわからないって。いまは過去の症例に当たっているところだそうです」


    　やがて『西にし岡おか正まさ臣おみ』とプレートのかかった病室に着き、イコがドアをノックした。返事はなかった。母親はイコに目め配くばせしてからそっと引き戸を開けた。


    　病室は高級なホテルの一室のように清潔に磨かれていた。無む垢くな色の壁紙に包まれ、一人で泊まるには広すぎるくらいのスペースを保たもっていた。窓が少しだけ開いていて、ベージュのカーテンがささやかに揺れていた。


    「──正臣？」母親が怪け訝げんそうな声をかけた。


    　三人が真っ先に目を向けたベッドに、入院患者用のパジャマを着た少年が座っていた。こちらに向けた背中を丸めて、窓のほうに顔を向けていた。襟えりからのぞく首筋は白を通り越して青ざめているように見えた。医療機器から伸びるチューブはその身体からすべて外され、ベッドの上でのたくっていた。


    「……マサ……？」イコは緊張した声で言った。


    「正臣……目が覚めたの……？」


    　母親は声をかけながらゆっくり近づいていった。正臣は声に反応することもなく、三人に背を向けたまま振り返る素そ振ぶりさえなかった。そのときようやく、正臣の頭に黒い布のようなものが巻かれていることにトマは気づいた。


    　母親が三度目に名前を呼んだとき、正臣の首がぐるんと回り、顔がこちらを向いた。トマは目を見開いた。黒い布はその目を完全に覆おおっていた。目隠しされた視線がぐるりと三人を見渡した。


    「……正臣……？」母親が訝いぶかしげな声をかけた。


    　正臣はベッドから降りてふらりと立ち上がると、そのままぽつりぽつりとした足取りで部屋の中央まで移動した。身体中の筋肉がひどく緊張しているのか、ときどき四し肢しの末まつ端たんがぷるぷると痙けい攣れんしていた。


    「正臣……どうしたの……？」


    　母親が顔を引きつらせながら近づくと、正臣はぴたりと足を止めた。そしてその身体がぶれた。あぶない、とトマが叫んだが、言い終わるより一瞬速く、正臣の鞭むちのようにしならせた右手が軽々と母親を弾はじき飛ばした。目隠し越しのその攻撃は迅じん速そくで正確だった。母親は背中から壁に激突し、うめき声一つあげることなく動かなくなった。


    　正臣の首がぐるりと回り、イコとトマのほうを向いた。布の下に隠れた目は正確に二人を捉えていた。隣となりでイコが息を飲むのが聞こえた。


    「イコ、下がって」トマは震える声で言った。


    　正まさ臣おみは膝ひざを曲げて床に手をつき、深く沈み込む姿勢をとった。そして、全身をぐんと伸ばして跳ちよう躍やくした。


    　甲かん高だかい悲鳴とともにイコの手から花束が落ちる中、トマは目を閉じた。正臣の振り上げた腕が彼女へ迫る寸前、ラカはその盾たてになるように飛び出し、少年に組みついた。凄すさまじい勢いの突進は、受け止めた側が数センチあとずさる程度でぴたりと静止した。鏡のように磨かれた床に黒ずんだ足跡が焼きついた。


    「トマ、事情を説明してから消えんかっ」ラカは自分の中に向けて怒ど鳴なった。


    　イコはといえば、思わずしりもちをつきながら、どうにか目だけは閉じずにいられた。正臣と組み合う明みよう神じん一いち郎ろうがなにごとかわめいていた。状況を理解しようにも頭も身体もまったくついていかなかった。


    「人が気持ちよく眠っていたのに、いきなりこんなところで起こしおって。あとで灸きゆうを据すえてやらなきゃいかんな。そうよな、若いの」


    　ラカは少年の肩を押さえ、逆に押し返そうとした。守護者として脳内の分ぶん泌ぴつ物ぶつを操あやつって常じよう人じんの何倍もの力を引き出せるラカと、パジャマ姿の細腕の少年とは激しく拮きつ抗こうしていた。


    「どうやら君、普通じゃないようだな。なにか危ないクスリでも射うたれたか？」

  


  [image: ]


  
    　ラカの声に反応するように、正臣がこれ以上ないくらい大きく口を開いた。亀かめのようにぐいっと首を伸ばし、自分の肩を押さえつける男の腕に嚙かみつこうとした。その歯が腕に食い込む前に、ラカは力を抜いて手を離した。勢い余って前に突っ込む正まさ臣おみの身体に、ラカの左肩が吸い込まれていった。


    　次の瞬間。どん、という巨大な衝撃音が部屋中に響いた。


    　少年の身体は目にも留まらぬ速度で吹き飛び、壁に激突して床に落ちた。壁の残ざん骸がいがぱらぱらと降り落ちる中、その身体は身じろぎ一つせず、起き上がる気配もなかった。


    　ふう、とラカは頰が膨ふくらむくらい大きく息をつき、構えを解いた。筋肉の緊張をほぐすように全身を軽く揺すった。左足の下の床には足の形に大きくひびが入っていた。


    「そこのお嬢さん」ラカは背後のイコに言った。「起き上がれそうなら、あそこで倒れてるご婦人を頼むよ。私は白衣の先生方を呼んでくるから」


    　呆ぼう然ぜんとしていたイコは言葉もなくこくこくと肯うなずき、どうにか起き上がって母親のところに向かった。


    　どたどたと足音が聞こえ、二人の男が部屋に駆け込んできた。灰色のコートを着込んだ中年の男と、白衣姿の眼鏡めがねをかけた医者らしき男だ。他にもパジャマ姿の野や次じ馬うまが出入り口付近にうろつきはじめていた。


    「どうした、なんの騒ぎだ」中年の男が叫んだ。


    「正臣くん？」医者が正臣のもとに走り寄った。


    　中年の男──牧まき野の刑事は部屋中を見渡し、すばやく状じよう況きようを察知しようとした。床はひび割れ、壁はへこみ、入院患かん者じやと母親が横たわっていた。一見して状況を把は握あくできるような現場ではなかった。他に見知った顔が二つあった。牧野はとりあえず部屋の中央に突っ立っているラカににじり寄った。


    「君は、昨日の子か。いったいなにがあった？」


    　ラカは肩をすくめてみせた（そもそもラカは彼を知らなかった）。「私にも皆かい目もくわからなくてね。こっちが聞きたいくらいだよ」


    　私？　と刑事が訊き返そうとした、そのとき。


    　うわっ、と短い悲鳴が聞こえたかと思うと、白っぽい巨大な物体がラカめがけて飛んできた。白衣の背中をラカはとっさに受け止め、床に放り捨てながら少年へと目を戻した。すでに彼は部屋の出入り口へと向かっていた。野次馬が悲鳴を上げながら散ちり散ぢりになり、その隙すき間まを縫って廊ろう下かへと飛び出した。彼に踏みにじられた花束が、コマ送りのようにゆっくりと花びらを撒まき散らしていた。


    「に、西にし岡おかっ」


    　刑事は西岡正臣のあとを追って走り出したが、正臣の速さは尋じん常じようではなかった。廊下を歩く看護師や病人をすり抜け、突き飛ばし、カートを飛び越え、ロビーのほうへと向かっていった。もはやフロア中が混乱と悲鳴で溢あふれ返っていた。


    　必死の形ぎよう相そうで追いかける刑事の横を、明みよう神じん一いち郎ろうが追い抜いていった。刑事がなにかぜえぜえとわめいたが、ラカの耳には入らなかった。


    　正まさ臣おみは階段を駆け下り、二階の廊下を突き進み、そのままの勢いでエントランスの吹き抜けに飛び込んだ。天てん井じように映る影を口を開けて見上げる人々の中心へ、正臣は待まち合あいの長なが椅い子すを吹き飛ばしながら降り立った。一瞬にして悲鳴が膨れ上がった。


    　人々が逃げ惑い、あるいは呆然と立ちすくむ中、制服姿の警備員が彼を囲った。正臣はくるりと首を回し、黒い布越しに彼らを見み遣やった。彼らを蹴散らすのには何秒も必要としなかった。悲鳴の輪がさらに加速していった。


    　混こん沌とんとしたロビーの中心で、正臣の目隠しされた視線がしりもちをついたまま動けなくなっていた少女を捉えた。少女は足にぶ厚いギプスをはめていた。正臣はゆっくりと上体を揺らしながら歩み寄り、彼女に合わせてしゃがみ込み、がしっと肩を摑つかんだ。


    　少女の母親だろうか、どこかで女性の甲かん高だかい悲鳴が上がった。少女は声もなく、ただぼろぼろと涙を零こぼすばかりだった。能のう面めんのようだった正臣は、からくり仕掛けのようにかぱっと口を開いた。その咽の喉どの奥は、少女の目には果てしのない奈な落らくのように見えた。奈落は絶対的な恐怖を連れて、少女の意識を覆おおっていく──。


    　そのとき。


    　少女の視界の隅を、エントランスに飛び降りる影がかすめた。


    　ラカは着地の衝撃を一瞬で殺し、一気に距離を詰めた。正臣を後ろから押さえ込み、左腕で首を極め、右腕で少女を摑む手を引き剝はがそうとした。


    　大丈夫だよ。ラカは少女に笑いかけた。


    　正臣は驚きよう愕がくし戸惑っているようだった。華きや奢しやな身体つきの関節がぎしぎしと軋きしんでいた。ラカはぎゅっと歯を食い縛り、首を絞める左腕の圧力をいっそう強めた。


    「この辺で終わりにしようかい、坊ぼう主ず」


    　しかし拮きつ抗こうした状じよう況きようは長くは続かなかった。かくん、と奇妙な感触がラカの腕に伝わった途端、正臣の頭がだらんと垂たれ下がり、首の極めから逃のがれた。なにを、と考えるより先にラカの左腕に痛みが走った。正臣の歯が、首を捕らえていたはずの腕に食い込んでいた。


    　骨の軋むような鈍にぶい痛みとともに、それ以上の、これまでに味わったことのない衝撃がラカの全身を貫つらぬいた。稲いな妻ずまが肉体を貫かん通つうしてラカ本体を傷つけたかのような、実に根こん源げん的で本質的な痛みだった。途端にラカは力を失い、崩れ落ちた。うめき声さえ出なかった。


    　少女を放した正臣は、ゆっくりと振り返り、ラカを見下ろした。そこには不可解なものにでも遭そう遇ぐうしたような戸惑いの色があった。ラカは脂あぶら汗あせをかきながら黙って睨ねめ上げることしかできなかった。


    「西にし岡おかぁっ」そのとき、刑事の声が響き渡った。


    　正臣は頭を両手で摑み、ぎゅっと押し込むようにして元の位置に戻した。ゆっくりと振り返り、刑事と警備員十人ほどを見渡した。


    「お前、いったいなにを──」


    　正まさ臣おみは興きよう醒ざめしたようにこきこきと首を鳴らした。踵きびすを返し、そして入り口のガラスを突き破って逃げていった。けたたましい非常ベルが鳴り、野外からの悲鳴が重なるが、ラカはそちらに目を向けることもできなかった。


    　警備員の一人がラカのもとに駆けつけた。ダイジョウブカ、シッカリシロ──。声はもはやどこか遠くのほうから聞こえてくるようだった。最後に目に入ったのは、自分を心配そうに見つめる少女の涙だった。少女に力なく微笑ほほえんでみせ、ラカは目を閉じた。代わりに出てくるものはいなかった。そのまま深い眠りの中に沈んでいった。


    



    　　　　◎


    



    　西にし岡おか正臣は病院の敷地内の芝しば生ふ広場を駆け抜け、道路沿いの雑ぞう木き林ばやしへと入っていった。辺りは薄暗く、空気は湿っぽく、散さん策さくする人影は一つもなかった。


    　踏みしめるたびに落ち葉はぐずぐずと崩れていった。木々や茂みを縫いながら疾走していた彼は、突然ぴたりと足を止め、警戒する獣けもののように周囲に気を張り巡らせた。静せい寂じやくに満たされたこの空間の中に、自分以外の異物が交じっているのがわかった。


    「──どうも」どこからともなく声がした。


    　振り向くと、そこに一人の男が佇たたずんでいた。真っ黒な帽ぼう子しに真っ黒なコート、靴先まで真っ黒に装った若い男だ。長身で特徴のない顔立ちで、なぜかにこにこと機き嫌げんのよさそうな表情をしていた。そして不思議なことに、その左目は満月のような淡い金色を湛えていた。


    「いやあ、どうなってるんでしょうね」男は言葉とは裏腹にちっとも困ってはいなさそうだった。


    「あなた、〝星ほし喰くい〟さんですよね。いや、あなたも、なんでしょうかね？」


    　正臣は答えなかった。聞いている素そ振ぶりさえなかった。


    「……ああ、僕ですか？　これは失礼しました。僕は〝探し屋〟です。あなたを探すように依頼されている者です。名前は──」


    　正臣は獣のように低く身構え、歯を剝むいた。


    「うひー、怖いにゃー」などと言いながら、男は少しも臆おくした様子はなかった。「山から下りてきたばかりの野の猿ざるじゃないんですから」


    　光の加減か、男の左目がかすかに煌きらめいた。その瞬間、正臣は男めがけて地を蹴った。一瞬にして距離を詰め、男の視界を埋め尽くした。


    「ぎゃーっ」男はそれまでの余裕をかなぐり捨て、背を向けて逃げ出した。「たすけてーっ」


    　正臣は人間離れした身のこなしであっという間に獲え物ものを捕ほ獲かくし、じたばたと抵抗する男をうつぶせに地面に押し倒した。がっちりと押さえ込み、禍まが々まがしく笑うように歯を剝いた。


    　その歯が男のうなじに到達する寸前、ばちん、と激しい炸さく裂れつ音が林に響いた。音の衝撃で葉がすべて落ちてしまうのではないかというほど派手な音だった。正まさ臣おみの身体は一瞬にして動きを止め、ごろんと男の横に崩れ落ちた。


    　男はぜーぜーと息を切らしながら身を起こし、握り締めた携帯電話のようなもの──スタンガンをもう一度突きつけた。正臣はもぞもぞと身じろぎをしながら、布に隠された目で睨ねめ上げた。


    「あーびっくりした」男は帽ぼう子しを直しながら言った。「いくらなんでもせっかちすぎですよ。こういうことはもう少しお互いのことを知り合ってからでないと」


    　男は立ち上がり、コートについた泥や枯れ葉をぱんぱんと払った。気が逸それたその隙すきに正臣はびょんと跳び上がり、カエルのような姿勢で着地した。ありゃ、と男が間ま抜ぬけな声を出す間にじりじりと距離をとり、背を向けて走り出した。


    「逃げちゃうんですね」その背中に男は言った。「命拾いしましたね……こっちが」


    　少年の姿が完全に見えなくなると、男は手にしていたものを懐ふところに仕し舞まい、コートについた落ち葉と埃ほこりを払った。それからもう一度懐を漁あさり、金属の缶を取り出した。ウィスキーを入れるフラスクだった。キャップを開け、なんの躊ちゆう躇ちよもなく呷あおった。口の端はを伝う液体は透明なただの水だった。男はそれを水筒代わりに使っていた。


    　サイレンの音が近づいてきた。パトカーは病棟のほうに向かっていた。警察というものがあまり好きではない男は早そう々そうに引き上げることにした。


    「えっと、彼を追えばいいんでしょうかね」帽子にちょこんと手を当てて男は言った。その口調はあくまでも呑のん気きだった。「〝星ほし喰くい〟か。それにしても……奇妙な事件だにゃー」


    



    　　　　◎


    



    　目を覚ましたのはイチロだった。妙に頭が重く、油でも切れたみたいに四し肢しの関節が軋きしんでいた。目に飛び込んできたのは眩まぶしいほどの白い光、そして視界の端に白衣の男がいた。


    　俺はどこにいるんだ？　疑問は自みずからの奥へと向けられた。しかし答えてくれる者はなかった。またしても窓は閉じていたのだ。


    　白衣の男が具合はどうかと訊いてきた。イチロはなにも言わなかった。続く質問もただぼんやりと聞き流した。その間に自身の身体を慎しん重ちように調べてみた。関節痛や筋肉痛、打だ撲ぼくに似た痛みが全身を駆け巡っていた。左腕にじんじんと沁しみる痛みがあり、包帯を巻かれているようだった。頭の奥が鈍にぶく痛んでいた。そしてやはり窓が開く気配はなかった。


    　困り顔の医者を尻目に、安っぽい背広姿の中年男がイチロの顔を覗のぞき込んできた。彼は警察手帳を見せ、また会ったねと言った。イチロにはなんのことかわからなかった。それからいろいろと事情の説明を求められたが、イチロはなにも憶えていないと言って通した。病院で倒れたというくらいだから、案あんの定じようその言い訳で通じ、刑事はどうにか引き下がってくれた。なにか罪つみに問われるようなこともしていないということで、昨晩の件もあわせてほっとした。


    　今日は入院したほうがいいと勧められたが、仕事があるのでうちに帰ると言い張った。替えの湿しつ布ぷと包帯を渡され、ようやくイチロは解放された。また必ず再検査に来るようにと医者に約束させられたが、もちろん守るつもりなどなかった。


    



    　タクシーでアパートに帰り、玄関の鍵かぎをかけると、イチロは火が点ついたように家中のものを引っくり返した。コップが割れ、皿が砕けた。エマのささやかな趣味であるミニフィギュアが飛び散り、買ったばかりのローテーブルにも傷がついた。それでもイチロの怒りは収まらなかった。


    「窓を開けろ。出てきやがれ」イチロは叫んだ。「面倒なことしやがって。お前ら全員、俺の中から追い出してやるぞ」


    　嵐あらしのような暴力は数分続き、イチロは肩で息をしながらベッドに座り込んだ。呼吸を整えながらも枕まくらを叩き破った。そのとき、ふいにチャイムの音が鳴った。最初は無視していたが、部屋の明かりが点いているのを見られたのだろう、ぴんぽーんという呑のん気きな音は不ぶ躾しつけに何度も続いた。仕方なく床を蹴るようにして立ち上がり、玄関の鍵を外した。顔を覗のぞかせたのはニット帽をかぶった高校生くらいの少女だった。


    「ごめんね、寝てた？」


    　誰だお前、とイチロが訊こうとしたとき、突然世界が暗転した。窓が開かれ、六人が総がかりで強引にイチロを引きずり込んだ。今の精神状態で女の子に会わせるのは危険だとチキが判断したのだ。だが次に肉体の主導権を握ったのは、今のイチロとは違う意味で質たちの悪いパクだった。


    「病院の人に住所訊いたの。ほんとはいけないんだけど、ちゃんと帰れたかどうか確かめてくるからって」


    　パクは適当に相あい槌づちを打った。ときどきトマやエマのやりとりを盗み聞きしているし、先ほどのラカの一件もあっておおよその事情は摑つかんでいた。パクはイコを部屋に招き入れた。


    「どうしたの、これ」


    　まるで大規模な被ひ災さいにでも遭あったようなありさまに、イコは目を丸くした。なんでもないとパクは平然と言った。


    「生活感があって落ち着くだろ、ひひひ」


    「どんな生活したらこうなるのよ」


    　パクは飛び散った羽う毛もうを払いのけてローテーブルのところに二人分座れるスペースをつくり、それからキッチンに行ってお茶の用意をはじめた。こういうときのためにとっておいた上等の紅茶葉と高級クッキーがあるのだ。残ざん骸がいを適当に片付け、やかんでお湯を沸かし、辛かろうじて無事だったティーポットに注いだ。


    「おばさん、明日には退院できるって。今はおじさんが看病してる。ごめんね、ただお見舞いに付き合ってもらっただけなのに、変なことに巻き込んじゃって」


    「まあな。見ろよこれ」


    　トレイをテーブルに置き、パクは左腕の袖そでを捲まくってみせた。肘ひじの少し下に包帯が巻かれていた。


    「思いっきり嚙かみつかれたみたいでさ。ずきずき痛くて仕方ねえんだ。こりゃ相当の対価を貰もらわないと、俺の気がすまねえよ」


    「対価？」


    「そうだなあ」パクはにやりとした。「やっぱまずは身体だよな、ひひひ」


    「──あなた、誰？」


    　シュガーポットとスプーンを並べていた手が止まった。


    「ねえイチロ、どうしちゃったの？　おかしいよ、自分の呼び方がころころ変わるんだもの。僕や俺ならともかく、私になったり、ボクのことお嬢さんとか呼んだり、急に乱暴な言葉遣いになったり。トマって誰？」


    　パクはイコの向かいに腰を下ろした。そのまま小物入れに手を伸ばし、タバコを取り出した。チキが耳の奥でやめろと言ったが無視した。慣れた手つきで火を点つけ、やれやれといったふうに天てん井じように煙を吐き出した。


    「友達のあだ名だよ。トマトみたいな丸っこい赤ら顔してやがんだ、ひひ。それにお前だってボクとか言ってんじゃねえか、女のくせに」


    　イコは引き下がらなかった。「タバコ、だめだよ。ファミレスのときは吸わなかったじゃない。禁煙席でいいって自分で言ったのに。それに、イチロはそんな下品な笑い方しないもん」


    　パクはしばらく黙ってぷかぷかとふかしていた。イコの目にも彼が困惑しているのは明らかだった。


    「おい、どうするよ」パクは言った。イコはどきりとしたが、それが自分ではなく発した本人自身に向けられた言葉であるとわかった。そのまま彼はぶつぶつとなにやら呟つぶやき、やがて言った。「了りよう解かい。お前に任せるぜ」


    　ふっと瞼まぶたが下がり、上がったときには彼の纏まとう雰ふん囲い気きががらりと変わっていた。髪型が一瞬で変わったくらいはっきりとした変化だった。なんというか、今までとはまるで違い、全身から落ち着きと空気の重みが感じられた。


    　チキは背筋を伸ばしてきちんと座り直し、イコに微笑ほほえんでみせた。イコは息を呑んだ。


    「はじめまして、イコさん」声色や口調もまた変わっていた。「チキと申します」


    「チキ？」


    「明みよう神じん一いち郎ろうの中にいる人格の一人です。主に理性と知性を統とう括かつし、他の人格たちに助言を与える役目を担になっています。こうして表に出てくることは多くありません」


    　ぽかんとするイコを尻目に、チキは灰皿のタバコの火を消し、灰皿ごと脇に押しやった。そしてティーカップに口をつけた。


    「相変わらず美う味まいな。上等な葉っぱを使っているだけある。タバコと一緒に口にするのは頂けないがね」


    「人格って、もしかして、多重人格ってやつ？」イコは恐る恐る尋たずねてみた。「よく映画とか小説でやってる……」


    「そういうことになるのでしょうね、恐らくは」チキは首を傾かしげるように肯うなずいた。「医師の診断を受けたことがないので、はっきりとそうとは言えませんがね。しかし、ただ一つ言えることは、社会的に見れば明みよう神じん一いち郎ろうという存在は一人だけれど、こうして接してみれば明神一郎はいくつもの人格によって構成されているということです」


    　イコはまだ信じられないといった顔をしていた。チキは口元に豊かな笑みを浮かべた。


    「これまでもっぱらあなたと会話をしてきたのはトマという少年です。口がよく回るし社交性もあるので、表に出ているのは大たい抵ていは彼です。主人格よりも機会は多いくらいです」


    「えっと……じゃあ、年寄りくさい喋しやべり方になったのも？」


    「ラカですね。防衛担当、とでも言いましょうか。我々に危機が迫ったときに現れます。インチキ八はつ極きよく[image: ]けんと人並外れた腕力で我々を守ってくれます」チキは本棚から一冊の本を取り出した。『中国武術で健康を学ぶ……太たい極きよく[image: ]けん・八極[image: ]』というタイトルだった。「ちなみに、彼を見かけても年寄り扱いはしないであげてください。ただでさえ我々との年齢差を気にしているのですから」


    　イコは気持ちを落ち着かせるために紅茶を口にした。彼の言っていた通りとても美お味いしかった。


    「そのお茶を淹いれたのがパクです、あなたに無ぶ礼れいな言葉を並べ立てたのもね。粗そ野やで下品でどうしようもない男ですが、家事全般を器用にこなす働き者ですし、ラカとは違った意味で頼りになります」


    「この部屋のありさまも、その人が？」


    「いや、それはまた別の話でね」チキは言い淀よどんだ。「ともかくあと一人、私以上に滅めつ多たに出てこないヨミという幼い少女もいます。彼女にお目にかかることはまずないでしょう。彼女は我々の拠より所どころです。幼く弱い、守られるべき者であるからこそ、ヨミは我々を一つにしてくれる。というわけで、主人格の明神一郎と合わせ、七人の人格がこの身体の中に存在しています」


    「なんだか……『ビリー・ミリガン』みたいね。前にマサから借りて読んだことあるの」


    　チキはふっと笑い、鼻の頭に手を当てて眼鏡めがねを上げる仕草をした。しかしそこに眼鏡はなかった。


    「彼の話と比べれば、我々の状じよう況きようは非常に落ち着いているように見えるでしょう。我々の役割分担は明確で、相互の意い思し疎そ通つうも円えん滑かつです。それぞれの記憶の共有は完全ではないけれど、人格の交替は普段は比較的スムーズに行えるし、なにかあれば内外で対話もできる。互いの行動にできる限りの理解を示し、固く結けつ束そくした一つの存在であろうとしている。秩ちつ序じよを守り社会的に、そして適度に理性的に、ね」


    　はあ、とイコは肯いた。にわかには信じられない話だったが、演技をしていたり騙だましているような感じは見られなかった。その言葉遣いや所しよ作さや表情の一つ一つから、この目の前にいるチキと名乗る人物の持つリアリティのようなものをイコは感じずにはいられなかった。


    「でも我々にしても問題や苦労がないわけではありません。例えば、仕事──アルバイトが長続きしないんです。みんななかなかに個性的だし、ときどき統とう率そつがとれなくなって問題を起こしてしまうんです。なにより主人格が極度のめんどくさがりでね。労働はもっぱら彼の担当なのですが、はじめて一か月もすると突然ふっと仕事を放り出してしまうのです。始末に負えませんね」


    　くすりとイコは笑った。「ボクまだ会ったことないんだよね、本当のイチロに。会ってみたいなぁ」


    「さっきニアミスしていたけれどね。あまりお勧めはしませんよ」


    　ふう、とチキはため息をついた。見えない眼鏡めがねを上げようとして、そのまま眉み間けんを揉もんだ。


    「事情をご理解頂いただけたなら幸さいわいです。私のほうは、久しぶりの表舞台で少々話し疲れてしまいました。女性を前にして大変失礼ではありますが、私はここで暇ひまを頂くことにします。あとはトマに任せますので」


    　チキはそっと目を閉じ、トマと交替した。表情や雰ふん囲い気きが明らかに子供っぽくなったのをイコも感じとれた。


    「やあ、イコ」トマは眠たげな声で言った。


    「えっと、トマ？」


    　トマは首を振った。「イチロでいいよ。いちいち確認しなくて便利だし、僕らみんなそう呼ばれることに慣れてるしね」


    「うん、イチロ。でもびっくりしたよ。今まで話してたのがイチロじゃなくてトマだったなんて。まだうまく信じられてないの。ごめんね」


    「ううん、じゅうぶんだよ。それより──」トマは一度咳せき払ばらいをした。「病院のことだけど、話はラカから聞いたよ。ラカは今ちょっと寝込んじゃってるんだ。派手に暴れたもんだから、なんていうか、ぎっくり腰でもやった感じでね」


    「……ごめんね、変なことに巻き込んじゃって」


    「友達が困ってるのを助けるのは当然だよ」


    「……マサ、まだ見つかってないみたいなの。警察の人が捜してくれてるけど。……ほんとに、どうしちゃったんだろう……」


    　トマはすくっと立ち上がった。身体はまだぎしぎしと痛んでいたが、それを振り払うように大きく伸びをした。


    「マサくんを捜そうよ」トマは言った。「彼になにがあったのか、突き止めなきゃ」


    「でも、警察の人が動いてくれてるから」


    「止めようとしたラカがやられたんだ。ラカはほんとに強いんだよ、北極グマだって素す手でで倒せるくらいにね。でも、それでもやられちゃったんだ。……マサくんの身になにか、よくわかんないけど、なにか異様なことが起こってるんじゃないかな」


    「……マサが誰かに暴力を振るうところなんて、今まで見たことなかった。あのとき、マサがこっち向いたとき、ボクたち殺されちゃうんじゃないかってくらい怖かった」


    「怪け我が人にんもたくさん出たんだ。やっぱりあのまま放っておけないよ」


    「でも──」


    「僕らも普通じゃないからね」トマはウインクしてみせた。「だから、僕らにもできることがあるはずだよ。これ以上、西にし岡おかくんのお母さんや、あの女の子のように、誰かが傷ついてしまわないように」


    　イコはふっと表情を和やわらげ、諦あきらめの苦笑を漏らした。


    「正義の味方ってやつ？」


    「みんなで決めたことだからね。人の役に立つことなら、どんなにお節せつ介かいと言われようと、自分から首を突っ込んでいこうってさ」


    「強いんだね、イチロは。偉いね」


    　トマは首を振った。僕ら自身のためでもあるんだから。心の中でだけ呟つぶやいた。


    　よいしょ、とイコも立ち上がり、トマの前に立った。頰を赤くしたトマに、イコは手を差し出した。


    「ボクも協力する、当然だよね」


    「でも、危ないよ」


    「友達だもん」そう言ってイコは寂しげに笑った。「それに、君もボクの友達だよ、イチロ。だから……絶対に無理しないでね」


    　トマは肯うなずき、その手を握った。案あんの定じよう、顔は茹ゆでダコのようなありさまだった。


    「約束だよ、イチロ」イコは笑いを押し殺しながら言った。


    「了りよう解かい、イコ」自分の顔色は顧かえりみず、かっこつけたふうにトマは言った。


    



    　　　　◎


    



    　暗い部屋の中に七人が集まっていた。そのうちの一人、年老いたラカはベッドの上に横たわり、苦しげに顔を歪ゆがめていた。


    　かたわらではヨミがぼってりと目を泣き腫はらしていた。ラカのしわくちゃの大きなてのひらが彼女の頭を撫なでた。その顔は必死に笑顔をつくろうとしていた。


    「どうなってんだよ」トマが誰にともなく尋たずねた。「こんなこと、今までなかったよ」


    「一つ確実なのは──」チキが言った。「しばらくの間、誰かが危ない目に遭あったとしても、ラカが助けてはくれないということだ」


    「嚙かまれて変な病気でもうつされたかよ」そう言ってパクはひひ、と笑った。「仕方ねえ、しばらくは俺がお前らのお守もりをしてやるからよ、ひひひ」


    「むしろ危険が増えそうだよ、パク」


    「なんだとガリ勉貧弱ボーイ」


    　チキのこめかみに立派な青筋が立った。「もう一度言ってみろ、このならず者が」


    　それまで腕を組んで押し黙っていたイチロが、ラカのベッドに近づいた。ラカを見下ろす目に、しかし優しさや労いたわりというものは備わっていなかった。むしろそこには怒いかりの色さえ灯っていた。


    　イチロ、とヨミが恐る恐る声をかけたが、返事はなかった。


    「お前ら」イチロが言った。「俺に黙ってなにをしてる？　俺が眠っている隙すきにお前らはなにをしてたんだ？」


    　全員が息を呑んだ。パクでさえ顔を強こわ張ばらせた。


    「あのさ、僕らは──」トマは弁明しようとした。


    　イチロがトマの言葉を遮さえぎった。「ラカが傷ついて、入院させられそうになって、警察に事情も聴かれた。お前らのしてきたことの結果がこれか？」


    「イチロ、聞いてくれ」チキが口を挟はさんだ。


    「ラカが身動きとれないとなれば、俺たち全員が危険に晒さらされることになる。それをわかってんのか？　お前ら、そうまでして俺に追い出されたいのか？」


    　イチロの冷ややかな声が部屋中に響き、やがてすうっと遠のいていくと、ぐすっとヨミが洟はなをすすった。トマが彼女を庇かばうように寄り添うと、イチロは舌打ちしてそっぽを向いた。


    「逆だよ、イチロ」チキがなだめるような口調で言った。「我々は、君の中に存在するために、存在を許きよ容ようされるために、密ひそかに努力してきたんだ」


    　イチロはチキのほうに向き直った。彼らの間に膝ひざを抱えて座っていたエマが二人を見回し、首を引っ込めた。


    「我々は君が必要としたから生まれた。壊れかけた君の心身を防衛するためのプログラムだった。けれど今、我々はただの人格でなく、妄もう想そうの産物でもアンドロイドでもなく、一人の人間になりたいんだ。なにも市民権が欲しいとかそれぞれの部屋を与えろとか言うつもりはない。ただ、認められたいんだよ」


    「誰に」


    「君に。そして誰かに」


    　イチロは大きく息をついた。「つまり、明みよう神じん一いち郎ろうのさらなる分裂と混乱を望んでいるわけだ」


    「違う」


    「違わない。お前らがさらに自じ我がを強めるってことは、ますますこの部屋を混こん沌とんとさせるってことと同じだ」


    　しばらく二人とも睨にらみ合っていたが、先にチキのほうがふっと表情を緩ゆるめた。その微笑ほほえみには少しだけ、複雑な悲しみのようなものが混じっていた。チキのそんな顔を見たのはトマたちは初めてだった。


    「きっとそうはならないよ、イチロ。でも、我々を追い出したいのならそうすればいい。いちいち断りを入れる必要はない、この肉体は元々君のものなんだからね。どこかの優秀な医師に診みてもらえばなんとかしてくれるかもしれない。そうなれば我々六人を吸収し、統合し、この部屋を君一人で自由に使えるようになる。時間も記憶も、君から奪うものはなにもなくなる。君は確固たる君を得ることができる」


    　しばらくの沈ちん黙もく。誰もが息を潜ひそめるようにしてイチロの反応を窺うかがっていた。やがてイチロは部屋の隅に行き、どすんと腰を下ろした。


    「……次だ。次こそ今回のようなことが起こったら、遠慮なくそうさせてもらうからな」


    　トマもエマもほっと胸を撫なで下ろした。話についていけなかったヨミだけが泣きべそをかいていた。


    「んで」パクが言った。「どうすんのよ。行方ゆくえ不明の怪物くん」


    　一同の視線がパクに集中した。ひひひ、とパクは一人笑った。


    「あいつとやらかした結果、どういうわけか知らねえがラカがこのざまだ。トマは追うって言うけどな、そうなると相当の危険は伴うぜ。確かにこりゃ普通の事件じゃねえ。現実離れした匂いがぷんぷんするぜ。下へ手たに首突っ込むだけで剣けん呑のんだぜ」


    「それに我々は──」チキが続いた。「この事件がいったいどんな類たぐいのものなのか、なに一つわかってない。そして、これ以上首を突っ込み続ける理由も持っていない」


    　でも、とトマが言いかけたとき、ベッドの軋きしむ音とともにラカが上体を起こした。ヨミが寝かしつけようと手を伸ばすが、ラカは優しく制止した。


    「威勢だけがとりえの若い衆が、私のような年寄り一人痛めつけられたからといって、揃いも揃って臆おく病びよう風に吹かれたかい？」


    「ヨミはどうなる？」チキが反論した。


    「私が守るさ、命をかけてな。それが私の義務だ」


    　その上半身がぷるぷる震えているのを見て、トマは噴き出した。エマもパクも笑っていた。


    「まあ、そういうことだよね」


    「[image: ]やせ我が慢まんのジジイに言われるまでもねえやな、ひひ」


    「彼女と約束したからな」チキも一人肯うなずいた。「約束を否定するということは、我々自身を否定することにも繫つながる」


    「約束したのは僕だけどね」トマが口を尖とがらせた。


    　イチロは大きく欠伸あくびをし、ずるずると壁から床へとずり落ちていった。


    「俺は手伝わない。全部終わったら、トマ、新しい仕事も用意しとけよ」


    「今のバイト辞める口実になったな。あのクソ店長の顔、もう見なくてすむぜ。ひひひ」


    「パク」チキが諫いさめ、それからイチロを含むみんなに言った。「なるべく迅じん速そくに事態の解決に努めよう。我が家にはそう長く働かずにいられるほどの貯たくわえはないからね」


    「チキがすぐに本を買いたがるからね」


    「パクのタバコ代に比べればましだよ」


    「タバコなんて月にたった三箱じゃねえか。それならトマの──」


    　イチロは耳を塞ふさぎ、再び眠りについた。

  


  
    



    



    　　　　第二章


    



    



    　駅前の繁華街の中心にそびえるビルの屋上に、一人の少年が佇たたずんでいた。頭には黄色のニット帽ぼう、だらしなく着崩した高校の制服は胸元が大きく開いていた。十一月の夜にしては軽い恰かつ好こうだ。白と灰のストライプのネクタイが夜の風にたなびいていた。


    　彼はフェンスを越えて屋上の縁へりに立ち、しきりに携帯電話に指を這はわせていた。必要以上に顔に近づけているせいで、その頰が青白い光を受けて夜闇に浮かんでいた。


    「省しよう吾ご」背後から女性の声がした。「お疲れさん」


    　振り返ると、暗色のスーツを着た長身で髪の短い女性がフェンスの向こうに立っていた。


    「お疲れです、清し水みずさん。それと……」


    　女性の隣となりに黒ずくめの男が立っていた。黒いコートに黒い帽子、頭からつま先まで真っ黒な出いで立ちだ。どんよりとした闇の中、その左目には仄ほのかな金色が灯っていた。


    「こんばんは、相あい葉ばくん」


    「ども、十六夜いざよいさん」少年は短く答えた。


    「連絡は携帯電話ですか？」


    「当たり前でしょ。折り紙飛ばすよりずっと簡単ですよ」


    　少年──相葉省吾は懐ふところから小さく折り畳たたまれた紙を取り出し、指先でちょいと引っ張った。折り紙の鶴つるがてのひらの上でちっぽけな羽を広げた。


    「ときにその恰好、寒くありませんか？」十六夜と呼ばれた男が言った。


    「そっちこそ真夏でもそんな恰好でしょ」少年が言い返した。


    　いやあ、と十六夜は照れたように頭を搔かいた。褒ほめられたとでも思ったのだろうか。


    「ところで相葉くんはお留守番ですか？」


    　相葉は折り鶴をてのひらでそっと包み込み、親指の間から慎しん重ちように息を吹き込んだ。紙かみ細ざい工くの鶴は夜風に乗ってぱたぱたと羽ばたき、どこかへ飛んでいった。一部始し終じゆうを見守っていた男は手品に驚く子供のように無心で手を叩いた。


    「実戦経験がないから待機してろ、だそうです」少年は清水のほうを窺うかがいながら言った。


    「三み日か月づき町ちようから〝夜よる祓ばらい〟が三人も助すけっ人とに来てくれたからね」清水は淡たん々たんと言った。


    「〝星ほし喰くい〟一人くらい、俺らだけでじゅうぶんなのに」相葉は口を尖とがらせた。


    　そもそも、〝探さがし屋や〟である十六夜まで出で張ばってくる必要性も疑わしいと相葉は思っていた。確かに手こずってはいるが。相葉は身軽な動きでフェンスをよじ登り、二人の側へひらりと跳び降りた。清水は相変わらず無表情のままで、十六夜は相変わらず無意味ににこにことしていた。


    「そういえば聞いた話によると、過去にも〝星ほし喰くい〟絡がらみの事件があったそうですね、この街」


    「〝星喰い〟って呼び名もそいつから広まったそうですよ。つっても俺が生まれるより前のことだけど。清し水みずさんは知ってます？」


    「話は聞いたことあるけど、詳しくは知らないわよ。ここの生まれでもないし」


    　ふむふむ、と十六夜いざよいは適当に肯うなずいた。


    「ところで相あい葉ばくんは三み日か月づき町ちように来たことありましたっけ？」


    「まさか。まだ高校生っすよ。べつに行きたいとも思わないし」


    「卒業したら来てみるといいですよ。なんたって東とう京きよう一の繁華街ですからね、いろんな店があるし、いろんな人やいろんな猫がいますよ」


    「子供には早いわよ」清水がさらりと言い捨てた。


    　相葉は顔をしかめて肩をすくめた。

  


  [image: ]


  
    「ともかく──」十六夜は一つ咳せき払ばらいをしてから続けた。「清水さん、相葉くん、それに三日月町の助っ人のお三方も含めて、今この街にいる〝夜よる祓ばらい〟は全部で五人ですよね。それに〝探さがし屋や〟の僕もいると」


    「大勢でもってかわいそうな〝星喰い〟ちゃんを追っかけ回してる、と」


    「五人でも少ないかもしれません、もしかしたら」


    　びゅう、と風が唸うなりを上げて三人の間を通過した。男は帽ぼう子しを押さえ、襟えり元もとを直した。


    



    「どういう意味？」清し水みずが硬い声で訊いた。


    「あの佐さ伯えきさんでさえ帰ってこれなかったんですから」十六夜いざよいが答えた。


    　相あい葉ばは無意識に自分の腕をさすっていた。佐伯浩こう二じ。この街にいたもう一人の〝夜よる祓ばらい〟。常人離れした腕わん力りよくと頑がん強きような身体、そして野生動物並みの鋭敏な五感を持っていた。大柄で強面の外見に反して優しく聡そう明めいで、相葉にとってはよき理解者でもあった。……その彼の失しつ踪そうも死も、相葉には未いまだに信じがたいことだった。


    「……仮にそうだとしても、油断していたんでしょう。捕ほ食しよく後間もないからって」


    「そう思いたくもないけどね」清水が言った。


    　相葉は十六夜のほうを窺うかがった。身長にして自分より二十センチ近く背の高いこの男は、セリフとは不釣り合いにあくまでも呑のん気きな表情のままだった。


    「〝深き者〟の気配、相葉くんは感じられますか？」


    「全然。というか、だからこそあんたにお鉢はちが回ってきたんじゃないですか。その気配を感じとることができる〝探さがし屋や〟のあんたが」


    「はい。それが〝探し屋〟である僕の仕事です。だけど──」


    　だけど、と相葉が訊き返すと、十六夜は珍しく神しん妙みような顔つきになった。ふと帽子のてっぺんについたものをつまみ上げ、相葉に開いてみせた。てのひらにはさっきの鶴つるがくしゃくしゃになって倒れていた。風に流され、十六夜の帽子の上に戻ってきたのだ。


    「どうやらちょっと、話は奇妙な方向にいっているようです。はー、めんどくさいことになりそうだにゃー」


    



    　　　　◎


    



    　病院での一件はテレビや新聞などに大きく取り上げられることとなった。不可解な経けい緯いで心しん神しん喪そう失しつ状態となっていた少年が病院から逃げ出したこと、その際に大暴れをして多数の負傷者を出したこと。明みよう神じん一いち郎ろうに関する情報はなにもなかった。これ以上イチロに怒られずにすむとトマはほっとした。


    　数日後、正まさ臣おみの母親が無事に退院したことを聞き、トマはイコと一緒に会いに行った。


    「お訊きしたいことがありまして」トマはチキの言葉をそのまま口にした。「正臣くんが公園で見つかるより前に、なにか様子のおかしいところはありませんでしたか？」


    　母親はしばらく沈ちん痛つうな面おも持もちで考え込んでいたが、やがて首を振った。


    「警察の方にもお話ししましたが、最後に家を出たのは前日の七時過ぎくらいでした。狩野かのうくんと会うと言っていましたが、特に変わったことは見られませんでした。普段通りのおとなしい正まさ臣おみでした。それがまさか、あんなことになるなんて」


    　トマとイコは顔を見合わせた。それ以上の質問は躊躇ためらわれ、二人はそのまま西にし岡おか家けを出た。


    　帰りしな、駅前の洋服量販店で前日に発注した高校の制服を受け取り、アパートに戻ってさっそく着てみた。オレンジを基調としたブレザーに濃いめの灰色のズボン。似合ってるよ、とイコは褒ほめてくれた。一万五千円もしたのだから似合ってくれなければ困る。


    「でも、ほんとに行くの？」イコが尋たずねた。


    「もちろん──」トマはにっと歯を見せた。「もうあとには退ひけないよ。一万五千円もしたんだから」


    



    



    　私立青あお葉ば高校。市内でも中ちゆう堅けんレベルの進学校であり、在校生の総数は千人ほど。部活動はブラスバンドとアカペラに注力しており、体育会系はほとんどが中堅から弱小といったレベルだ。清せい峰ほう病院同様に緑豊かな高台に位置しており、風通しのいい校風と相まって地元でも比較的人気の高い学校だ。


    　トマはそこに忍しのび込むことになった。西にし岡おかと狩野かのう、そして葉は月づきともえに関する情報を集めるためだ。ことの発ほつ端たんはチキの提案からだった。闇やみ雲くもに彼らを捜すより、周辺から情報を集めていくほうがより近道になるだろう、と。


    「あるいはその、葉月ともえさんの件が、二人の居場所のヒントになるかもしれないしね」


    　チキの言葉をそのまま伝えると、イコはこくりとうつむいた。


    「でもボク、なんにも知らない」


    「だからまずは学校に行ってみようと思うんだ。マサくんたちのことをなにか聞けるかもしれない。もしかしたら、ともえさんのこともね」


    　自分も手伝うとイコは言ったが、チキは丁てい重ちように断った。彼らと交流の深かったイコに話を集めるのは難しそうだし、なにより見知らぬ生徒とそれまで不登校だった子が一緒にいればどうしても目立ってしまう。


    「だからさ、もちろんイコが学校に行くのはいいけど、一緒には行動できないよ」


    「いいよ、もうっ」イコは不満げに頰を膨ふくらませた。登校する気も失うせたようだった。


    　高台にある学校へ続く登り道を、トマは他の生徒に紛まぎれて歩いた。バス通学の生徒も麓ふもとからは徒歩なので、紛れ込むのは難しくなかった。慣れたふうを装って校門を潜り、校庭に立つ教師に挨あい拶さつをし、隅の空いている下げ駄た箱に靴を置いて持参の上履きに履き替えた。


    　懐かしいな、校舎を徘はい徊かいするトマはそう思わざるを得なかった。自分たちも二年前は毎日のようにこうしていたのだ。他のみんなも似たような心境だったが、イチロは窓の奥でつまらなそうに鼻を鳴らしていた。


    「イチロは懐かしくないのかい？」珍しく興奮気味のチキが尋ねた。「私は勉強したくてたまらないがね」


    「いい思い出なんてなんにもないからな」そう言ってイチロはまた眠ってしまった。


    　生徒数が多いこともあり、上じよう手ずに振る舞えばトマを怪しむ者はいなかった。話し声や笑い声でひしめく廊ろう下かをなに食わぬ顔で歩き、最初の予よ鈴れいが鳴ると適当に身を隠した。授業の合間の休み時間になると生徒たちでひしめく廊下に顔を出した。食堂で昼食もとった。昼休みの間だけ開放される屋上にも行ってみた。そうした間にトマは人懐こく生徒たちと会話を交わし、それとなく目当ての情報を集めていった。


    　──葉は月づきともえ？　ああ、あの。


    　葉月ともえの名前はほぼ全校の生徒の間で記憶されていた。ところが彼女がどういう子だったかと訊いてみると、今度はクラスメートでさえその顔を思い出せなかったりした。


    　──だって話したことないし。つーかクラスで誰かと話してるとこ見たことないし。


    　葉月ともえは控えめで印象が薄く、対外的にも人見知りの激しい性格だった。自分から誰かに話しかけることも、誰かが話しかけるのを許すこともなかった。友達と呼べるのはクラスの違うイコたちだけで、彼女らと昼食をとる以外の時間は常に一人きりでいた。


    　彼女の死についてもそうだ。タブーとされているわけでもなく、むしろあくまで他ひ人と事ごととしてよく話される、生徒たちの間ではもはや風ふう化かした過去のできごとだった。触っても痛まない傷跡と同じだった。


    　ガッコウデジサツヲシタショウジョ。


    　紙に書いたものをそのまま読み上げるような無機的なニュアンス。コンクリートと少年少女で固められたこの場所で、いまや彼女はただそれだけの存在だった。


    　──ああでも、そういえばさ。


    　一方で、こんな話を聞くことができた。


    　──あの子、葉月ともえ、自殺じゃなくて、誰かに殺されたって噂うわさがあったね。


    



    「あたしも聞いたことある、その噂」


    　そう言ったのはイコたちと同じ一年生の女子（少女Ａ）だった。


    「誰から？」


    「さあ、憶えてない」


    「どうしてそんな変な噂が立ったんだろうね」


    「知らないよそんなの。学校なんて半分くらい噂でできてるもんでしょ」


    「頭痛薬かよ」口を挟はさんだのはもう一人の女生徒（少女Ｂ）だった。


    「吸血鬼がやったって聞いたよ」少女Ａが少し声を潜ひそめて言った。「ほんとにいたんだね」


    「キュウケツキ？」トマが尋たずねた。


    「他にも幽霊、切断された手、動き出す死体とかいろいろね」


    「ああ、学校の七不思議ってやつね」これもまた噂うわさという類たぐいのものか。


    「うちは中途半はん端ぱに六つらしいけどね。古っちい学校だから、そういうネタにも困んないのよ。まじガキくせーってね」


    「あたしらで七つめ考えちゃうか。葉は月づきをネタにしてさ」


    　あれでもないこれでもないと喋しやべり続ける少女二人がふと、「そういえばなんでこんな話になったんだっけ」と訊いてきたところでトマは退散した。男子トイレに引っ込んでイコに電話すると、彼女は受話器から湯気が出そうな勢いで怒り出した。


    『そんな噂、初めて聞いたよ。まじくだらない。その話してた子、何組？　つーか誰？』


    「学校は殴り込みに行くところじゃないからね。ともかく、ともえさんについては詳しいことはわからずじまいだった」


    『……ごめんね、そんなことまで調べてもらって』


    「いや。それと西にし岡おかくんたちのほうだけど、こっちはちょっと気になることを聞いたんだ。こっちも噂程度の話だから、もうちょっと聞いて回ってみる」


    『……ふふっ』


    「なに？」


    『イチロ、探偵さんみたいだねっ。かっこいい』


    　トマは顔を赤らめた。それが見えているかのようにイコがもう一度笑った。


    『とにかく、気をつけてね。ばれそうになったら逃げてね。生活指導の遠とお山やまに見つかったら、警察に突き出される前に竹刀しないで叩き殺されちゃうから』


    「了りよう解かい。気をつける」


    



    　実名報道などされていないのに、あの病院の件に西にし岡おか正まさ臣おみが絡からんでいるということは学校中で周知の事実だった（いったいどこから知れ渡ったのだろう？）。幸か不幸か、そのおかげもあって西岡と狩野かのうのことは尋たずねれば誰もが興味本位で答えてくれた。逆に「西岡が大暴れしたって本当？」 などと訊いてくる者もあるほどだった。彼らの名前もまた、この短い間に学校中に知れ渡っていた。


    　二人に対する評判は、少なくとも同学年の生徒の間では好意的なものばかりだった。西岡は頭がよく誠実で、誰にも等しく接するタイプだった。対照的に狩野は一見強こわ面もてだが周囲を和なごませるのがうまく、人懐こい笑みで誰とでも打ち解けることができた。彼らは典型的な〝いいコンビ〟だった、誰もがそう証言した。二人揃って不登校になるとは、誰も夢にも思わなかった。


    　──西岡？　そういやこの前見たよ。狩野も一緒だったな、やっぱり。


    　しかし、不登校になってからの二人の評判は、以前とはかけ離れていた。


    　二人は狩野の原付にまたがり、夜遅くまで街をぶらぶらしていた。塾帰りに彼らと出くわしたクラスメートは話しかけても知らん振りをされたという。


    　──あとさ、あの店、『シェリーズ』に入ってくの見たって聞いたよ。あそこはやばいって。


    　また、二人はたびたび駅近くのクラブに出入りしていた。その名前はトマも聞いたことがあった。道どうノの森もり駅前の繁華街の片隅にある、喫きつ煙えんや飲酒、果ては非合法のドラッグまで入り乱れるといういわくつきの店だ。そのことは警察もすでに知っているはずだ、イコとの会話もあの日病院にいたことも、これが前提にあってのことだったのだろう。


    　このことはイコには伏せたまま、あとでこっそり確かめに行こう。チキの意見に首を横に振る者はいなかった。


    



    　いい機会だから久々に本を読みたいというチキに付き合ったせいで、図書室を出たのは午後四時半過ぎだった（いい機会ってなんだと呆あきれたのはトマだけではなかった。トマたちが止めなければ閉室時間ぎりぎりまで本の山に埋うもれていたことだろう）。廊ろう下かは茜あかね色に染まり、そのあとに待ち受ける夜に向けて少しずつそのあり方を固めている途中だった。校内からはほとんど人ひと気けが失うせ、昼間の喧けん騒そうは噓のように退いていた。聞こえるのは自分のゴム底の足音と、遠く別の世界から聞こえてくるような屋外の部活動の声だけだった。


    　ふと、トマは足を止めて振り返った。奥まで真っ直ぐに続く廊下には誰もいなかった。その場に足を止めたまま、騙だまし絵えのからくりを見極めるように、この景色の中に巧こう妙みように潜ひそむ異物の気配を探した。


    　この学校に来てから、誰かに見られているという感覚が首筋にまとわりついて離れなかった。日中の活気の中でも、こうして時間が止まったかのような静けさの中でも。気のせいだとエマは言う、けれど本当にそうなのだろうか。


    　トマは踵きびすを返し、その気配を辿たどるように歩き出した。チキの呼びかけを振り切り、二階へ上がり、一階と同じつくりの廊下を歩いた。どれだけ神経を張り巡らせても、気配の元は辿れなかった。念のために交替したエマも、敵意を孕はらんだ気配はどこにも感じとれなかった。まだあちこちにぱらぱらと人が残っている。一番近い気配は──１‐Ｄ、葉は月づきともえのクラスに一つ。


    　教室の扉とびらは開け放されたままだった。無機質なシンメトリーに並ぶ机や椅い子すの群れの中に、女の子が一人残っていた。教室の明かりは消されていたが、薄暗さも構わずに少女は黙々と文庫本を読んでいた。彼女自身古くからの備品であるかのように、長い黒髪を後ろに結わえた姿はこの光景にぴたりと当てはまっていた。


    「こんにちは」入りしなにトマは言った。「帰らなくていいの？」


    　そのとき初めて気づいたらしく、少女は少し驚いたように眼鏡めがねの奥の瞳を大きくした。


    「読みかけ、だったから」


    「なに読んでるの？」


    「ダニエル・キィス。えっと……」


    　喋しやべるときに口元に手をやる癖くせがあるようだ。トマは彼女に緊張を強しいないために人懐こい笑みをつくった。


    「僕、二年の明みよう神じん。君は？」


    　少女は答えず、明らかに訝いぶかしんでいるようだった。それでもすぐに席を立ったり誰かを呼ぼうという気配はなかった。


    「ああ、ごめんね。僕、実は葉は月づきともえさんのお母さんに頼まれて、いろいろ話を聞いて回ってるんだ。うちの母親と葉月さんの母親が同じ料理教室に通ってる縁でね」


    「そう」少女はかすかに眉み間けんにしわを寄せた。「私、葉月さんと同じ中学だったんですよ」


    「ほんと？　えっと──」


    「……筒つつ井い沙さ知ち」


    「筒井さんは葉月さんとは仲良かったの？」


    　沙知は肯こう定ていも否定もせず、目を逸そらすように軽くうつむいた。トマは彼女の前の席に椅い子すをまたいで後ろ向きに座った。


    「私、あんまり友達とかいないタイプだから。葉月さんとは中学が一緒だったし同じ文芸部だったけど、あんまり話したことありませんでした」


    「そう……。葉月さんと同じ中学ってことは、前まえ野の結ゆ衣い子こさんのことも知ってる？」


    「知ってますよ。私こんな感じだから、あんまり仲良くはなかったけど」


    　トマは少し迷いながらも言った。「実は、葉月さんの親友だった西にし岡おか正まさ臣おみくんや狩野かのう嘉よし信のぶくんのことも少し聞いて回ってるんだ。二人とも、今は学校に来ていないそうだね。なにか知ってる？」


    　沙知は首を振った。「西岡くんや狩野くんとも何度か話したことありました。もちろん、二人から見ればただ同じ中学出身っていうだけなんだろうけど、おはようっていつも声かけてくれました。二人とも明るくて優しい人でした」


    「そっか」


    「西岡くんの事件の話、なにか知ってます？」沙知はぽつりと言った。「信じられないけど、病院で暴れて何人か怪け我がさせたって」


    　トマは返答に困った。「僕もよく知らないけど、西岡くんがそれ以来行方ゆくえ不明だってことは聞いてるよ」


    　沙知はなにも言わなかった。


    「西岡くんと狩野くんが学校に来なくなった理由について、なにか知っていることはない？」


    「知りません。でも、たぶん葉月さんのことだと思います。……葉月さん、クラスには友達いなかったけど、あの人たちと一緒にいるときだけは楽しそうだった」


    　沙知の顎あごの骨にきゅっと力が入ったのをトマは見み逃のがさなかった。無意識の癖くせなのか、親指を口に当てて爪を嚙かんでいた。


    「けれど葉月さんは、その彼らにもなにも言わずに自みずから命を断ってしまった。もしかしたら、二人はそのことを悔くやんでいるのかな」


    　沙さ知ちは目を逸そらし、前髪の奥に表情を隠した。嚙かんだ親指の爪が乾いた音をたてた。トマは間をおくために席を立ち、窓のほうに目を遣やりながら彼女の様子を窺うかがった。


    「狩野かのうくんは」少女がぽつりと呟つぶやいた。「狩野くんはどうしてるんですか？」


    「わからない。彼もいなくなってしまったんだ。家にも帰ってないみたい」


    「狩野くん、いまは一人暮らししてるって噂うわさですよね。私も、少し前だけど、塾帰りの途中、道どうノの森もり公園の近くのアパートから出てくるのを見かけました」


    　その話は聞いたことがあった。けれどそのアパートもすでに調べられていることだろう。とはいえ、いずれ戻ってくる可能性もなくはないが。


    「私が知ってるのはこれくらいです。すいません」


    「ううん、ありがとう」


    「二人のこと、なにかわかったら私にも教えてください。二人とも、いい人だったから」


    　沙知は鞄かばんに本を仕し舞まい込み、トマよりも先に教室を出て行った。教室に残されたのは学校にとって不自然な存在であるトマと、背筋を撫なでるようなあの気配を含んだざらりとした静せい寂じやくだけだった。


    



    　　　　◎


    



    　車の助手席で軽く目を閉じていると、こんこんと窓を叩く音がした。相あい木きの顔が外から覗のぞき込んでいた。牧まき野のは欠伸あくびを嚙かみ殺しながらウィンドウを開けた。するりと忍しのび込んでいる空気には雨の予兆のような湿気が混じっていた。


    「お疲れですか？」相木はくすりと笑った。


    「いや、考えごとをしてただけだ」


    　牧野はもぞもぞと姿勢を正した。その間に相木は車を回り込んで運転席に入った。


    「で、どうだった？」


    「だめですね。目新しい情報はなに一つ」


    　牧野が胸ポケットからタバコを取り出し、相木が火を点つけた。二人は狩野嘉よし信のぶの目撃証言を聴取して回っていたが、成果はほぼゼロに等しかった。西にし岡おかの消しよう息そくも依然として摑つかめていなかった。


    「雨の夜の公園なんて、そうそう目撃者いませんよ。近隣の住民も不審な物音とかは耳にしていないそうですし」


    「まあ、特別争った痕こん跡せきもなかったからな」


    「とにかく、最後の目撃証言からすると、狩野嘉信も一緒にいたのはほぼ確実ですね。彼は西岡を残してどこへ行ったんでしょうね。そもそもあの公園になんの用事があったんでしょうか？　狩野かのうのアパートから近いし、散歩がてらぶらついていたってだけなんですかね？」


    「さあな」牧まき野のはぶっきらぼうに言った。自分が教えて欲しいくらいだ。


    「でも牧野さん、狩野のほうは伊い代よ野のたちの担当ですよ。狩野自身にはなんの嫌けん疑ぎもかかってないし、また課長に文句言われますよ」


    「いいんだよ。俺が気になるんだ。文句あるか」


    　相あい木きは困ったように肩をすくめたが、それ以上の文句はなかった。


    「それと、さっき松まつ浪なみ署しよの知り合いから電話かかってきたんすけど、その」言い淀む相木を牧野はぎろりと睨にらみつけた。相木はしぶしぶ続けた。「たぶん関係ないとは思うんですがね。そこの管かん轄かつ内の病院にも、西にし岡おか正まさ臣おみと似た症状で入院していた男がいたそうです。二か月くらい前の話ですが」


    「その男は？」


    「入院中、突然失しつ踪そうしてしまったそうです」


    　牧野はシートから頭を上げ、相木のほうに向き直った。勢いでタバコの先の灰が零こぼれた。相木は神経質そうにその灰の行方ゆくえを目で追った。


    「失踪？」


    「入院から二日後、突然病室から消えてしまったそうで、まだ見つかっていません。中肉中背、頰に傷のある二十歳後半の男性だそうです。身分証の類たぐいを持っていなかったので身許確認が遅れたんですが、その後の調べによれば、男の名前は上かみ坂さか秀しゆう太た、伊い藤とう組ぐみの下したっ端ぱということです。入院から数日後、忽こつ然ぜんと姿を消したそうです。それまでは目を開いていてもなにも見ていなかったり、話しかけても反応もしなかったり、体温が低下して代たい謝しやが落ちていたりとか、とにかく医者たちも首を捻ひねりたくなるような症状だったそうで」


    「逃亡前の西岡そのままじゃないか」牧野は頭を搔かきむしり、ひとしきり口の中で唸うなった。しきりに座席の上で姿勢を変えた。「それで、そいつはまだ見つかってないのか？」


    「組のほうでも捜してるそうですよ。金を持ち逃げしたとか、そういうトラブルはなかったようですけど」


    「……西岡正臣と関係していると思うか？」


    「どうでしょうね。そういう病気が流は行やってるのかなって思うと怖いですが」


    「症状から失踪したところまで同じだぞ」


    「でもそいつはその、去り際ぎわに暴れたような形跡はなかったそうですよ。夜中のうちに忽然と消えていたそうです。考え過ぎじゃないですか？」


    　牧野は首を振り、二本目のタバコをくわえた。「夜中で人ひと気けがなかったのが幸さいわいしたのかもしれんだろ。お前はあのときの西岡を見てないから、そんな呑のん気きなことが言えるんだ」


    　相木は上じよう司しが目を逸そらした隙すきに肩をすくめる仕草をした。キーを回してエンジンをかけ、少し待ってからアクセルを踏んだ。車は静かに滑り出した。


    　あの日から、牧野の脳のう裏りにはあの病院での一件が焼きついて離れなかった。目を覆い隠した少年が廊ろう下かを疾走していた。二階からふわりと飛び降り、大人たちを蹴散らし、玄げん関かんのガラスを突き破って逃げていった。目を開けると、窓の外では灰色の景色がつるつると滑っていた。思わず大きなため息が漏れた、そのとき──。


    　突然、牧まき野のはがばっとシートから身を起こした。驚いた相あい木きは思わず大きくハンドルを切りそうになった。


    「びっくりしたなあ、トイレですか？」


    「原因不明の奇病、意識不明……前にもこんなことがなかったか……？」


    「はい？」


    　牧野の呟つぶやきは隣となりの部下の耳にも届かず、紫し煙えんと一緒に車の外へ流れて散っていった。車はやがて往来で賑にぎわう国道へと乗り込んでいった。


    



    　　　　◎


    



    　駅前の繁華街から離れ、極ごく彩さい色しきのネオンがはびこる裏通りへと入った。駅とは反対方向にしばらく歩いたところにその店はあった。西にし岡おかと狩野かのうがたびたび訪れていたというクラブだ。店の名前は『シェリーズ』。


    　外から窺うかがうだけでも、あまり友達になりたくない恰かつ好こうをした男女が頻ひん繁ぱんに出入りしていた。いくらイコやその友達のためとはいえ、足が鈍にぶるのも仕方のない話だった。


    　トマはパクに事情を説明し、交替してもらった。表に出たパクはひひっと笑い、ひょいひょいと軽い足取りで地下の店に続く階段を下っていった。


    　把とっ手てのべたついた扉とびらを押し開けると、けたたましい喧けん騒そうがパクを迎えた。入り混じる数種類のダンスミュージック、踏み鳴らされる無数の足音、飛び交う若い男女の奇声。混雑した店内へパクはするすると忍しのび込んでいった。カウンターでジンジャーエールを貰もらい（チキにアルコールを全面禁止されているのだ）、コップを片手にテーブルにたむろするいくつかのグループに話を聞いて回った。


    「ここにさ、西岡正まさ臣おみと狩野嘉よし信のぶってやつが出入りしてたと思うんだけど、知ってるやついるかい？」


    　アルコールで顔を赤らめた少年たちは口々に知らないと答え、あるいはわけのわからない言語で怒鳴り散らし、あるいは端はなから無視した。収しゆう穫かくがゼロのままカウンターに戻ってちびちびとジンジャーエールを飲んでいると、男がいきなり隣の席に転がり込んできた。苦痛の限界を模も索さくするかのように顔中にピアス穴を開けた小柄な男で、尋たずねてもいないのにチュウジと名乗った。


    「マサとノブのこと、聞いて回ってんだって？」その声は外見に似ず甲かん高だかかった。もしかしたらパクたちよりも年下かもしれない。


    「二人のこと、知ってるのかい？」


    「とりあえず、ビール頼んでいい？」


    　ドイツ産の洒落しやれた名前のビールを一本奢おごると、チュウジは一口美う味まそうに飲んだ。パクは思わず喉のどを鳴らした。どうにかチキの目を欺あざむけないものか──無理だろうな。


    「あいつら、二か月くらい前に何度か来てたぜ。最近は全然見ねえけど」


    「二人はここでなにしてた？」


    「べつに。普通に呑んで、普通に騒いでたよ。ノリはそう悪くなかったけど、あんまり馴な染じんでるとも言えなかったな。まあ俺にはよく一杯奢ってくれたけど」


    　とん、と背後を通る少女の肩が背中にぶつかったが、少女は見向きもせず混雑の中に消えていった。パクはふんと鼻を鳴らした。


    「そういやあいつら、女のこと聞いて回ってたな。今のあんたみたいにさ」


    「女？」


    「あいつらの学校の生徒だよ。ここに出入りしてたとかなんとか」


    　パクはふっと目を閉じてチキに相談し、チュウジがなにか言うより先に目を開いた。


    「もしかして、葉は月づきともえって名前じゃなかったかい？」


    「いや、そんなんじゃなかったよ。確か、ホシノ、とか言ってたかな。その頃の常連客だったらしいけど、俺も二人もその子にゃ会えなかったよ」


    「その子を捜しに、二人はここへ来てたわけだな」


    「たぶんね」


    　ホシノ、とパクは口の中で繰り返した。残りのジンジャーエールを飲み干し、チュウジに礼を言ってもう一杯ビールを奢ってやった。


    　そのとき、パクの視界の端に奇妙な男が映った。踊り猛たける男女の中にぽつんと静止したまま、じっとこちらを見つめていた。いや、見えてはいないはずだ。その目を真っ黒な布で覆おおっていた。パクは目を拭ぬぐってもう一度見てみたが、男は束つかの間まの幻まぼろしのように忽こつ然ぜんと消えていた。


    「気づいたか、パク」チキが耳打ちした。「あっちにいるスーツの男、おそらく警察だ。西にし岡おかの件か、それとも別件か。いずれにせよ早めに出ておくべきだ。ビールに喉を鳴らしている場合じゃない」


    　パクはチュウジに礼と別れを言い、席を立った。


    「あいつら、わりいやつらじゃなかったよ」チュウジが呂律ろれつの怪しい口調で言った。子供っぽい笑顔がピアスの群れから垣かい間ま見えた。「俺みたいなナリのやつにも普通に接してくれたしね。こう見えて俺、友達少ねえシャイボーイだからさ。あいつら今、なにしてんの？」


    「それを知りてえのさ。見つかったら、あんたのこと伝えとくよ」


    「また一緒に呑もうっつっといてくれよ。もちろん向こうの奢りだけどね」


    　ひひっとパクは笑い返し、店をあとにした。


    



    「もしもし、イコ？」


    『イチロ？』


    「うん。今だいじょぶ？」


    『平気。どうしたの？』


    「ちょっと訊きたいことがあってね」


    『なに？』


    「ホシノっていう名前の女の子に心当たりない？　イコと同じ学校の子らしいけど」


    『ホシノ……知らない。少なくともボクの周りにはいないし、聞いたこともない。それがどうしたの？』


    「その……マサくんたちがね、その子のことを捜してたみたいなんだ」


    『……どういうこと？』


    「こっちもまだわかんないんだ。明日は学校休みだし、他をいろいろ当たってみる」


    『他？』


    「うーん……チキは狩野かのうくんのアパートを見てみたいって言ってる。もうすっかり探偵気取りだよ」


    『じゃあ、ボクも行く』


    「えっ？」


    『だって、イチロにばっかり面倒押しつけて、ボクなにもしてないもんね。それに、探偵には可愛かわいい助手がつきものでしょっ？』


    「わかったよ。じゃあ明日、よろしく」


    『あっ、でも明日は午前中お留守番しなきゃいけないんだった。ねえ、夕方でいい？』


    「……了りよう解かいです、可愛い助手さん」


    



    　翌日、トマとイコは狩野のアパートを訪れた。時刻は五時を少し回った頃で、薄曇りの空に夕闇はいつもより急ぎ足で迫っていた。


    　間違いなく昭しよう和わの遺い物ぶつといった風ふ情ぜいの古びた木造建築だった。一階の郵便受けの二○一号室には〝狩野〟と書かれた厚紙があり、無造作に差し込まれたチラシで溢あふれていた。


    「前に何度か来たことあるの」イコが言った。「ノブのおじいちゃんのアパートなんだって」


    　部屋ではなくアパートそのものが狩野の祖父のものらしい。その空き部屋を狩野が「勉強部屋」という名目で間ま借がりし、不登校になってから先日姿をくらますまでここで寝泊まりしていたという。西にし岡おかが一緒に出入りしているのも幾いく度どとなく見かけられていた。


    「家や賃ちんを払わなくていいわけだな」チキは不満そうに唇を曲げた。「こっちはなけなしの貯金を使い果たす覚悟で捜しているというのに、今日びの高校生は恵まれたものだ」


    「なんか言った、イチロ？」


    「なんでもないよ」トマが慌あわててごまかした。


    　ペンキの剝はげた階段を上り、その部屋のドアを叩いた。反応はなかった。


    「やっぱり帰ってないみたいだな」


    「こらーノブ、開けろー」イコがどんどんとドアを叩いたが、やはり返事はなかった。


    　格こう子しつきの小窓から中を窺うかがっても、部屋は真っ暗なまましんと静まり返っていた。誰かがいる気配はなかった。交替したエマは目を閉じて聴ちよう覚かくを集中した。辺りを走る車のエンジン音、階下や隣の部屋から漏れるテレビの音。エマはさらに意識を尖とがらせ、薄いドアを隔へだてた向こう側へ、ごく狭い範囲での物音に集中した。奥の部屋からなにか物音が聞こえた。かりかり、という乾いた音だ。その不気味な響きにエマはびっくりして手すりに背中をぶつけた。


    「どうしたの？」イコが尋たずねた。


    　エマはぷるぷると首を振り、すぐに奥に引っ込んだ。交替したトマが「なんでもない」と笑ってごまかした。


    「どうするの？」


    「中を見たいね。なにか手がかりがあるかもしれないし」


    「じゃあ、おばさんからカギを借りてこないと」


    　交替したパクは財布からペーパークリップを取り出し、引き伸ばして先端をフック状に変形させた。それを鍵かぎ穴あなに差し込み、慣れた手つきで上下に動かすと、ノブの奥でかちゃんというなにかが外れたような音がした。ひひ、とパクは得意げに笑った。


    「ねえ、ひひ、じゃなくてさ。やばくない？」イコはあからさまにひいていた。


    「かてえこと言うなよ。ひひひ」


    　お邪じや魔ましますと一言断ってから、トマは土足のまま上がり込んだ。またなにやらわめくイコに「誰か来たらすぐにとんずらできるように」と説明し、せめてと玄関に落ちていた原付の掃除用のクロスで靴底を拭ふいた。「どこが正義の味方よっ」などと愚ぐ痴ちりながら、イコは脱いだブーツを手に持って上がった。


    　すぐ手前の台所は思ったよりも清潔そうだった。足音を消すように床板の上を歩き、奥の部屋へ続く引き戸を開けた途端、埃ほこりと畳のにおいが鼻についた。ブレーカーを落としているのか、蛍光灯の紐ひもを引いても明かりは点つかなかった。


    　カーテンは閉まっており、その隙すき間まからわずかに漏れる外の薄明かりが部屋中の輪りん郭かくを朧おぼろげに浮かび上がらせていた。元からものが少なかったのかもしれないが、台所同様ここも殺さつ風ぷう景けいなほどに片付けられていた。


    「いいなあ、広い部屋」イコが部屋を見回しながら言った。「ねえイチロ、一人暮らしって大変？」


    「こっちは一人って感じでもないけどね」トマは苦笑した。「まあお金はかかるけど、大変ってほどでもないかな。家事はほとんどパクがやってくれるし」


    「でも、あの部屋はすごかったね」イコは思い出し笑いを堪こらえなかった。「それに比べて、すごい綺き麗れいに片付いてるね。ノブ、帰ってきてたのかな？」


    「いや、台所もそうだけど、警察が来たあとに家族の人が片付けたんじゃないかな」


    「警察？　どうして？　ノブはなにもしてないのに……」


    「たぶんだけどね。この前ファミレスで会った刑事が来てるはずだよ」


    　カーテンを捲めくると窓に鍵かぎはかかっていなかった、開けようと手を伸ばしたとき、かりかりっ、というかすかな物音が聞こえてきた──なにかを引っ搔かいたような音だった。パクは気配を窺うかがいながらゆっくり振り返った。物音はもう一つの部屋から聞こえたようだった。


    「……ノブ？」


    　二人は慎しん重ちような足取りでふすまに近づき、ゆっくりと開けた。


    　さっきの部屋よりもさらに深い暗闇がそこにあった。垂たれ込めた埃ほこりっぽい空気は瘴しよう気きといってもいいほど濃密だった。目を凝こらすと奥に人がいるのが見えた。頭を壁にもたれ、足を投げ出すようにして寝そべっていた。呼吸のたびにほんのわずかに腹が動いていた。


    「ノブ──」


    　駆け寄ろうとしたイコを、パクが静止した。


    「わりいけど、外に出ててくんねえかな。男同士で話をつけるからさ」


    　どうして、と言いかけたイコの目にも、嘉よし信のぶがアイマスクのように目を黒っぽい布で覆おおっているのが見えた。


    「なあ、狩野かのう嘉信くんよ。ひひ」


    　かり、と床が音をたてた。横たわっている狩野少年の指が動いたのだ。


    



    　　　　◎


    



    　明みよう神じん一いち郎ろうと前まえ野の結ゆ衣い子こがその部屋を訪れる前日。西にし岡おか正まさ臣おみの病室に現れた少女もその部屋を訪れていた。部屋の主である狩野嘉信を連れて。


    　部屋に運び込まれたときにはすでに、狩野は奈な落らくのように深い眠りの中に放り込まれていた。少女に食べられてから数日が経っていた。代たい謝しやの低下や筋肉の衰すい退たいなどの兆ちよう候こうはまだ見られない。生命維持に必要な機能は今のところ、生前と変わらぬまま保たもたれていた。


    　少女は横たわる狩野のそばに屈かがみ込んだ。うっすらと開いたままの瞼まぶたを閉じてやり、用意していた黒い布でそっと覆った。狩野はなんの反応も示さず、ただされるがままだった。彼女は思わず笑みを零こぼした。そっと彼の背中を抱え、頭に手を添え、そしてくちづけをした。


    　細い喉のどがぎゅっぎゅっと蠕ぜん動どうすると、飴あめ玉だまのような球体が彼女の舌の上に転がり出てきた。彼女は狩野かのうの口に舌を割り込ませ、その球体──種を唾だ液えきとともに流し込んだ。ごくん、と狩野の喉は肉体的反応としてそれを飲み込んだ。


    「もうしばらく眠っててね」


    　指先で撫なでるように唇を拭ぬぐいながら、彼女は船を漕こぐ赤ん坊をあやすような調子で囁ささやいた。


    「目が覚める頃には、あなたの遊び相手がやってくるから」


    　狩野はぴくりとも反応しなかった。それでも彼女は満足げに肯うなずき、彼の頭をそっと壁にもたせ、部屋をあとにした。


    　沈ちん黙もくが埃ほこりとなり、部屋に堆たい積せきしていった。〝星ほし喰くい〟の眷けん属ぞくとなった狩野はそこで眠り続けた。やがて他の誰かが部屋の鍵かぎを開け、沈黙の領域を侵おかすまで。


    



    　　　　◎


    



    　数秒の不気味な静せい寂じやくのあと、かりかり、と明確な音が続いた。また数秒の静止、かりかりかりかり。さらにそのあと、かりかりかりかりかりかりかり……。


    　徐々に稼か働どう時間を長くしながら、男は断続的に床を引っ搔き続けた。まるでなにか暗号めいたシグナルを送っているかのように。かりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかり……。


    「やめろっ」パクが苛いら立だった声を上げた。


    　音はぱたりとやみ、代わりに狩野の頭がのそりと動いた。壁から離れ、そのままばね仕掛けみたいにして上体が起き上がった。布の奥の目はパクを捉えていた。引き伸ばされた濃密な一瞬ののち、狩野が立ち上がった。背せ丈たけはパクよりも若じやつ干かん低く、横よこ幅はばはがっしりしていた。


    「逃げろ、お嬢ちゃん」パクが呟つぶやいた。「すぐにここを離れて、どっかに隠れとけ」


    　すでに意識の中で身構えていたパクだが、相手の動きがその予想を上回った。わずかに膝ひざを曲げて沈み込んだかと思うと、狩野はとてつもない速度で跳ちよう躍やくした。パクに組みかかり、テーブルや家具を吹き飛ばしながら壁に叩きつけた。


    「ノブっ」イコの悲痛な叫びが響いた。


    「やっぱ見境なしかよっ」パクは押し潰つぶされた声で叫んだ。「イコ、行けっ、早くっ」


    　狩野の顔がきろっとイコのほうを向いた。パクは大きく息を吸い、渾こん身しんの力を込めて床を蹴った。狩野ともつれ合う形で窓へ向かって突っ込み、鉢はち植うえを粉々にしながらガラスを突き破った。二人は二階の高さから放り出された。


    　なにかを考えるより先に相手から手を放し、空中で身体を捻ひねり、両手両足からどうにか着地した。そこは隣のアパートのベランダに面した敷地で、柔やわらかい芝しば生ふになっていたのが幸さいわいだった。膝をよじ登る衝撃と摑つかまれていた肩の痛みに思わず歯を食い縛った。


    「イチロっ、ノブっ」ぼろぼろの窓まど枠わくからイコが顔を出した。


    「いいから行けっ」パクは頭上へ叫んだ。「こいつは俺がとっ捕まえてやるからよ」


    　すぐさま立ち上がり、すでに体勢を整えていた狩野かのうと対たい峙じした。彼はネコ科の動物のように背骨をぐにゃりと前傾させ、腕をだらりと垂たらし、下から睨ねめ上げるようにパクを見み据すえていた──実際に見えているのかどうかは定かではないが。


    　窓辺にイコがいなくなったのを確認してから、パクはベルトの背中側から金属片を取り出し、指に挟はさんでぱたぱたと回した。鋭するどい切っ先が露あらわになり、剣けん呑のんに鈍にぶく煌きらめいた。


    　ナイフはよせ、とチキが耳元で怒鳴った。しかしパクは無視した。ラカがいない今、自分がみんなの身を守らなければならないのだ。


    「その目隠しルック、ラカに嚙みついたあの野郎と一緒だろ」パクは空いた手で口の血を拭ぬぐいながら言った。「お前を倒しゃ、俺があいつに代わって守護者昇格だな。そうなったら代わりに炊すい事じ洗せん濯たくでもやらせるかな、ひひひ」


    　狩野かのうが一瞬にして距離を詰め、爪を立てた左手を繰り出した。パクは上体を後ろに倒してぎりぎりで躱かわし、右手に握ったナイフで斬り上げた。空から振ぶった狩野の左肘ひじあたりが裂け、どろっとした血が飛び散った。パクはそのままバックステップで距離をとり、ナイフに付着した血をすばやく振り払った。


    　ひい、とどこからか悲鳴が聞こえ、窓の閉まる音がした。住人に見られたのだ、このままだとすぐに警察がやってくる。こうなってはできるだけ迅じん速そくに事態を収しゆう拾しゆうしなければならない。イチロはなによりも警察沙ざ汰たを嫌う、化け物も怖いがイチロはもっと怖いのだ。


    　狩野はシャツに血の滲にじむ腕にちらりと目を向けただけで（見えているのだろうか？）、すぐにパクのほうに顔を上げた。手て応ごたえはあった、引き気味ながらもかなり深く傷つけたはずだ。それなのに、痛みを感じる素そ振ぶりさえなかった。


    「よお、痛くねえのかい？　このマゾ野郎め。ひひ」


    　こうして対たい峙じしている間も、狩野の右手の指は絶えず動いていた。パソコンのキーボードを叩くような動きで、あの部屋で床を引っ搔かき続けた余よ韻いんを求めるかのように。


    　今度はパクのほうから距離を詰めた。ナイフが走り、胴体を斜め下から薙ないだ。それでも相手は一向に怯ひるまず、左手を背後まで振りかぶり、全力を込めて突っ張った。それをパクは後ろに水平近くまで上体を倒して躱かわし、上体をよじり、右足を伸ばして相手の腹を貫つらぬくように蹴り抜いた。めきっ、と肋ろつ骨こつがひび割れる感触がゴムの靴底から伝わってきた。


    　しかし──そのまま後ろへ吹き飛ぶかと思いきや、狩野はわずかに後退しただけだった。パクの足をがしっと摑つかみ、身体ごと振り回し後方へと投げつけた。とっさに頭を庇かばったが、背中からコンクリートの塀へいに叩きつけられた。衝撃と苦痛に声を上げることもできず、ひび割れの破片とともに崩れ落ちた。ナイフも手の届かない場所に転がってしまった。


    　壁伝いにどうにか起き上がりながら、それでもパクは鋭するどい目つきで男を睨ねめ上げた。口くちの端はから血が伝わり落ちた。肋骨が砕けたはずの狩野より自分のほうが深手を負っているようで、むしろ皮肉な笑みが込み上げてきた。


    「まるでゾンビだよなあ。Ｂ級映画かってんだ。ひひ」


    　狩野かのうの追い討ちがパクのいた空間を貫通し、塀に突き刺さった。とっさに転がって距離をとったパクは、痛みに耐えながら起き上がった。


    「いつも思うんだが、映画ってのは簡単に人を殺し過ぎだよな。敵だろうがザコだろうが通行人だろうが、そいつらみんなヒーローと同じ人間で、ヒーローと同じように家庭があって、ヒーローと同じようにそれまでの何十年の人生を生きてきたはずなのに、そういったことは興行的に無視されんだ。製作者からすりゃやつらは人間ですらねえんだ」


    　喋しやべり続けるパクに、狩野は威い嚇かくするように歯を剝むいた。右手の搔きむしるような動作に重ねてかちかちと歯を鳴らした。


    「原因はさ、名前だと俺は思うね。やつらは名前がないから簡単に殺されるんだ。名前がないから映画を盛り上げるための道具にしかなれねえんだ。わかるかい、名前ってのは大事ってことさ」


    　歯の音は鳴り続け、地下から響く呪じゆ詛そのようにパクにまとわりついた、パクは振り払うように血を吐き捨てた。
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    「俺はごめんだぜ。俺はその他大勢のうちの一人じゃない。俺はパクだ。明みよう神じん一いち郎ろうの中にいるが、紛まぎれもなく俺は──一人の人間なんだ」


    　狩野かのうの膝ひざがぐんと沈みかけたそのとき、どこからかサイレンの音が聞こえてきた。もうすぐここに警察がやってくる。知らせたのはイコか、それともさっきの住人か？


    　どちらにせよ逃げどきだ、そう思ったパクの目の前に狩野の顔が迫っていた。蛇へびのような左腕がパクの首へと伸び、爪を立てて鷲わし摑づかみにした。パクの口から鮮血が飛び、気道が絞めつけられて舌が突き出た。


    　しまった、パクは心の中で歯は嚙がみした。右手は切実にナイフを求めていたが、それは視界の隅に力なく転がっていた。


    　そして、狩野の口がぱかっと開き、真っ黒な奈な落らくが近づいてきて──


    「…………っぁあっ」


    　ほとんど無意識の中、パクは狩野の顔に手を伸ばしていた。その指先が目を覆おおう布を摑み、剝はぎ取った瞬間、首を絞めつける圧力が突然消えた。


    　地面に崩れ落ちるパクが耳にしたのは、この世のものとは思えない悲鳴だった。狩野は顔を覆い、地面に膝をつき、咽の喉どが潰つぶれんばかりの咆ほう哮こうを上げた。その声は周囲の窓ガラスを激しく震わせ、空気を貪むさぼるパクの全身を総毛立たせた。


    　どうなってんだ。パクはどうにか起き上がろうと肘ひじをついた。そのとき。


    　芝しば生ふに肘がずるっと滑り、頰から落ちた。腕にうまく力が入らなかった。どうして？　そう思うより先に瞼まぶたが鉛なまりのように重くなり、パクの意識は窓の奥へと沈んでいった──。


    　目を開けると彼女は──明みよう神じん一いち郎ろうの中に潜ひそむ名前を持たない存在の一人である彼女は、身体中に強烈な苦痛を感じた。その場でうずくまりたくなるくらいの痛みで、思わず涙が滲にじんできた。時間が許すことなら、大声を上げて泣き出していたところだった。


    　しかしそんな感情は、彼女の存在自体にインプリントされた責務によってかき消された。彼女は明神一郎の中にあり、その身に迫った本当の危機から逃れることのみを刷り込まれた存在なのだ。弾はじかれたように一歩目を踏みしめると、スピードに乗りながらナイフを拾い、一息で一メートル半の塀へいを飛び越え、そのまま振り返ることなく走り出した。


    　行くあてなどなかった。ジョギング中の若者を追い越し、自転車を追い越し、生け垣を飛び越えた。とにかく人のいないところを探して逃げ惑った。それが彼女という存在に刷り込まれた本能だった。やがて誰もいない空き地に辿たどり着くと、彼女はようやく足を止め、がっくりとうなだれるように膝に手を置いた。目を閉じて呼吸を整え、額ひたいの汗を拭ぬぐい、耳にかかる長髪をすくい上げる仕草をした。


    　しばらくして呼吸が落ち着くと、彼女は上体を起こした。ふと、足元に一匹の縞しま猫ねこが近寄ってきて、餌えさを求めて彼女の足にすりつき、か細い声で鳴いた。彼女は屈かがんで猫の身体を撫なで、にゃーと鳴き真ま似ねをして応えた。危険は去ったのだと思えた。高ぶっていた感情が落ち着いていくとともに、混乱と恐怖もすうっと遠ざかっていき──。


    　気がつくとトマは、見憶えのない空き地にいて見知らぬ猫と戯たわむれていた。途端に身体中の痛みがトマを襲った。背中も咽喉も、どうしたらここまで痛むのだろうというくらい傷ついていた。堪こらえきれずそのまま横に倒れ落ち、自身を抱えるようにしてうずくまった。猫が心配そうにトマの顔を覗のぞき込み、頰を舐なめた。ずいぶん人懐こい猫だ。


    「どうなってんだろう」トマは猫に向かって呟つぶやいた。「パクが暴れ回ってたみたいだけど、そのあと誰かに時間を奪われたのかな」


    　じり、と砂じや利りを踏む音が地面を伝ってきて、トマは顔を上げた。そこに一人の男が佇たたずんでいた。真っ黒な帽ぼう子しに真っ黒なコートと、頭から靴の先まで黒に身を包んだ長身の男だった。男はトマのほうを穏やかに見つめていた。


    「こんばんは」男はトマに言い、にっこりと笑った。


    　トマは上体を起こした。誰、と言おうとしたが、ちゃんとした声を出すためには一度咳せき払ばらいをしなければならかった。


    「誰？」


    「〝探し屋〟です」


    　さがしや。そんな職業、聞いたこともない。探偵みたいなものだろうか。


    「家出した猫でも探してるの？」


    「そんなところです。でもその猫さんとは違います」


    　トマの後ろに隠れていた猫が顔をひょっこりと覗かせた。男はそれに応えるようににっこりと笑って肯うなずいた。そのとき初めてトマは、男の左目が満月のような金色をしているのに気づいた。


    「先ほどのアパートでの一件、陰ながら拝はい見けんしておりました。あの力強く洗練された身のこなし、感かん服ぷくしました。逃げ足も大したもので、ここまで追いかけてくるのも大変でしたよ。実はこうして何気なく喋しやべってますが、ほんとは喋るのやめてぜーぜー言いたいくらいです。帽子の下は汗だくです」


    　男は少しだけ帽子を上げて額ひたいを見せた。確かに汗できらきらしていた。そして確かに肩で息をしていた。仕方なくトマは質問を呑み込んだ。男はトマの厚意を受けて思う存分呼吸をし、最後に大きくふいーっと吐き出してようやく立ち直った。


    「よくわかんないけど、僕のことを見ていたの？」


    「はい」


    「そして追いかけてきた」


    「はい」


    「なぜ？」


    「忠ちゆう告こくするためです」


    　忠告、とトマは繰り返した。男は肯き、人差し指をぴんと立てた。


    「これ以上、今回の件にあまり深入りしないことをお勧めします。でないと、あなたも先ほどのような不幸な死体の一つになってしまいます」


    　死体、とトマは尋たずねた。男は肯うなずいた。


    「先ほどあなたを襲った死体です。あと一歩のところまで追い詰めましたけどね、あの安眠マスクをつけ直してそのまま逃げていきました。屋根伝いに逃げられてはこちらも断念せざるを得ませんでした。まああれだけの出血ならいずれは活動停止するでしょうね。ともかく、これ以上この件に深く入り込もうとするのなら、きっとまた他の死体に襲われます。そしてあなた自身も彼らのお仲間にされてしまいます。ミイラ取りがミイラ、ネズミ捕りがネズミ、コウノトリが河こう野の。うひー、怖いにゃー」


    　なにを言ってるのかさっぱりわからなかった。トマは頭を搔かきむしり、とにかくあとでみんなに相談するためにここまでの会話を反はん芻すうした。〝探さがし屋や〟、襲ってきた死体、ミイラ、ネズミ、コウノトリ、にゃー。


    「死体って、狩野かのうくんのこと？　彼が死んでるってこと？」


    「ある意味ではそういうことです。今では立派な〝星喰い〟のお仲間です」


    　また不可思議な単語が出てきた。「〝星ほし喰くい〟？」


    「星を食べる者です。アリクイがアリを食べるように、キツツキが木をつつくように、パ・リーグがパシフィックのリーグであるように、〝星喰い〟は星を食べるのです」


    　トマはまた頭を搔いた。馬鹿にされているような気がしてならなかった。


    「じゃあ、星ってなに？　まさか夜空の星をこんぺいとうみたくガリガリ食べるわけじゃないよね？」


    「もちろんです。う～ん、説明すると長くなりそうですが、星というのは誰もが持っているものなんです。あなたも、あなたの友達や家族やペットも、そして〝星喰い〟自身も」


    「僕も？」


    「そう、ここに」男は自分の胸に手を当て、にっこりと笑った。


    　そのとき、どこからともなくパトカーのサイレンが聞こえてきた。音は少しずつこちらに近づいているようだった。


    「そろそろおいとましなくてはなりません」男は残念そうに眉根をひそめた。「あいにく僕は警察が嫌いなんです。この恰かつ好こうを見るたびに無条件で怪しむんですもん。というわけで、それでは」


    「ちょっと待って」トマは思わず言った。「あんたいったい何者なの？」


    「〝探し屋〟です」


    「それは聞いたよ」


    「腕利きの〝探し屋〟です。あるいは猫好きの〝探し屋〟です」


    「だから」


    「十六夜いざよい、と申します。それが僕の名前です」


    　いざよい、とトマは反はん芻すうした。不思議な名前だ。


    「あなたのお名前は？」


    　本名を名乗るな、とチキが囁ささやいた。「……トマ」


    　男は一瞬きょとんとして、それからにっこりと肯うなずいた。


    「外国人さんみたいな名前ですね。僕もそんな横文字チックなのがよかったにゃー。今の名前もとっても気に入ってますけどね」


    　十六夜と名乗った男は半分ほど背を向けて、帽ぼう子しにちょんと手を当てながら会え釈しやくした。


    「ではトマくん、またお会いしましょう。お勧めはしませんけどね、あなた方がこれからも〝星喰い〟を追うならば」


    　男はそのまま歩き去っていった。


    　トマはよろよろと起き上がり、服についた埃ほこりと泥どろを払った。それだけでも身体中が痛んだ。やれやれとトマは思った。にゃー、と猫が友人を励ますように一鳴きし、とことこと去っていった。にゃー、とトマも猫の丸い背中に別れを告げた。


    　ここはどこなのかと考えていると、ポケットの中でなにかが震えているのに気づいた。携帯電話のディスプレイには『イコ』と表示されていた。


    『もしもし、イチロ？』


    「うん」


    『よかった。何度もかけたけど出なかったから。今どこ？』


    「僕もよくわからないけど、とりあえず同じ街にいると思う。警察が来たから逃げてきちゃったみたい。イコは？」


    『道どうノの森もり公園の近く。ボクも逃げてきちゃったの』


    「よかった。ちょっと時間かかるけど、今からそっちに行くよ」


    　受話器の向こうでイコは押し黙ってしまった。トマは彼女の名前を呼んだ。


    『……ノブは？　ノブはそこにいる？』


    　トマは携帯を持ち替え、その間に深呼吸をした。「止められなかった、どこかに行っちゃったみたいだ」 ナイフで切りつけましたなどとは言えるはずもなかった。


    『……ノブはどうしちゃったの？　あれじゃあ、あのときの……』


    「……そうだね、西にし岡おかくんのときと同じだった」


    　先ほどの男の言葉が甦よみがえってきた。〝星ほし喰くい〟、死体、にゃー。話しても理解してもらえるはずもない。


    　イコはしばらく黙っていた。やはり落ち込んでいるのだろうか。沈ちん黙もくはトマの背中の上でどんどんと重みを増していった。ごめんね、とトマは言おうとした。しかしそれに重ねるように先に発せられたのは、ぐすっと洟はなをすする音だった。


    『よかった……イチロが無事で』言葉尻はほとんど涙声になっていた。


    　トマは開いた口を塞ふさぐのも忘れてしまった。


    『すごく心配したんだから。ほんとに、あたし……』


    　身体の奥がかあっと熱くなるのを感じた。心臓がやたらと苦しくて、他の部分の痛みどころではなくなった。


    　とりあえず落ち合う約束をして電話を切った。しばらくその場に立って熱の余よ韻いんを味わった。沈ちん黙もくが堆たい積せきしていくにつれ、痛みと冷静さはゆっくりとした足取りで戻ってきた。


    「いよいよもって、奇妙な話になってきたな」


    　誰にともなくそんなことを呟つぶやいた。そしてトマは身体を引きずるように歩き出した。歩くのがお前の仕事だと言わんばかりに、誰も手を貸してはくれなかった。


    



    　　　　◎


    



    　誰かが近づいてくる気配がして、相あい葉ば省しよう吾ごは塀へいから背中を離した。路地の暗がりから現れたのは黒ずくめの男だった。


    「ただいま」十六夜いざよいはにっこりと言った。


    「あいつは？」相葉は無表情のまま尋たずねた。


    「元気そうでしたよ。猫と遊んでました」


    「そうじゃなくて」


    「一連の騒動についてなにか調べているみたいです。ちょっと風変わりな青年──いや、青年たちでした」


    　相変わらず不可解なものの言い方をする。でも相葉はそれについては尋ねなかった。先に知るべきことがあった。


    「あれ、どういうことですか？　あの……化け物」


    「〝星ほし喰くい〟です」十六夜はこともなげに言った。


    「噓でしょ。あんなの聞いたことないっすよ。あれが〝星喰い〟？　一連の事件の犯人ですか？　あれがこの街の人を喰って回ってるんすか？」


    「あの怪物くんは下したっ端ぱにすぎません。あれが〝星喰い〟の眷けん属ぞくとすると、それを統とう括かつしている親玉の〝星喰い〟がどこかにいるはずです」


    「ますますわかんないんすけど」


    　十六夜は懐ふところからフラスクを取り出し、キャップを外して傾けた。いるかと差し出してきたが相葉は首を振った。中身はただの水だと聞いている。


    「僕が最初に会ったのは、入院先の病院から抜け出してきた少年でした。彼も先ほどの少年と似たような状態で、追ってきた僕に襲いかかってきました。彼らは〝星喰い〟の犠ぎ牲せい者であり、そのあとに〝星喰い〟になったようです」


    「どういうことですか？」


    「推測ですが、〝星ほし喰くい〟が〝星喰い〟を増やしている、ということだと思います。原理はわかりませんけどね。佐さ伯えきさんほどの〝夜よる祓ばらい〟が捕ほ食しよく後の〝星喰い〟に返り討ちに遭あった、その理由もなんとなくわかってきましたね。そして──彼が帰ってこない理由も」


    　相あい葉ばは固く目を瞑つぶった。あの強くて優しかった佐伯さんも、あの化け物のようになってしまっているというのか。


    「まるでゾンビですね。つーか初耳ですよ、〝星喰い〟にそんな能力があるなんて」


    　十六夜いざよいは腕を組んで首を傾かしげ、ふうむと口の中で唸うなった。


    「三み日か月づき町ちようの大ベテランの夜祓いさんに電話してみたんですが、そのような現象は聞いたことがないと彼女も言っていました。〝星喰い〟は仲間を増やし、星をなくした死体は怪物のように成り果てていく。その姿も動機も明かさぬまま、〝深ふかき者ものたち〟は夜の街を徘はい徊かいする……。ほんとにゾンビものの映画みたいな展開ですね」


    「こっちは笑えないっすね。それがほんとなら未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じになりますよ。〝星喰い〟が〝星喰い〟を生むのなら、犠ぎ牲せい者はネズミ算式に増えちまう」


    「しかも向こうは、ここへきてそれを楽しんでいるふうさえあります。今日の件にしても病院の件にしても、どうも佐伯さんを捕らえたあたりから、奥ゆかしさというのがなくなってます」


    　相葉は鼻にしわを寄せ、地面に唾つばを吐いた。


    「今まで我々がチェックしていたのは──」十六夜は続けた。「意識不明になった人、すなわち抜ぬけ殻がらになって発見された人たちだけです。ただこれからは、ここ数か月に行方ゆくえ不明になった人たちも漏れなくそのリストに入れなければいけません。先ほど僕らが目撃した怪物くんも、恐らくそのケースに入るはずです」


    「行方不明者……そいつらがみんな、あの化け物みたいになってるかもしれないのか。そんなのが何十人もってことになれば、もう俺らだけじゃ手に負えないっすよ」


    「三日月町の〝夜祓い〟、総出になるでしょうね」


    　相葉は空を仰ぎ、身体の震えをため息と一緒に吐き出した。夜空にはいつしか雲間から月がのぞいていた──満月の少し手前だ。息はかすかに白く浮かび上がり、その光の中に霧む散さんしていった。


    「幸さいわいなことに──」十六夜が言った。「この街に感じられる気配は、今のところそう多くはないようです。今ならまだ食い止められます。怪物化した者たち自体には知能はほとんど感じられない、つまりあれを統とう括かつしている親玉の〝星喰い〟がどこかにいるはずです。その人を見つけ出せれば事件はきっと解決です」


    「その親玉の気配、感じられますか？」


    「難しいですね。ただでさえ内在タイプの〝深き者〟ですから。しかも向こうはこちらのことをある程度知っている。捕食の場所やタイミングがうまく摑つかめないのはそのせいだと思われます」


    「……そうか、佐さ伯えきさんか」


    　佐伯さんも十六夜いざよいと同様、彼らの気配を察することのできる者だった（感覚の鋭さ自体は十六夜に及ぶべくもなかったが）。万が一彼がすでに捕ほ食しよくされてしまっているとすれば、こちらの手の内はほとんど明かされているも同然ということだ。


    「まあ、でもそれはそれです。こっちにも〝探さがし屋や〟としての意地があります。お手伝いの報ほう酬しゆうも前金で半分受け取っています。なんとかしますよ。もちろんいざとなったら逃げますけど」


    「お願いします。俺は他のみんなに連絡しときます」


    　十六夜はひらりとコートの裾すそをなびかせ、夜の闇の中へと歩き出した。くるりと振り返ったその左目が、映画の中に登場する不吉な黒猫のそれのように金色に煌きらめいた。


    「相あい葉ばくん、今後は絶対に一人では動かないようにしてください。顔が割れている可能性もあります、じゅうぶん気をつけてくださいね」


    「お互いね、十六夜さん」


    　十六夜はくすっと笑った。「それでは、また──」


    黒ずくめの背中は月の光すら届かない暗闇の奥へと消えていった。それを最後まで見届けてから、相葉も生なま温ぬるい街灯の下を出て行った。

  


  
    



    



    　　　　第三章


    



    



    「はあ、そうですか」イチロは抑よく揚ようのない声で電話口の相手に言った。「わかりました。じゃあ」


    　携帯電話を閉じ、どさっとベッドに腰を下ろした。大きく息をつき、くそ、と誰にともなく呟つぶやいた。


    「バイト、クビになったぞ」イチロは言った。「お前らがごちゃごちゃ危ないことしてる間にな。今までのとこより時給高い仕事見つけてこなきゃ、承しよう知ちしないからな」


    　答える者はいなかった。窓の奥の六人も、首をすくめて怒りが収まるのを待つしかなかった。


    



    　パクが襲しゆう撃げきを受けた二日後、トマはイコと一緒に西にし岡おか正まさ臣おみの母親に会いに行った。母親はあちこちに絆ばん[image: ]そう膏こうや包帯をつけたトマを心配そうに見つめた（手当てをしてくれたのはイコだが、彼女の包帯の巻き方は実際よりひどい怪け我がに見せるものだった）。


    「まさか……？」母親はみるみる青ざめていった。


    「いやいや、違います」トマは慌あわてて否定した。「階段から落ちたんです」


    　隣となりのイコも苦笑で肯うなずいてくれたが、信じてくれたかどうかは疑わしかった。電話ですませればよかったのだが、他にもここに来る用事があったのだ。


    「おばさん、よかったらマサの部屋を見せて欲しいの」


    　イコに代わりに頼んでもらうと、母親はどうにか了りよう承しようしてくれた。


    　二階の一室、十畳じようほどの広々とした洋室が彼の部屋だった。調度の趣味としてはいささか大人びているが、海外のサッカー選手のポスターが貼られていたり、本棚には小説以外にもたくさんのコミックが収められていた。


    「久しぶりだな、マサの部屋」イコは懐かしそうに目を細めた。「昔はよく一緒にサッカーしたけど、いつの間にかやらなくなっちゃったんだよね」


    　フローリングには埃ほこり一つ落ちていなかった。まめに掃除されているのだろう。あの牧まき野のという刑事が一通り調べたというが、今では小こ綺ぎ麗れいに整理されていた。イチロの実家にある彼の部屋とは広さや天てん井じようの高さやインテリアの品のよさなど、とにかくすべてにおいて比べるだけ馬鹿らしいほどだった。羨うらやましくなんかないぞ、とトマは自分に言い聞かせた。


    　母親が階下に戻ると、トマはとりあえずベッドに腰を下ろした。枕まくら元もとの小机の上にコルク製の写真立てが置いてあった。薄いガラスの奥に写っているのは、イコ、西岡正臣、狩野かのう嘉よし信のぶ、そして葉は月づきともえの四人だった。全員が中学のものらしき制服を着て、卒業証書の入った筒つつを持ち、満開の桜の木の下で笑みを向けていた。


    「イコ、今より髪短いね。男の子みたいだ」


    「中学は陸上部だったからね」イコはちょっと赤くなった。「髪を伸ばしたのも最近だし」


    　もちろんとても似合っているし可愛かわいらしいが、まさにボクという感じだ。


    「そういえば、ともえさんの顔、ちゃんと見るのは初めてかな」


    「前にも見せたの、プリクラだもんね。こっちのほうが可愛く写ってるよね、うん」


    　そのプリクラ同様、彼女は無理に形づくったようなぎこちない笑みを浮かべていた。特別美人というわけではないが飾りけのない整った顔立ちで、しかし憂ゆう鬱うつそうな表情がどうにも印象を損そこなってしまっていた。


    「ねえ、ともえさんてどんな子だったの？」トマは尋たずねてみた。


    「そうねぇ、控えめでおとなしい感じかな」イコは言った。「本を読むのが好きで、人見知りが激しくて、極度の恥ずかしがり屋だった。……ボクら以外には友達もいなかったし」


    「なんていうか、イコとは対照的な感じだね。だからウマが合ったのかな？」


    「……そだね」イコは少し寂しそうに何度か肯うなずいた。「仲良かったんだよ、ほんとに」


    　代わって欲しいとチキが言ってきたので、トマは目を瞑つぶった。代わったチキは写真立てを戻し、ベッドから立ち上がり、部屋中を詳細に見渡した。

  


  [image: ]


  
    「どうしたの？」


    「調べものです」チキは自分だとわかるように口調ではっきり示してみせた。


    　引き出しを開け、クローゼットを覗のぞき、本棚を一冊ずつ調べた。イコは頰を膨ふくらませながらしぶしぶあと片付けをしていった。結局、手がかりになりそうなものはなにもなかった。たった十分程度の調査だけで息が切れかかっていた。チキは肉体労働が苦手なのだ。


    「なんにもないね」イコはため息交じりに言った。


    　ふと部屋の隅のケージに目が留まった。平べったい直方体の形をした籠かごだ。ハムスターでも飼っていたのだろうか。近づいて覗き込んでみると、籠の中には藁わらと丸太型の巣箱、ハムスターホイールもあったが、生き物の気配はかけらもなかった。


    「マサくんはハムスターを飼っていたみたいですね」


    「うん、一匹。アルジャーノンって名前だったと思う。いないみたいだね、どうしちゃったのかな？」


    　チキは眼鏡めがねを上げる仕草をし、小さく肩をすくめた。


    「さて、しばらく考えごとをしてもいいでしょうか？」


    　イコはまた膨れっ面つらをした。「片付けはぁ？」


    「女性にお任せするのは大変心苦しいのですが、あいにく肉体労働は苦手なのです。ペンや眼鏡より重いものは持てません」


    「引き出し開けてたし、荷物だってどかしてたじゃない。腕ぷるぷるしてたけど」


    「申し訳ない。あとでトマに手伝わせますから」


    　チキはベッドに戻り、目を閉じて思考の中に身を投じた。沈ちん黙もくが思考をさらに深めていった。


    



    



    　六月、イコや西にし岡おかたちの親友である葉は月づきともえが自殺した。遺い書しよの一つも残さずに校舎の屋上から飛び降りた。動機は不明、イコたちや家族にはまさに寝耳に水の惨さん事じだった。


    　それから約三か月後、西岡と狩野かのうは学校に通わなくなった。ともえの死が原因なのか、あるいは他になにか理由でもあるのか、それはイコや母親たちにさえ語られることはなかった。耳にしたのは根も葉もない憶おく測そくと噂うわさだけだった。


    　二人は毎日遊び歩くようになり、狩野のアパートに入り浸びたった。傍はたから見れば彼らはれっきとした非行少年に成り下がってしまった──。多くの同級生から証言を得た、クラスでも真ま面じ目めで聡明だった二人の姿から一変して。


    　そして先週、二人を中心に新たな事件が起こった。西岡正まさ臣おみが意識不明で入院し、狩野嘉よし信のぶは行方ゆくえ不明となった。そのあと意識を取り戻した西岡は別人のように凶暴化し、母親や周囲の人間を傷つけて逃亡した。行方不明だったはずの狩野もまた、パクが相あい対たいしたように、病院でラカが相対した西岡正臣と酷こく似じした特徴を顕していた──目を覆おおう布とラカに匹ひつ敵てきする驚異的な身体能力、恐らくだが失われた自じ我が、近づいた者には実の親や親友であろうと躊ちゆう躇ちよなく牙きばを剝むく凶暴性。


    　あまりにも奇妙で突とつ拍ぴよう子しもない事件だ。この目で見た、この身で思い知った事実でさえ、未いまだにあれが現実だったのかどうか疑わしいほどだ。


    　わかっていないことがあまりにも多すぎる。二人はなぜ学校へ行かなくなったのか。あのクラブでいったいなにをしていたのか──ホシノという少女とどんな関係があるのか。その理由に葉は月づきともえの死は関係あるのだろうか。もしそうだとしたら、そもそも彼女はどうして自殺などしたのだろうか。


    　そして最も重要な謎。あの二人にいったいなにがあったというのか。いったいなにをどうしたら、人間があのような恐ろしい獣けものになってしまうのか。


    　可能性として考えるなら、やはりクスリだろうか。人間をあのような怪物に変えてしまうドラッグなんて聞いたこともないが、あるいはそれが、あの店やホシノ某なにがしとの繫つながりだったということだろうか。あくまでも便べん宜ぎ的な推測に過ぎないが。


    　トマの前に現れた黒ずくめの男。彼は言った。死体。〝星喰い〟。そして〝星喰い〟の母。


    　ホシクイ──？　その言葉、どこかで……？


    　チキは心の中で首を振った。


    　事件は日を追うごとに非現実な方向へ展開している。あるいは、とチキは思った。あるいはこれらの事件は、もっと大きな流れの一いつ端たんにすぎないのではないか。我々の知らないところで、もっと奇妙で非現実ななにかが、もっと大きな舞台で蠢うごめいているのではないか──。


    



    



    　思考の海に潜りすぎたせいで、チキは気づかぬうちにそのまま窓の奥へと沈んでいってしまった。代わりにトマが目を開けたとき、鼻先が触れ合うくらいの距離にイコの顔があった。トマは驚きのあまり短い悲鳴を上げた。


    「ごめんね、片付け終わっても目開けないから……」


    　トマはイコから顔を背そむけ、顔の火ほ照てりと跳はね上がった動どう悸きを抑えようとした。横目でちらっと窺うかがうと、イコの顔もトマに負けないくらい赤くなっていた。奇妙な沈ちん黙もくが続いた。激しい鼓こ動どうの音と一緒に、階下のささやかな家事の音がやけにはっきりと聞こえていた。


    「あのさ、イコ」沈ちん黙もくを嫌ったトマが言った。「イコは、二人のことをどう思ってたの？」


    「どう、って？」イコの声は硬かった。


    「その……」自分で切り出したのに言い淀んだ。「えっと、好きとかそういうのとか。もしかしてどっちかと付き合ってたりとか」


    　イコは苦笑し、首を振った。「二人は友達だよ。確かに好きだけど、でも、そういうふうには思ったことない」


    「じゃあ他に……」


    　言いかけた矢先に真っ直ぐ視線がかち合い、慌あわてて咳せき払ばらいでごまかした。他の人格たちの嘲ちよう笑しようが聞こえるようだった。


    「とっ、ともえさんはどうだったのかな？」


    　苦し紛まぎれに吐き出したセリフに、イコの表情が固まった。沈ちん黙もくはさらに重みと圧力を得てトマにのしかかっていった。


    「ともえは──」やがてイコが口を開いた。「ともえも、二人のこと、すごく好きだったと思う。でも、そういうのを伝えるのが苦手だったから」


    　トマの隣となりに腰を下ろし、頭をうなだれた。その目は寂しそうで、少し怒っているようにも見えた。首元にかかる髪の毛を後ろに流すような仕草をした。


    「もっとちゃんと、口にすればよかったのに」言葉はやがて、呪じゆ詛そのように零こぼれ続けた。「みんなのことが好きだって。……ボクの後ろに隠れてなんかいないで、もっとちゃんと話をすればよかったのに。そうしたらきっと、いつも寂しそうな顔なんてしなくてもすんだのに。きっと、自殺なんかしなくてもすんだのに──」


    　震える肩に手を伸ばそうとして引っ込めた。今のトマにできることは、沈黙の重みに耐え続けることだけだった。


    



    「正まさ臣おみくんはハムスターを飼っていたんですよね」帰りしな、チキに言われた通りトマは母親に尋たずねてみた。「空からのケージが部屋にありました。アルジャーノンていう名前だと」


    「はい。あの子が入院してからは私が餌えさをあげていたんですが、いつの間にか自分で扉を開けて逃げ出してしまったみたいで。前にも何度か正臣が逃がしてしまうこともあったんですが、なかなか見つからなくて」


    「そうですか」エマは家の中にはいないと言っていたが。


    「一週間くらい前のことだったと思います。そういえば、あの子がうちに来た頃かしら」


    「あの子？」


    「筒つつ井いさんていう、同じ学校の子です。確か中学も一緒だったのよね、イコちゃん？」


    「筒井沙さ知ちさん？」


    「そう、その子。一学期に貸したノートを返してもらいたいって。もしかして、あの子が連れて行っちゃったのかしら」


    　トマとイコは顔を見合わせた。──筒井沙知。


    「あとで僕が確認しておきますから、その筒井さんに」


    　二人は母親に礼を言い、引き上げた。


    



    　　　　◎


    



    　数日後、包帯がとれたトマは再び制服に身を包み、青あお葉ば高校行きのバスに乗った。


    　一週間ぶりに歩く通学路は、間近に迫る十二月の気配に押されるように落ち葉の数を増やしていた。灰色の作業服を着込んだ校務員のおじさんがせわしなく箒ほうきを動かしながら、生徒一人ひとりに愛あい想そよく挨あい拶さつしていた。トマも人懐こく挨拶を返しておいた。


    　校内に潜入すると、丸一日かけて全校生徒の名めい簿ぼを盗み見し、星ほし野のと名が付く女生徒をリストアップした。一学年八クラスあるこの学校に、星野姓の女子はたった二人だけだった。三年の星野のぞみ、一年の星野涼りよう子こ。チュウジの聞き違いも考慮して星のつく姓に広げてみると星野を含めて三種類あったが、星、赤星などと聞き違えることは考えられない。対象は星野姓の二人に絞って間違いなさそうだった。


    　西にし岡おかや狩野かのうとの関連性でいえば、一年の星野涼子のほうが可能性は高そうだった。トマはまず彼女を監視することにした。アンパンを手に尾び行こうしたいというテレビの刑事ドラマ然とした意見はチキに却きやつ下かされた。


    　星野涼子は名簿に載っていた顔写真そのままの、なんというか、ごく普通の少女だった。友達とくすくす談笑しながら登校し、休み時間はクラスメートたちとはしゃぎ回り、授業中もごく普通に学校の風景に溶け込んでいた。周囲の評判をそれとなく窺うかがっても、善し悪しにかかわらず評判そのものが少なく、その立ち振る舞いには影のようなものも見当たらなかった。あの店に出入りするようには見えないし、出しゆつ席せき簿ぼを見る限り学校を長期に休んだ記録もない。そんな子を二人がわざわざ捜すようには思えなかった。


    「あの子は違うのかな？」トマは首を捻ひねった。


    「もう一人のほうに当たろう」チキが言った。「三年生の星野のぞみだ」


    　一息入れるためにトマは一階の自販機でコーラを買い、用意してきたアンパンをポケットに詰めて屋上に上がった。


    　重い扉とびらを押し開くと、冷たい風がトマの首筋を撫なでた。開けたスペースの上に初しよ冬とうの曇り空が広がっていた。温かいコーヒーにすればよかったと後悔した。


    　校舎はＬ字型に新校舎と旧校舎が接合されていて、旧校舎は四階建て、新校舎は一階層高い五階建てになっている。トマがいるのは旧校舎の屋上だ。新校舎のほうは貯ちよ水すい槽そうやらなにやらがあるため開放されておらず、外から見れば屋上というよりテラスに近い形になっている。


    　高さ二メートルほどの金かな網あみに囲まれたこのスペースは、ところどころに芝しば生ふが植えられ、一定の間かん隔かくでベンチが置かれ、コンクリートの畳の上にはゴミ一つなく綺き麗れいに保たもたれていた。授業中なので人ひと気けはなかった。


    　いくぶん古びたフェンスに近づいてみると、緑の多い街並みがすべて見渡せた。森、公園、最も寄より駅、清せい峰ほう病院。トマたちのアパートは小さすぎて見つからなかった。トマは背筋を伸ばしてすぐ下を覗のぞいてみた。校庭は昨晩の雨のせいでどろんと黒ずんでいて、体育などで表に出ているクラスはなかった。さらに三十センチほどよじ登ると、校舎に寄り添う形に敷かれた花壇が赤や黄色のモザイクのように見えた。


    　ふと思い出されたのは、葉は月づきともえのことだった。


    　彼女はこの屋上から飛び降りたのだ。この金かな網あみを越え、靴を脱ぎ揃え、夜の虚こ空くうに飛び込んだのだ。彼女の身体は翌朝、ばらばらに花開いた状態で発見されたという。花壇の近くだと聞いたが、どこの花壇だろうか。トマはさらに一歩分よじ登り、ぎゅっと金網に頰を押しつけた。そのとき。


    「飛び降りんの？」


    　慌あわてて振り返ると、出入り口の上に男子生徒が座っていた。黄色のニット帽をかぶり、ネクタイをゆるく巻きつけ、制服をだらしなく着崩し、つま先に引っかけただけの上履きをぶらぶらさせていた。その下を通ったのに全然気づかなかった。


    「やめといたほうがいいよ」彼が言った。「死んだって幸せになれるとは限らないぜ。平穏な死体になれるともね」


    「寒くないの？」トマは彼のはだけた首回りを指差した。


    「べつに。いい天気じゃん、眩まぶしくもないし雨も降ってない。絶好の昼寝日和びよりだ」


    　彼はひょいっと前に飛び降り、軽快な音とともに膝を曲げて着地した。ズボンの裾すそを軽くはたき、大きな欠伸あくびをしながらずるずる上履きを引きずって近づいてきた。


    「お前、何年？」


    「えっと、二年」


    「俺、三年。相あい葉ば省しよう吾ごってんだ。お前は？」


    　イチロと同い年か。「明みよう神じんです」


    　みょーじん、と相葉は口の中で繰り返し、にやっと笑った。口くちの端はを上げるとかすかに八や重え歯ばがのぞいた。


    「授業サボりなんて、あと二年早いぜ。そいつは優しい先輩が没ぼつ収しゆうしてやる」


    　相葉は素早い動作でコーラを奪い取り、腰に手を当ててぐいっと傾けた。抗議の声を上げるいとまさえなかった。


    「あそこに飲食禁止って書いてあったろ」口元を拭ぬぐいながら相葉は言った。「見つかったら生活指導の遠とお山やまにぼこられるぜ」


    「ぼこられるのは僕じゃないと思うけど」


    　皮肉も意に介さず、相葉は残りも一気に飲み干した。トマに見せつけるようにげっぷをし、空からの缶を突っ返した。念のために振ってみても中身は一滴たりとも残っていなかった。


    「三年の星ほし野ののぞみって人、知ってる？」怒りを押し殺してトマは質問した。


    「知ってますか、だろ」


    「ひとのもん飲んだんだから教えてよ」


    　相あい葉ばはなにか言いたそうに唇を尖とがらせたが、「去年同じクラスだったよ」、仕方なしというふうにしぶしぶ答えた。「ほとんど話したことないけどな。なんつーか、近寄りがたいやつだったからさ。可愛かわいい顔してたけど」


    「どんな人なの？」


    「どんな人ですか、だろ？」


    「細かいなあ、もう」


    　ふふんと相葉は鼻で笑った。「ま、一言でいや不良娘ってとこだな。髪は変な色だわ、あぶねー店に出入りするわ、タバコだの酒だので教師から目ぇつけられてるわ。べつに誰かに迷惑かけてるつもりもねえんだろうけど、集団で生活するには協調性ってやつが足らなすぎんだな。黙ってりゃ可愛いのにさ、もったいねえ。あいつとお近づきになりたいのか、少年」


    「そういうわけじゃないけど」


    「残念だけど無理だな。あいつ、ここんとこ学校来てないみたいだから。つか蒸じよう発はつしちまったらしいし」


    　ひゅう、と強めの風が吹き上がった。思わずトマはてのひらで顔を覆おおった。そのときふと指の隙すき間まから見えた相葉の表情は、それまでのものとはまるで異質な、冷たく無機質で、対する者の内側まで見み透すかそうとしているかのようだった。


    「どういうこと？」風が収まってからトマは尋ねた。声はわずかに硬くなっていた。


    「さあね、俺も最近聞いたんだ」相葉の表情は元の軽けい薄はくな感じに戻っていた。「周りも教師も気づいたら長いこと休んでんなーって程度でさ。親は親で世せ間けん体てい気にして最近まで捜そう索さく願ねがい出さなかったらしいし。ともあれ、家出とか駆け落ちとかアブナイクスリ求めて海外留学とか、いろいろ噂うわさは立ってるよ」


    　──そんな可愛らしいことならいいけどな。


    　相葉が口の中でぽつりと呟つぶやいたのをトマは見逃さなかった。


    「誰も行方ゆくえを知らないの？　その人、学校に友達とかいないの？」


    「いっつも一人だったぜ、俺の知る限り。なんせ近づくなオーラがすごかったからな。実を言うと何度か話しかけてみたこともあったけど、それ以上近寄ると目潰つぶすぞって顔されてさ。あんなんじゃ友達どころか男もできねえよな」


    　そんな少女を西にし岡おかと狩野かのうの二人は捜していたのだ。ではなんのために？　二人と星ほし野ののぞみとにどんな接点があるというのだ？　ただ、今わかっているのは──その三人ともが行方不明になっているということだけだ。


    「なんか知らんけどさ、首を突っ込まないほうがいいぜ」相葉は人差し指をぴんと立てて言った。「結構やばいことになってる可能性だってあんだからさ。チンピラとかもっとやばいのとか、そういうのが出てきたらどうするよ？　それと授業にも出たほうがいい」


    「お互いさまじゃない？」


    　トマは両方の意味を込めたつもりだったが、相あい葉ばはただふっと笑うだけだった。そのまま背を向けて、片手を挙げながら出口のほうに歩いていった。


    「コーラごちそうさん。せいぜい頑張れよ」


    　相葉の背中が扉の向こうに吸い込まれていくまで、トマはなぜか目を逸そらせなかった。風がトマの前髪を揺らした。フェンスから一歩離れたときには彼の姿はもう見えなくなっていた。


    　トマにとって、相葉省しよう吾ごの姿を見たのはこれが最初で最後だった。


    



    　屋内に戻って階段を下りたところで、相葉は携帯電話を取り出した。相手は十回目のコールで出た。


    「もしもし」


    『もしもし』向こうの声はくぐもっていた。


    「寝てたんならすんません、十六夜いざよいさん」


    『いえいえ、ちょうど起きる時間でした。これから朝ごはん兼昼ごはんを食べようと思います。なにがいいですかね？』


    「知りません」


    　そういえば「〝探さがし屋や〟の十六夜は目を開けて寝る」という噂うわさを耳にしたことがあった。とても気になるところではあるが、今はそんなことを確かめている場合ではない。


    「あいつ、あの〝星ほし喰くい〟の化け物と戦ってたガキ、うちの学校に来たんです」


    『トマくん、とか言ってましたね』


    「俺には明みよう神じんって言ってましたよ。うちの制服を着てたけど、たぶん本当の生徒じゃないですね。どっかから制服ぱくっていろいろ探ってたんだと思います」


    『相葉くんの学校を？　いろいろ？』


    「そのへんはよくわかんないすけど、女子生徒を捜してました。星ほし野ののぞみっていう女で、元クラスメートです。夏休み前後から行方ゆくえが知れなくて、この前渡した失しつ踪そう者リストの中にも入ってます」


    　ううむ、と十六夜は電話口で唸うなった。それからごそごそと帽子越しに頭を搔かくような音がした。寝るときでも帽子をとらないという噂は本当なのかもしれない。


    『余裕があればその明神くんのことも詳細に調べたいところなんですが、あいにく時間がないんですよね。睡眠だっていつもの半分の一時間十五分しかとれてません』


    「いつも二時間半睡眠ですか」


    『ともかく、彼はなにを求めなにを追っているんでしょうね。それをはっきりさせておくべきだったかもしれません』


    「〝星ほし喰くい〟に関係するものってのは間違いないんじゃないっすかね。なんせ〝星喰い〟発祥の地ですからね、この学校は」


    『でも、もしかしたら僕らとは目的が違うのかもしれないですね、トマくん、もといみょーじんくんは』


    「どちらにせよ、下へ手たにちょろちょろ動いて〝星喰い〟にでもなられたら大変だし、適当に止めときますよ。十六夜いざよいさんはあと一時間十五分寝てください」


    『ありがとうございます。では、相あい葉ばくん』


    「はい？」


    『気をつけて』


    「はい。それじゃ」


    



    　その会話を、〝星喰い〟の少女は物陰で聞いていた。


    　彼女は明みよう神じん一いち郎ろうを警戒し、構内での彼の行動を逐ちく一いち窺うかがっていた。彼は葉は月づきともえや西にし岡おかたちに留とどまらず、星ほし野ののぞみにまで手を伸ばしている。ここまで辿たどり着くのは時間の問題かもしれない──とはいえ、そのうちに〝夜よる祓ばらい〟を先に見つけることができたのは、彼女にとってはまったくの僥ぎよう倖こうと言えた。


    　彼女が佐さ伯えきという男から知り得た情報は、夜祓いという概念と〝探さがし屋や〟という存在についてだけだった。だからこそ彼らを煙けむに巻くようにしながら、正面から戦うことは今まで避けてきたのだ。


    　けれど、ようやく見つけた。こちらが先に。


    　どうやら彼は、明神一郎のように身分を偽いつわっているわけではない、元々この学校の生徒のようだ。私を追って来たのではないし、ここに私がいることにも気づいていない。


    　携帯電話を閉じる少年の背中を見つめ、彼女はぎりりと奥歯を嚙かみ締めた。


    　逃げる、という選択肢を彼女は考えていなかった。そのカードはいつだって彼女の手元にあるし、これ以上追い詰められればそのカードを切る余地もある。新しい土地で新しい生活をはじめる。今度はもっと慎しん重ちように、時間をかけて仲間を増やしていく──。


    　いや、それはまだできない。まだ終わってはいない。


    　ここで逃げてしまっては、いったいなんのために〝星喰い〟になったというのか。なんのために私は生きていくというのか。


    　答えはすでに出ている、つまり──宣せん戦せん布ふ告こくだ。


    



    　構内から人ひと気けが失うせてきた午後五時前、ようやく補習から解放された相葉省しよう吾ごは、靴くつ紐ひもがほどけたままのスニーカーに足を突っ込んで校舎を出た。


    　夕陽は街の建物の群れの中に沈み、校庭に伸びる影は今にも消えゆこうとしていた。グラウンドでは総勢十名ほどの陸上部がさもしく練習していた。野球部やサッカー部は市街地のグラウンドを使っているため、校庭を使うのはもっぱら陸上部だけだ。彼らの顔は一様に硬く平へい板ばんで、動きはどことなくコマ送りのようで、甲かん高だかい笛の合図に合わせて黙々と作業をこなすロボットの群れように見えた。


    　省しよう吾ごの目の前を、ふと一人の女子生徒が横切った。栗くり色いろのロングヘアに背が高くすらりとした体型の少女だった。通学用のバッグには彼女のトレードマークとも言えるドクロを模かたどったシルバーのストラップがぶら下がっていた。


    「──星ほし野の？」


    　そのまま少女は新旧校舎間の渡り廊ろう下かを横切り、校舎裏のほうへと向かっていった。歩くたびにその髪はさらりと揺れ、銀ぎん細ざい工くはちゃりちゃりと音を響かせていた。


    　省吾はそのあとを追った。彼女の目が、黒い遮しや光こうシールで塞ふさがれているとも気づかずに。


    



    　　　　◎


    



    　商店街で夕食の買い物をすませたところで、トマは牧まき野の刑事と出くわした。ネギの差さったビニール袋を手にさりげなく通り過ぎようとしたが、あえなく呼び止められてしまった。


    「偶然だね」牧野はぶっきらぼうに言った。「学校は終わったのかい」


    「しっかり勉強してきましたよ」トマは涼しく言った。


    「噓だな。君が青あお葉ば高校の生徒でないことは知っている。若者がよくやるっていうこすぷれってやつかい？」


    　トマはそのまま立ち去ろうとしたが、牧野がその腕を摑つかんで振り向かせた。


    「君のこと、部下に頼んで少し調べさせてもらったよ。病院で名前はわかっていたからね」


    　牧野は内ポケットからタバコの箱を取り出したが、思い直して箱に戻し、代わりに裏ポケットから手帳を取り出した。ぱらぱらと捲めくる間に、二人の横をおばさんの漕こぐ自転車がよろよろと通り抜けていった。


    「明みよう神じん一いち郎ろう、十八歳。東とう京きよう都××区生まれ。二年前に暴力沙汰を起こして高校を中退。家族になにも告げずに蒸じよう発はつし、そのまま行方ゆくえ不明。捜そう索さく願ねがいは出されてはいないし、家族も捜してはいない。今はなにをしてるんだ？」


    「フリーターです。豚肉が傷いたんじゃうんで早く帰りたいんですけど」


    「西にし岡おかと狩野かのうの件に興味があるようだね。どうして？」


    　答えようとしたトマが窓の奥に引きずり込まれ、代わりにチキが顔を出した。交替の間の不可解な瞬まばたきに、牧野は思わず眉根をひそめた。チキは余裕の笑みを見せようとしたが、買い物袋の重さに顔をしかめ、地面に放り出した。ネギがことんと倒れたが知らん顔をした。


    「教えて頂いただきたいことがあるのですが」


    　口調の変化に牧まき野のはさらに戸惑った。チキはてのひらをさすりながらくすっと微笑ほほえんだ。


    「西にし岡おかくんと似たような症状で入院していた者が、ここ数か月の間、他にも認められたという報告はありましたか？」


    　刑事の反応はとてもわかりやすいものだった。「どうしてそれを？」


    「そしてその人たちも、西岡くん同様に病院を脱け出して失しつ踪そうしている。そうですね？」


    「君はいったいなにを知っている？」


    　チキはしばらく黙もつ考こうし、口を開いた。「正直、大したことはなにも知りません。わざわざその手帳にご記入頂いただくようなこともありません」


    「狩野かのうのアパートで暴れたのは君か？　いったいなにがあった？　まさか狩野も、西岡と同じように──」


    「なんのことですか？　狩野くんになにかあったんですか？」


    　牧野は鋭するどい目つきでチキを睨にらみつけた。そこには敵意にも似た強い感情が表われていた。チキはまったく顔色を変えなかった。やがて牧野は大きく息をつき、諦あきらめたように肩をすくめ、タバコを取り出した。


    「高校を退学になったのは、同級生や担任教師への暴力が原因だったそうだな」若じやつ干かんの皮肉のこもった口調で彼は言った。「被害届は出されていないが、君自身一日や二日警察に厄やつ介かいになったそうじゃないか」


    「わざわざそんなことも調べたんですね」


    「こっちも警察官のはしくれでね、こんなもん調べたうちにも入らんよ」


    「あのときの暴力については我わ……僕も深く反省しております。向こうにも大きな非があったにせよ、ね」


    「そんな君が、今回の件でいったいなにをしようとしている？　前まえ野の結ゆ衣い子このためか？」


    「正義の味方だからです」


    　牧野の口からタバコがぽろりと落ちた。チキは火を消してから吸すい殻がらを拾い上げ、牧野に手渡した。手の中でくしゃりと潰つぶしながら、牧野は呆ぼう然ぜんとチキを見つめていた。


    「病院で女の子を助けたときのことを言ってるのか？　まさか、またあのようなことが起こるとでも？」


    「わかりません。僕にできることをやるだけです。イコや西岡くんやお母さんのために」


    　言い終えたチキはトマと交替した。トマは買い物袋にネギを戻して拾い上げ、ふと思い出したように牧野に会え釈しやくをし、そそくさと立ち去ろうとした。


    「これ以上、首を突っ込むなっ」トマの背中に牧野は言った。「それは俺たちの仕事だ。西岡も狩野も、必ず捜し出して親許に連れ帰す」


    　トマは半分だけ振り返った。「刑事さん、〝星喰い〟って言葉、聞いたことある？」


    　牧野は目をまん丸くして首を傾かしげた。「ホシクイ？　なんだそりゃ、狩野と関係あるのか？」


    　トマはなんでもないと首を振り、最後に会釈をして歩き出した。買い物袋の中身を確認しながらちらりと背後を窺うかがうと、刑事はその場に立ち尽くしたままトマから目を離そうとはしなかった。商店街の終わりの角を曲がるまで、その鋭するどい視線はトマの背中にあり続けていた。


    



    　　　　◎


    



    　見えない手がカーテンを引くように、夜は忍しのびやかに世界に広がっていく。


    　校舎の裏手に広がる林の中を、四つの人影が疾走していた。寝静まる木々の合間を縫い、茂みを飛び越え、落ち葉を撒まき散らし、濃密な夜気を切り裂いていく。


    　その一つは相あい葉ば省しよう吾ご。そして残りは省吾を追い詰める三つの死体。


    　俊しゆん敏びんででたらめな動きをする追っ手たちに意識を向けながらも、省吾はぷつぷつと内臓に刺さる冷ややかな恐怖を押し殺すのに必死だった。落ち着け、落ち着け。口の中で呪じゆ文もんのように呟つぶやいても、暴れ出した鼓こ動どうは鎮しずまることを知らなかった。


    　混こん沌とんとした脳みそから気持ちを引き剝はがすために、制服に仕込んだ所持品を手探りで確認してみた。パチンコ玉、剃かみ刀そりの刃、折り畳たたみナイフ、そして折り紙。何度確かめてみても普段通りの最低限の装備しかなかった。こんな子供騙だましを飛ばしたところでどうなるものか。思わず苦笑が漏れたが、おかげで恐怖は少しだけ薄らいでいった。


    



    　相葉省吾はいわゆる〝憑つき物もの使つかい〟の流れを引く者だった。


    　形あるものに低級な者を──「深き海」と呼ばれる普遍的無意識の領域に漂う、単純ななりかたちの知性も能力も低い者を憑ひよう依いさせ、自みずからの意識下で操あやつる異い形ぎようの術。相葉家はその力により栄さかえた一族であり、それにより衰すい退たいした一族でもあった。


    　時代とともに力は薄まり、その資質を持って生まれる者は滅めつ多たに顕れなくなっていた。省吾の父も兄弟たちも資質を持たないごく普通の人間だった。末っ子である省吾だけがその力を色濃く受け継いでいた。


    



    　緩ゆるやかな傾斜を駆け下りながら、省吾は必死に攻撃を避よけていた。迫りくる三体とうまく距離をとり、拙つたない連れん係けいの隙間を縫って自分の領域を保持する。そうした術はこれまでの訓練の中で培つちかってきたものだ。命をかけた実戦はこれが初めてだった。


    　敵のうちの一体──[image: ]やせこけた青年が大きく弧こを描くように走り込み、省吾の行く手に先回りした。残りの二体との連係ではない、省吾の動きの中でそうリードしたのだ。


    　省吾はスピードを緩め、てのひらに載せた小さな剃刀の刃にふうっと息を吹き込んだ。金属片はひとりでに浮かび上がり、目の前の敵へと飛翔した。死体の目を覆おおう布を切り裂き、木の幹みきに突き刺さって静止した。甲かん高だかい絶叫が林中を震え上がらせた。


    



    　省しよう吾ごの祖母は〝憑つき物もの使つかい〟を生なり業わいとし、夜の世界では広く名の知れた存在だった。そのもう一つの顔として、彼女は一族の資質を受け継ぐ数少ない子供たちを引き取って育てていた。


    　省吾が両親から見捨てられ、その祖母の許に預けられたとき、その狭い団地にはすでに省吾より二歳年下の男の子がいた。さらに省吾が十歳になる頃にはもう一人女の子が増えた。そこに集まったのはいわば、一族の抱える旧世代の澱だった。家族に見捨てられた子供たちはそこに身を寄せ合い、祖母の下でささやかな二度目の家族を形成した。


    　青あお葉ば高校の男子寮に入るためにそこを出るまでの十年間を、省吾は血の繫つながらない兄弟たちとともに平穏に過ごした。その間に祖母による憑き物使いの訓練も受け、その力の使い方を厳密に学んでいった。


    



    　省吾の後方で断だん末まつ魔まの絶叫はみるみるうちに萎しぼんでいき、やがてふつりと途切れた。再び起き上がる気配はなかった。かりそめの命がようやく途絶えた瞬間だった。


    　他の二体は仲間の静止に見向きもせず、インプットされた命令の遂すい行こうにのみ尽じん力りよくする機械のように省吾を追いかけていた。

  


  [image: ]


  
    　携帯電話は不意打ちを受けた際にすでに破壊されていた。辺りに人のいる気配はない、たとえいたとしても巻き添えになるだけだ。今の省吾にできることは、この事態を自力で切り抜けるか、十六夜いざよいが連絡に気づいてくれるまで持ち堪こたえるしかなかった。


    



    　──お父さんやお母さんを憎んではだめよ。


    　ことあるごとに祖母はそう言っていた。


    　──憎しみは確かに、一時の熱と力をもたらしてくれる。けれどね、心を燃やしたあとに残る真っ黒な水は、やがて意識を鈍にぶらせ、濁にごらせ、固まらせる。そして無意識の領域にも流れ込み、いつまでも滞とどこおる。それは私たちのように真っ暗な無意識の領域と隣り合わせに住まう者にとってはよくないことよ。それではいつまでも、よき憑つき物もの使つかいにはなれない。


    　ならどうしたらいい、と省しよう吾ごは声を張り上げた。あいつらを許せって言うのかよ？


    　祖母は否定も肯こう定ていもせず、穏やかに笑っていた。


    　──受け入れればいい。憎しみも、それによって生まれる暴力性も。自みずからのものとして受け入れ、把は握あくし、制御するのよ。大切なのは自分という存在を正しく認識し、世界を正しく認識すること。とても難しいことだけれどね。


    　難しすぎて省吾にはわからなかった、祖母はそんな孫まごの頭を撫なで優しく笑った。


    　──あなたならきっとわかるときが来る。そのときはきっと、よい憑き物使いになれるから。


    



    　一瞬の隙すきをついて距離を詰めてきた一体──がっしりとした体格の男が、省吾の目の前まで迫っていた。月明かりの加減で男の頰にある大きな古い傷痕がかすかに浮かび上がっていた。省吾は手の中のパチンコ玉を頭上に放り投げた。銀色の玉はそれぞれの軌道を描いて男の周りに降り注ぎ、男の足を止めた。その隙に省吾は男の背後に回り込み、ナイフの刃を頭上に振りかざした──しかし、次の瞬間。


    　どすん、と世界を揺るがすほどの衝撃がわき腹を貫つらぬいた。ぼきっと乾いた音が骨を伝って全身に響き、同時に視界が残像を描いた。省吾の身体は数メートル先の木に激突した。大きな幹がぐらりと揺らぎ、死にかけた葉が舞い散った。その中で省吾は激痛と苦しみに身じろぎさえできず、喉のどの奥からかすかな悲鳴を上げることしかできなかった。


    　蹴り足を戻し、落ち葉を踏みしめながら近づいてくるのは、省吾と同じ高校の制服を着た少女だった。湿りけを帯びた風に揺れる艶つややかな栗くり色いろの髪、夜闇にぼうっと浮かび上がる白い首筋、べったりとした遮しや光こうシートに覆おおわれた目。その均整のとれた美しい姿し態たいは省吾も幾いく度どとなく目にしたことがあった。三つめの死体の名を、星ほし野ののぞみといった。


    



    　自分から罠わなに飛び込むなんて、と省吾は心の中で自じ嘲ちようした。自分の力量も相手の実態も認識せず、感情に任せて動いた結果だ。


    　いずれいい憑き物使いになれる。祖母はそう言っていた。


    　その日がこれからも永遠にこないということを、省吾はようやく知ることとなった。


    



    



    「よう星ほし野の」省しよう吾ごは自分の目元を指で叩いてみせた。「そんなんつけないほうが可愛かわいいぜ。って聞こえてんのか？」


    　星野のぞみは少しも表情を変えず、返事もせず、塞ふさがれた瞳で省吾を見下ろすだけだった。省吾は思わず苦笑した。


    　さくっ、さくっ、と落ち葉を踏みしめる音が地面を伝ってきた。ゆっくりとした歩調で現れたのは、星野のぞみと同じ制服を着た少女だった。暗いせいで顔ははっきりと見えないが、見憶えはなさそうだった。


    「お前が〝星ほし喰くい〟か」省吾はわき腹をさすりながら言った。「まさかうちの生徒だったとはな」


    　少女は口だけでにっこりと笑った。わずかに残るあどけなさと人形のような無機質さがそこに浮かんでいた。


    「この場で俺を喰うと、他の〝夜よる祓ばらい〟にも気づかれるぜ。喰うときに気配が外に漏れるからな、その綺き麗れいな皮の下のどす黒い気配が」


    「失礼よね」少女は苦笑した。「でも、もう知ってるから。あの人に教えてもらったのよ。あなたたち〝夜祓い〟のことも少しだけね」


    「……佐さ伯えきさんか。今どこに？」


    　少女は自分の胸に手を当てた。「ここに」


    　十六夜いざよいの言った通りだった。省吾は唇を嚙み締めた。


    「俺のことも知ってたのか？　もっと早くに仕掛けてくりゃよかったのに」


    「あなたのことは今日、屋上で知ったのよ。私を追いかけている人たちの仲間が、まさか同じ学校にいたなんてね。内緒の電話をするときはもうちょっと声を小さくしたほうがいいと思うけど」


    「ああ。俺もそう思うよ」


    　少女はくすっと笑った。その後ろで星野のぞみと男は、身じろぎもせずに突っ立っていた。


    「食べるのは後のち々のちとして、その前にいろいろ教えてもらわなくちゃね。拷ごう問もんなんて怖い真ま似ね、したくないけど。それともすぐに死にたい？」


    　省吾は選択肢を吟ぎん味みするように間をおいた。死ぬ覚悟はすでにできている、けれどこのままでは終われない。そのためにも時間を稼かせぐ必要がある。


    「腹減ってないんなら、そいつらに俺を食わせればいい。そうすりゃ俺も晴れてゾンビーズの仲間入りだろ」


    「この子たちは私とは違うの」少女は二つの死体を振り返りながら言った。「母親を真似る子犬みたいに、私が食べるものを同じように欲しがるけど、実際に食べることも種を生み出すこともできない。嚙かみついて気を失わせるくらいが精一杯ね」


    「種？」


    「〝星ほし喰くい〟の種よ。抜ぬけ殻がらを眷けん属ぞくにするための、ね」


    「でも種は完全な〝星喰い〟をつくれないってわけか」


    「残念だけどね。この目隠しもそうだけど、ハムスターより手間がかかるわね」


    「信じられねえ話だけど、それが空からっぽの死体どもが動き回るからくりか」


    「信じてもらえなくても構わないわ。どうせあなたもそうなるんだから」


    　省しよう吾ごはやれやれというふうに一息ついた。ひとまずネズミ算式に増える心配は消えたわけだ。それだけでもありがたい話だ。


    「そんで、お前は誰から種を貰もらったんだ？」


    　少女の顔から笑みが消えた。


    「図星かよ、当てずっぽうだったのに」省吾は低く笑った。「そうなると、お前が貰ったやつこそいわゆる完全な種ってわけか。それでお前は種とやらをばら撒く変わり者の〝星喰い〟になったんだ。そうだろ？　誰に貰ったんだ？」


    　少女は口元に手を当て、親指の爪を嚙かんだ。省吾はなにも言わず、しんと静まり返った木々や風とともに少女の答えを待った。わき腹の痛みは時間をおいても引く気配はなく、どうにも動けそうにはなかった。


    　やがて、少女が指先から口を離し、また少し迷ってから答えた。「柏かしわ木ぎ美み涅くり」


    「……冗談だろ」今度は省吾が言葉を失った。


    「さあね。もういいでしょ。そろそろおいとましないとね」


    　湿り気を帯びた足音とともに、少女のシルエットが省吾に近づいた。結わった跡の残る長い髪がふっと揺れた。省吾は目を閉じて右手で目を覆おおった。時間を稼かせぎ待ち続けた気配を耳と肌で感じ取ろうとした。しかし──この林の中にいるのは省吾と怪物たちだけだった。近づいてくる者の気配もなかった。


    「残念ね、探さがし屋やさんは間に合わないみたい」


    　省吾は天を仰いだ。「……そうみたいだな」


    「ほら、元気出して。選ばせてあげるから」


    「なにを？」


    「決まってるでしょ。こっちのいかつい男の人か、美しい不良娘か」


    　省吾は思わず笑ってしまった。少し迷う振りをしてみせたが、男のほうがゆらりと動いたので慌あわてて星ほし野ののぞみを指差した。少女が合図をすると、星野のぞみが一歩にじり寄った。


    「もう一つだけ、最後にこれだけ訊かせてくれよ」省吾は指を一本立ててみせた。「なぜ逃げない？　俺を殺しても、いずれは他の〝夜よる祓ばらい〟に捕まるぜ。もうこの街にはいられないってわかってんだろ？」


    　少女は小さく首を傾かしげ、それからふっと鼻で笑った。「質問に質問で答えるようだけど、これに答えられたら生かして帰してあげてもいいわ」


    「どういう意味？」


    「──────────？」


    　ひゅう、と風が木々の合間を通り抜けていった。世界の時間が少しずつ動き出していく。一つの運命が終末に向かっていく。それを二人に、〝憑つき物もの使つかい〟と〝星ほし喰くい〟に伝える風だった。


    「それがお前の逃げない理由か」


    　少女は笑った。その笑みがどんな意味を含んでいるのか、省しよう吾ごにはわからなかった。薄く瞳を閉じて耳を澄ましてみた。こちらに向かってくる気配は一つもなかった。やはりここで終わりということだ。


    　星ほし野ののぞみが省吾の足元に屈かがみ込んだ。ゆっくりと、地を這はう蛇へびのように省吾の身体に身体を近づけていき、その白いてのひらで首筋に触れた。ひんやりとした感触が省吾には心地よかった。


    「憶えてないだろうけどさ」省吾は耳元に囁ささやいた。「近づくなっつったのはお前のほうだぜ」


    　のぞみはぴくりとも表情を変えなかった。その細い吐と息いきが省吾の頰に触れた。ぶ厚い化粧など塗らずとも、彼女の頰は陶器のように滑らかだった。


    「じゃあ、おやすみ」少女が言った。


    「最後に言わせろよ」


    　省吾は震える腕を伸ばし、空を指差した。木々の切れ目からのぞくその空には金色の月が浮かんでいた。うっすらとした鈍にび色いろの雲間にあり、世界を照らすには頼りない存在だった。その形は満月よりも少しだけ欠けていた。


    「どれほどうまく隠れようが、どこの街に逃げようが、〝探し屋〟がお前を見つけ出すぜ。憶えとけよ──」


    　星野のぞみの唇が、省吾のそれと重なった。


    　雲が月を覆おおい隠した。そして、省吾は深い夜の中に沈んでいった。


    



    



    　その五分後。〝探さがし屋や〟はその場所に辿たどり着いた。


    　林は普段通りの夜の静けさを取り戻していた。木々は浅い眠りにつき、ときおり風に葉を揺らしていた。どこか遠いところから車の走る音が聞こえてきた。辺りに生き物の気配はない。


    　十六夜いざよいは感じとることができた。この場所に撒まき散らされた暴力の残ざん滓しを。残り香のように木々の幹みきにこびりついた〝深き者〟の意思を。命の危機に晒さらされた者の絶望を。


    　紙かみ屑くずが一つ落ちていた。くしゃくしゃに丸められた折り紙だ。相あい葉ば省吾はそういったものを常にポケットの中に入れていた。薄汚れた表面には幾筋もの細かい切れ目が入っていて、かすかな月明かりにすかしてみると、かすかに文字のようなものが浮かび上がった。十六夜はそれを何度か読み、ポケットに仕し舞まった。


    　もう一方の手の中には、ここへと導みちびいてくれた折おり鶴づるがあった。いまはもうぴくりとも動かず、くしゃくしゃの身体を傾けたまま眠り続けていた。


    「やっぱり、文明の利器には勝てないですね」


    　彼はそれも同じポケットにそっとしまった。帽子を深くかぶり直し、フラスクから水を一口飲み、息を整えて再び歩き出した。その背中は黒々とした木々の群れにするりと溶け込んでいった。


    



    　　　　◎


    



    　夢とも放心ともつかない曖あい昧まいな領域から意識を取り戻した牧まき野のは、湧き起こる欠伸あくびを嚙かみ殺し、デスクの隅に放置されていたコーヒーの残ざん滓しをすすった。室内にはびこるがらくたや積み上げられた書類の山は、束つかの間まにだけ訪れた無人の平穏に負けて寝静まっていた。牧野は何度か首を左右に倒し、深く息をついた。かさかさに乾いたてのひらで顔を擦り、椅い子すを軋きしませてよいしょと立ち上がった。


    　足音の響く寒々しい廊ろう下かを、妻への謝罪のメールをつくりながら歩いた。「悪いが今日も遅くなる。日付が変わるまでには帰る。先に寝ていてくれ」。階段に差しかかったところで上がってくる足音が聞こえ、足を止めて顔を上げた。現れたのは盗とう犯はん係に所属する女性警官だった。


    「お疲れ様です、牧野さん」彼女は言った。「今日も徹夜ですか？」


    「清し水みずか、ご苦労さん。君がこんな時間まで残ってるなんて珍しいな」


    　清水はかすかに苦笑し、額ひたいに手を当てて少しうつむいた。すらりとした長身にぴったりと張り付くダークスーツは、一日の疲れを表わすようにだいぶしわがついていた。


    「いえ、鞄かばんを取りに戻っただけです」


    「珍しく疲れた顔してるな。なにかあったか？」


    「いえ……なにも。では、お疲れ様です」


    　清水はほんの少しだけ笑みのようなものを浮かべ、軽く会え釈しやくをして牧野の横を通り抜けていった。こつこつという硬い音が廊下の窓ガラスを叩くように響いていた。普段は頑かたくなな完かん璧ぺき主義者でほとんど隙すきを見せることのない彼女の背中が、今はだいぶ弱っているように見えた。牧野はもう一度声をかけようか迷ったが、結局拒こばまれる気がしてやめた。


    　牧野は階段を半地下のフロアまで下り、いっそう薄暗くなった廊下を進んだ。目的の部屋の前に着くまでに、妻からの返信はなかった。


    　資料室の薄っぺらいドアを開け、明かりを点つけた。寿じゆ命みようの大半を消費した蛍光灯が狭い部屋に弱々しい光を注いだ。牧野は黴かび臭いにおいに顔をしかめながら奥へと進んだ。目当ての棚の前で立ち止まり、そこから一冊の資料ファイルを取り出した。それは牧野が新人としてこの署に配属された年、つまり二十一年前に起こった事件や事故を写真や新聞記事を添えてまとめたものだった。牧まき野のはファイルを開き、勝手を知った手つきでやや黄ばんだページを捲めくっていった。


    



    　二十一年前、当時この街で奇妙な病やまいが流は行やった。


    　罹り患かん者はたったの五名だったが、その五名はまったく同じ奇妙な症状を呈していた。目は開いているのになにも見ておらず、聞こえているはずなのに反応はなく、呼吸はしているのにまるで死んでいるようだった。原因が不明ということも全員共通していた。


    　未知のウィルス、化学薬品、新種のドラッグ、果ては宇宙人誘ゆう拐かい説など、当時のマスメディアはさまざまな憶おく測そくを書きたてた。しかし原因の究明はついに叶かなわず、罹患者らも意識を取り戻すことなく一年以内に衰すい弱じやく死した。それ以来、その病気がこの街に、ひいては世間に顕れることはなかった──それから気が遠くなるほどの歳月が経つまでは。


    



    　牧野はファイルから顔を離し、背後の棚に寄りかかってタバコを吸った。ここ数日、時間があればここへ来て、堆たい積せきした過去の時間の静けさに浸つかりながら思し索さくに耽ふけるのが日課となっていた。


    　二十一年後の今、あのときと同じと思われる症状の者が現れた。西にし岡おか正まさ臣おみ。さらに調べてみれば、この辺り一帯で数か月のうちに似たような症例が三例も発見された。


    　これはあのときの奇病と同じものではないか？　……しかし。


    　牧野は頭を搔かきむしった。その拍ひよう子しにタバコの先から灰が零こぼれ、床に落ちた。ファイルに落ちなかったのは幸さいわいだった。牧野は無言のまま靴底でぎゅっと踏み消した。


    　しかし、西岡は目を覚まし、自みずからの足で病院を出て行ったではないか。残りの三人も同じように忽こつ然ぜんと姿を消した。あのときとは違う。しかし……なにかが引っかかるのだ。


    　脳みそを冷ややかな静せい寂じやくの中に浸ひたしても、どれだけ煙混じりのため息をつこうとも、答えどころかその疑問自体の存在価値さえ揺らいでしまいそうだった。


    　牧野はファイルを閉じ、棚に戻した。そのとき、半地下で辛かろうじて繫つながっていた電波が彼の携帯電話を震わせた。牧野は伸ばした手を引っ込め、懐ふところの携帯電話を取り出した。妻からのメールには彼の謝罪に対する了りよう承しようの言葉が簡かん潔けつに記されていた。労いたわりも励ましも、恨うらみや不満の感情さえ見られなかった。機械的な文字、表示通りの質素な言葉、ただそれだけのものだった。


    　牧野は携帯電話を閉じ、懐に仕し舞まった。これまでも牧野は家庭も家族も顧かえりみずにこの街を奔ほん走そうし続けてきた。一晩や二晩姿を見せなくとも、家庭はなんの支障もなく回るのだ。


    　吸すい殻がらを携帯灰皿に入れ、重い足取りで資料室をあとにした。過去の時間の象徴たちに再び、重い沈ちん黙もくと埃ほこり臭くさい眠りが訪れた。

  


  
    



    



    　　　　第四章


    



    



    　校舎裏の人ひと気けのない辺りでコーラを飲んでいると、突然ポケットがぶるぶると震え出した。イコからの電話だ。


    『もしもし、いま平気？』


    「うん」トマは周囲を窺うかがいながら返事をした。


    『前から言われてた、ともえのお母さんのことだけどね』


    「うん」


    『やっぱり……話したくないって。ボクからもお願い。そっとしておいてあげて欲しいの』


    「仕方ないね。ありがとう」


    　電話を切ろうと耳から離しても、彼女の気配はまだそこにあった。


    「イコ？」


    『……イチロ』


    　彼女の声は消え入りそうにか細く、手を伸ばせば触れられそうな距離に感じられた。


    「どうしたの？　大丈夫？」


    『……なんでもないの……またね、イチロ』


    　彼女の気配はそっと途絶え、代わりに無機質な沈ちん黙もくが訪れた。トマは携帯電話を仕し舞まい、コーラの残りを飲みほしてその場を離れた。


    



    　その日、星ほし野ののぞみについての話を聞くことができた。彼女の同級生で中学も一緒だったというその女子生徒は、噂うわさに聞く星野のぞみにも劣おとらない不良っぽい少女だった。


    「最後に会ったのは夏休みの終わり頃だったと思うよ」少女は茶というより金色に近い髪をいじりながら言った。「どこだったか忘れたけど、どこかのクラブ。なんか妙にそわそわしてて落ち着かなさそうでさ。だいぶ呑んでたみたいけど、ちっとも酔ってなさそうだったね。なんつーかさ、えーっと……」


    「怯おびえてる、みたいだった？」


    「そうそう」少女はぱんとてのひらを叩いた。「それそれ」


    　トマは思わず周囲を見回した。今や食堂中の視線がこちらに向かっているようにさえ思えていた。ただでさえ少女の身なりとリアクションが派手なのだ。昼食を奢おごるという約束ではあったが、どうせなら売店ですませればよかったと後悔した。


    「えっと、片かた岡おかさんは──」


    「アツコでいいって」


    　トマは少し赤くなった。「アツコさんは星ほし野のさんとどれくらい親しかったの？」


    「べつに友達ってわけじゃないけどね」そう言って片岡篤あつ子こは和風ハンバーグを口に入れ、ご飯と一緒に味わいながら咀そ嚼しやくし、満足そうに飲み込んでから続けた。「同じ穴のナントカってやつでさ、お互い嫌い合ってるわけでもないし、顔合わしたらアイサツくらいはするって程度かな。ケータイも知らないし」


    　言い終えると篤子は口いっぱいにハンバーグを頰ほお張ばった。会話になりそうになかったので、トマも彼女に倣ならって昼食に手をつけた。学食なんて二年振りだったが、こうして誰かと一緒に食べていると思い出のそれよりもずっと美お味いしく感じられた。しばらく二人とも黙々と料理を味わった。トマが残りのサラダをばりばりと嚙かみ砕いているうちに、先に食べ終わった彼女が温かいお茶を二人分持ってきてくれた。


    「ここだけの話ね」彼女は頭を近づけて言った。「あいつもう、すげえやばいことになってんじゃないかなって思うんだ。もしかしたら、もうコンクリ詰めで海の底だったりして」


    トマは思わず湯呑みを落としそうになった。「どういうこと？」


    　篤子はきょろきょろと周りを見渡し、お茶をぐいっと飲み干した。相当熱かったらしく舌を出して顔をしかめたが、すぐにまたトマのほうに頭を近づけた。


    「誰にも言うなよ」さらに声量を絞って彼女は言った。「六月にさ、一年生の自殺事件があったろ。あの頃からさ、あいつの様子が少し変だったんだ。見た目はあんまり変わりないんだけど、なんつーかそれ、怯おびえてるってやつだね、やたらと周りを気にしてるっぽかったんだ。どうしたんだって訊いたらさ、あいつ、変なこと言ったんだよ。あの死んだ一年生、実は自殺なんかじゃなくて殺人だったんだって。あの日の夜、あの子が屋上から突き落とされるのを見たんだって」


    　周囲の喧けん騒そうが一瞬にして搔き消え、時間が止まった。トマは言葉を失った。


    「あたしもすげえびっくりして、まじかよ、どんなやつだよって訊いたんだ。そしたらあいつ、急にへらって笑って、吸血鬼、なんて言って笑ったんだ。知ってるでしょ、うちの学校ができた頃に流は行やってた怪談だよ。セーラー服着た吸血鬼が学校に潜ひそんでるってね。だからさ、その殺人の話はただの冗談なんだって、そのときは思ったわけよ」


    「もしかして、星野さんがその噂うわさを広めた本人？」


    「ああいや、それはあいつじゃなくてあたしかな。他のやつに冗談で話したら、あっという間に広がっちゃってさ」


    「星野さんはそんな時間に学校でなにしてたんだろうね？」


    「さあね。でも金がないときは茶室とか宿直室で寝泊まりしてるって言ってたし」


    　トマは箸はしをくわえたまましばらく考えた。


    「あのクラブで会ったときね」篤子は記憶を手た繰ぐるように目を細めていた。「ふと思ったんだ。あれはほんとに冗談だったんかなって。あのときの感じも、最後に会ったときの怯おびえた様子も、もしかしたら本当に──」


    　はっと顔を上げ、まさかね、と篤あつ子こは照れを隠すように笑った。わずかに青ざめて見えるのは気のせいだろうか。いつの間にか喧けん騒そうは現実に戻っていた。テーブルには話し合い笑い合う少年たちの顔が並んでいた。トマはお茶を飲んだ。当初の温ぬくみを失ったそれは、身体にまとわりつく寒気を少しも拭ぬぐってはくれなかった。


    



    



    　西にし岡おかと狩野かのう、星ほし野ののぞみ、そして葉は月づきともえ。それらが一つに繫つながろうとしている。


    　篤子の話が本当なら、西岡たちはともえの死についての真相を聴き出すべく星野を追いかけていたということだ。学校に広まった噂うわさが、篤子が聞いた話が真実なのかどうかを本人に確かめるために。


    「つまりこういうことかな」トマはチキに相談してみた。「西岡と狩野は、葉月ともえの自殺の真相を聞くために星野のぞみを捜していた。彼女との接触は叶かなわないまま、あの店に入り浸びたるうちになんらかのトラブルに巻き込まれて、それこそ新種のドラッグみたいなのに侵おかされてしまった、と」


    　チキはそれについては否定も肯こう定ていもしなかった。口元に手を当てたまま深く考え込み、ときおり眼鏡めがねを上げる仕草をしていた。


    「葉月ともえは自殺ではなかったと思うか？」チキがふと尋たずねた。「彼女は死ぬ前に上履きを脱いで揃えていたという。争った痕こん跡せきも見つからなかった。警察はきちんと状じよう況きようを検証したろうし、やつらだって馬鹿じゃない。だいいち、その警察にも星野は言わなかった」


    「警察に関わりたくないのは僕らも同じだけどね」


    「確かなのは、星野のぞみがなにかしら危機を感じていたということだ。それが身に降りかかったせいで彼女が消えてしまったのだとしたら、二人もまた彼女を追う中でそれに接触していた可能性もある。推測に推測を重ねるようだがね」


    「それって、なに？」


    「〝星ほし喰くい〟」チキはさらりと言った。「黒ずくめの男の言葉を信じるとすればね」


    「とはいっても、そんな言葉聞いたことないよ。なんだよ、星を喰うって」


    「それについてずっと考えていたんだ」チキは慎しん重ちように言葉を選んで言った。「なんとなくだが、これかなというのはあるんだけれど、あまりにも突とつ飛ぴ過ぎてね。もう少し考えさせてくれ」


    　トマは苦笑した。「任せるよ。今話されても僕らにはちんぷんかんぷんだろうからね」


    「ただ、その〝星喰い〟という言葉なんだが」チキが珍しく歯切れの悪い口調で言った。「なんというか、実は以前にそれと似たような言葉をどこかで目にした憶えがあるんだよ」


    「ええっ？　まじで？」


    「それがずっと思い出せなくてね。ここ最近、魚の小骨が喉のどに引っかかったような、くしゃみが出そうで出ないような、でも考え直してみると小骨もくしゃみの気配も本当はただの気のせいなんじゃないかって、そんな釈しやく然ぜんとしない気持ちの悪い状態が続いているんだよ」


    「チキらしくないじゃんか。早く思い出してよ」


    「やれやれ、私の記憶力も衰おとろえてしまったものだ。これもパクやトマといったイマイチ脳みその足りない者たちと共きよう生せいしているからだと思うんだが、どうだろう？」


    「知るかよ」


    「ともあれ──」チキは軽く咳せき払ばらいし、気を取り直して言った。「片かた岡おか篤あつ子この話で一つだけはっきりしたことがある。事件の鍵かぎは、葉は月づきともえと彼女の死にあるということだ」


    



    



    　西日の差し込む放課後の廊ろう下かを一人ぶつぶつ呟つぶやきながら歩いていると、ふと目の前に人の気配が現れた。トマを遮さえぎるように女生徒が一人立っていた。筒つつ井い沙さ知ちだった。下校するところだったのか、通学用のバッグを肩に下げていた。


    「やあ、この前はどうも」トマは言った。


    「まだこの学校にいたの」沙知はぽつりと零こぼすように言った。「先生に見つかったら大変よ。この学校の生徒じゃないんでしょ」


    　トマは目を丸くした。「あれ、ばれてた？」


    「二年どころかこの学校に明みよう神じんなんて名前の人いないもの。資料室にある在校生のデータベースは生徒でも閲えつ覧らんできるのよ」


    　へえ、としかトマは言えなかった。それなら星ほし野の姓を探すのに名めい簿ぼを盗み見るなんてアナログなことをする必要なかったじゃないか。


    「早く帰ったほうがいいわよ」


    「遠とお山やまに見つかったら半殺しじゃすまない、でしょ」


    　沙知はくすりとも笑わなかった。読書中ではないからか、眼鏡めがねはかけていなかった。


    「それで、西にし岡おかくん見つかった？　狩野かのうくんは？」


    「まだだよ。それよりさ、西岡くんの部屋に行ったらしいね。ノートを貸していたとかで」


    　沙知は答えなかった。あくまでも質問をしているのは自分だと、上の立場から見ているような雰ふん囲い気きがあった。……以前からこんな感じの子だったろうか？


    「あの」とチキが言った。「アルジャーノン、お元気ですか？」


    　沙知の表情がぴくりと動いた。そのわずかな反応をチキは見逃さなかった。


    「西岡くんのペットのハムスターです。檻おりから逃げ出して見つかってないらしくて、お母さんは未いまだに捜しているそうですけど、もしかしてあなたのところにいるんじゃないですか？」


    「どうしてそう思うの？」沙知の声は明らかに強こわ張ばっていた。


    「あてずっぽうです。そういえば、あなたがこの前読んでいたのはダニエル・キィスでしたね。西にし岡おかくんの部屋にも揃っていました。西岡くんから可愛かわいいアルジャーノンを譲り受ける約束でもしてたんですか？」


    「そんな話はしてないし、そんなの貰もらってない」


    「そうですか。ところで貸していたノートってなんだったんですか？」


    　チキのわざとにやけた表情とは対照的に、沙さ知ちは無表情のまま口を噤つぐんだ。彼女を取り巻く空気に異様な雰ふん囲い気きが混じりはじめているのにチキは気づいた。沈ちん黙もくがじりじりと張り詰めていった。いつの間にかてのひらに汗をかいていた。戸惑いを隠すためにチキは無駄な笑みを解いた。


    「もしかして、本当は二人についてなにかご存じなのでは？」


    　沙知はふっとうつむき、右肩に下げたバッグを持ち替えようとした。ふいに途中で手が滑り、バッグがぐらっと傾いた。銀色のドクロのストラップがちゃりんと乾いた音をたて、傾いた先から次々とノートやら本やらが床に散らばった。


    　チキは慌あわてて駆け寄り（軽く息が切れた）、拾うのを手伝った。今日びの女子高生にしてはたくさん本を持ち歩いているな、などと感心していたチキの目に、ふと一冊の本が留まった。薄い紫色の表紙をした、厚みのない小さな本だった。


    　チキの精せい巧こうで複雑な頭の中で、なにかがかちりと音をたてた。


    　──これと同じものを見た憶えがあった。いつ？　……確か、この学校に初めて来た日だ。どこで？　……そうだ、放課後に訪れた図書室だ。


    　チキはそれを手に取り、背表紙を確かめた。『ねがい』と金色の文字で記されたその表題が、チキの記憶の中の文字とぴったりと重なった。あの日、最後に手にした本だ。心地よい活字と想像の世界に耽ふけっていたところを、早く出よう退屈だとトマたちに急せかされ、これが最後と手にしたのが──まさにこの本だった。


    　沙知がなにか言ったようだったが、もはやチキの耳には届かなかった。


    　見えない手に引きずり込まれるようにして、チキの意識は記憶の海の中に沈んでいく。


    　それは青あお葉ば高校の[image: ]立十周年時に発行された、それまでの卒業生の残した詩や文章を集めた詩文集だった。あのときはトマたちのせいでほとんど読む暇ひまもなく、ぺらぺらと捲めくって流し読みしただけで棚に仕し舞まってしまったのだ。


    　海の中でチキは手を伸ばす。答えはその手に合った形となり、そこに吸い込まれていく。記憶と現実の境界線が曖あい昧まいになっていく。チキはぱらぱらとページをめくっていく。


    　──ホシクイ。〝星喰い〟。


    　そうだ、答えはここにあったのだ。


    　今から二十年前の在校生、文芸部員の女子生徒が残した詩。その題は『ほしくい』。


    　自由詩の体裁をとったそれは、読む者を選ぶ以前に拒むかのように、あまりにも難解であまりにも観念的だった。複雑に綯ない交まぜになった感情をそのまま詩として表わしたようにも、あるいはただ意味を持たない文字を羅ら列れつさせたようにも、またあるいは遺書のようにさえ解釈することもできた。そしてどのような解釈も望まないような雰ふん囲い気きがそこにあった。インクのかすれた詩、その中の二行に、チキは無意識に指を這はわせていた。


    



    　　星が私の中に含まれていく。この上ない幸福と後悔が胸を震わせる。


    　　それが、誰かの暗闇からしるべの光を奪うことになろうとも。


    



    　どうしてこのような詩が評価され、選ばれ掲載されることとなったのか。この詩を詠よんだ少女はどのような人物だったのか。


    　柏かしわ木ぎ美み涅くり。変わった名前だ。二ページにわたる詩のあとに、その彼女が在学中に亡くなったこと、この詩が彼女の遺のこした最後の作品だということ、そして彼女の死を悼いたむ言葉が短く添えられていた。死の原因や理由などはいっさい書かれていなかった。


    「……柏木……美涅……」


    　ふいに詩集を支えていた右腕をなにかが摑つかみ、チキの意識を現実に引きずり戻した。チキは顔を上げた。目の前に髪の長い女の子がいた。柏木──違う。チキの目が現実へと焦点を合わせていく。筒つつ井い沙さ知ちだった。

  


  [image: ]


  
    　チキの手から詩集が落ち、床に転がってぱたんと閉じた。沙さ知ちはそれに目もくれず、少し青ざめた顔でチキを見つめていた。


    「どうして……？」沙知の声はひどく乾いていた。「どうしてそれを……？」


    　その腕を振りほどこうとして、チキは動けなかった。沙知の華きや奢しやな手に普通の女の子以上の力がこもっているわけではない。チキの反応自体が麻ま痺ひしていた。意識が未いまだに現実に追いついていないかのように、そしてその意識を悪夢が蝕むしばんでいくかのように。


    「これを読んだのね」沙知は続けた。「あなたは、なにを感じたの？」


    　沙知の問いに答えられないまま、チキは沙知の瞳を真っ直ぐに受けた。ふとそこに、なにかの気配を感じた。瞳の奥に混じり合う、彼女でないなにかを。チキはそれを見極めようとした。


    　チキの腕を摑つかむ手が肘ひじの上まで這はい進んでいく。沙知はコマ送りのようにゆっくりとした動作で、チキのほうに顔を近づけていく。


    　チキはますます動けなくなった。世界の酸素が薄くなったように感じられた。苦しいほどに暴あばれ出した鼓こ動どうが世界中の音を搔き消していった。耳の奥でトマの声が聞こえたが、なんと言っているのか理解できなかった。


    　沙知の唇が薄く開く。その顔がゆっくりとチキへ距離を縮めていく──。


    「──イチロっ」


    　突然の声が廊ろう下かに響き、筒井の手が離れた。呪じゆ縛ばくから解放されたチキはそのまま数歩あとずさった。呼吸を整えながら振り返ると、その先にいたのはイコだった。初めて目にした制服姿は、オレンジ色の光に溢あふれる廊下にしっくりと馴な染じんでいた。別の意味で呼吸の荒くなったトマがチキの代わりに飛び出した。


    「イコ」トマはイコのほうに駆け寄った。「どうしたの？」


    「……ちょっと心配になったから」


    「心配？」


    　イコはちらりとトマの背後を窺うかがった。トマも振り返ると、筒井沙知はすでに二人に背を向けて歩き出していた。無機質な足音に合わせて銀色のドクロが揺れていた。


    「今の、筒井さんだよね？」


    　トマはてのひらの汗をズボンで拭ぬぐいながら、適当に肯うなずくことしかできなかった。


    



    　　　　◎


    



    　学校を出たトマとイコはそのままイチロのアパートに戻った。トマはお湯を沸かしてココアをつくり、マグカップに注いでイコに手渡した。なにか食べるかと訊いてみたが、イコはか細い仕草で首を横に振った。


    「調子悪いの？」トマは尋たずねた。


    「うん、平気。少し気分悪いだけだから」イコは無理やり笑顔をつくった。「こっちこそごめんね、いきなりガッコ行ったりして」


    「勝手に入り込んでるのは僕らのほうだよ。イコは本物の生徒なんだから」


    　パクがこっそり隠していた上物のクッキーを出すと、イコは義理みたいに一枚だけ齧かじり、ココアで飲み込んだ。


    「包帯、もう取れたね。絆ばん[image: ]そう膏こうも」


    「まだ少しカサブタが残ってるけどね、学校に入り込むにはどうしても目立つから」


    「制服姿、なんか馴な染じんできたね。このままうちの生徒になっちゃえば？」


    「そうしたらイコと同じ学年だね。でも勉強は中学から教えてもらわなきゃかな。チキに教わるのは絶対嫌だしね」


    　イコはくすっと笑った。その笑顔を見てトマも笑った。


    「どうしたの？」トマは何気なく尋たずねた。


    　ココアを口に運びかけた手が止まった。トマはイコの返事を待った。イコはマグカップをそっと置いた。しばらくそのまま虚こ空くうを見つめていた。


    「ともえのお母さんに会ってきたの」


    　そう、とトマは肯うなずいた。「なにか、あったの？」


    　イコは静かに首を振った。「なにも」


    　トマは言葉の続きを辛しん抱ぼう強く待った。マグカップから昇る湯気が次第に細くなり、やがて消えてしまうまで。イコはじっと唇を嚙み、ときどき前髪を後ろに流す仕草をした。


    「忘れていいからって」彼女はやがて口を開いた。「できれば憶えていて欲しいけど、辛つらいなら忘れていいからって」


    　トマはなにも言えなかった。


    「それってどういうことなんだろうね。ボクの中から葉は月づきともえが消えるってこと？　そうしたら……あの子はどうなっちゃうの？　あたしはどうなっちゃうの？」


    「イコ？」


    「ごめんね。なんかね、わかんなくなっちゃったの。いろいろ」


    　トマは首を振った。言葉が出てこなかった。彼女の混乱と同じく、トマも戸惑っていた。


    「あの子がいなくなって、マサもノブもどこかに行っちゃって、あたしは一人になっちゃった。みんなのことを忘れたら、みんなはいなかったことになっちゃうの？　みんながあたしのことを忘れたら、あたしはいないことになっちゃうの？」


    　イコは必死に涙を堪こらえているようだった。感情の分ぶん水すい嶺れいに漂っていて、触れればすぐに零こぼれてしまいそうだった。トマにできるのは、目を逸そらさずにいることだけだった。


    「ねえ、トマ」イコは目を細めて言った。「あたしが消えても、トマはあたしのこと憶えていてくれる……？」


    　その瞬間、感情の堰せきが先に決けつ壊かいしたのはトマだった。トマはイコの肩を摑つかみ、抱き寄せた。飲みかけのマグカップが倒れ、テーブルにチョコレート色が広がった。イコがなにか呟つぶやいたが、トマには聞こえなかった。首から上はまるっきり赤い風船のような有様だった。


    　破裂しそうなほど心臓が鼓こ動どうしていた。きっと彼女にも伝わっていることだろう……そう思ったが、それは二人分の鼓動だった。彼女の鼓動もまた弾はじけそうになっていた。拍ひよう子しの違うリズムは互いに近づき、ときどき距離をおき、やがてぴったりと重なった。今やそれは、世界の鼓動に等しかった。


    「忘れるわけない」トマは彼女の耳元に囁ささやいた。「ていうか、イコは一人じゃない。一緒にいるよ、僕が。僕らが。七人分」


    　イコの細い指が、トマの二の腕の辺りをきゅっと摑んだ。洟はなをすする音が聞こえた。彼女は顔を上げなかったが、涙の温かさはトマの胸にゆっくりと滲にじんでいった。


    　そのまま数分が過ぎた。トマにとっては永遠とも思える時間だった。代わって欲しい、とチキが言ってきた。邪じや魔まするな、とトマは断った。もうじゅうぶんだろう、彼女と話をさせてくれ、とチキは言った。トマは心の中で舌打ちした。ゆっくりと（非常にゆっくりと）十秒を数えつつ、この感触と匂いを余すことなく脳みそに焼きつけてから、トマはそっと身体を離した。しぶしぶ窓の奥に引っ込むと、チキはあっという間に表に出てきた。


    「こんばんは、イコ」


    「こんばんは、チキ」イコにも雰ふん囲い気きでわかった。


    「ありがとう。でもいつも通りイチロでいいですよ。私はあまり長く外にいられないので、いつ入れ替わってしまうかわかりませんから」


    「わかるよ。特にチキはね」


    　チキはまんざらでもなさそうだった。キッチンに立ってふきんを湿らせ、零こぼれたココアを拭ふいた。チキの腕わん力りよくでは全然絞しぼれていなくて、びしょびしょのふきんではほとんど吸収しきれなかった。イコがティッシュをとって改めて拭いた。


    「普段はぺらぺらと口の軽いトマですが──」チキは照れ隠しに言った。「君の前だとそうもいかないようです。若さというやつですかね」


    　イコはようやく笑みを取り戻した。チキはいくらかほっとした。


    「西にし岡おかくんと狩野かのうくんの件ですが──」チキは言った。「依然として、手がかりは見つかっていません。二人の身になにが起こったのかもわかっていない。ただ、パズルのピースは揃いつつあると私は思っています。明日、ある人物に会って話を聞こうと思っています。その答え次第では、我々はことの真相にかなり近づけるはずです。まあ、その人が見つかればの話ですが」


    　イコはすこし顔を上げてチキを窺うかがった。「それって……筒つつ井いさん？」


    　チキは曖あい昧まいに首をすくめてみせた。「彼女もそうですが、もっと変てこな、真っ黒なアヤシイ男です」


    　イコは不思議そうに首を傾げ、それから頰を緩ゆるませた。


    「よくわかんないけど、イチロならきっと二人を見つけ出してくれる気がする。七人の優秀な探偵さんだもんね」


    「そんなに都合のいいことばかりでもないんですけれどね」チキは苦笑した。「以前、お話ししましたね。我々はややこしい内面とは裏腹に意外と落ち着いている、理性と道どう徳とくを保たもてている、と。しかし常にそうであるわけでもない。状態のよし悪しは月の満ち欠けに似ています。今は折しも満月に近い状態です。でもいずれは新月のときが訪れる。そうして理性を司つかさどる私の力が弱まると、我々は著いちじるしく連続性を奪われ、記憶は曖あい昧まいになり、相そう互ごの意い思し疎そ通つうが困難になります。〝夜の海〟と我々が呼んでいる時期です」


    　夜の海、とイコは反はん芻すうした。チキは肯うなずいた。


    「部屋の壁が溶け出して、広大で深しん遠えんな闇の中に我われ々われがばらばらに放り出されたようになるのです。個々の意識を保てなくなるほど混じり合いながら、それなのに一つにもなれず、言葉では表わせないほどの強い孤独を感じる。ときおり我々の知らない他の誰かが出てきて時間を奪うこともある──我々のように人格として大たい別べつされていない、名前や明確なキャラクターを持たない茫ぼう洋ような存在です」


    「他にも……イチロの中にいるの？」


    「この前も、ふとした拍ひよう子しにある女性の人格が現れました。この身体に極限まで恐怖心と緊張感が高まったときに突然現れ、我を忘れて逃げ出してしまうのです。彼女を含め、彼らは皆普段は暗い場所で形を持たずに眠っています。けれど、我々が揺らぐと彼らはすぐに形を持ち、その隙すきに時間を奪ってしまうのです」


    　ふう、とチキは大きく息をついた。それが話の終わりの合図だった。二人ともしばらく黙ったまま、それぞれの思考の中に漂っていた。


    「あのね、どうして──」やがてイコが口を開いた。「その、別の人格が？」


    　チキは眼鏡めがねを上げる仕草をした。やはりそこに眼鏡はなかった。


    「あいにく我々六人は、明みよう神じん一いち郎ろうの過去の記憶を有していないのです。私は助言者として全員の記憶を自由に閲えつ覧らんできる立場にありますが、その奥深くにあるアーカイブには触れる権限も能力もありません。触れられるのは恐らくイチロだけです。そして彼は誰にも話さないでしょう」


    　チキはわずかに表情を曇らせた。イコにとっては初めて見る顔だった。


    「我々が誕生したのは、イチロが十三歳のときです。ちょうど父親が他た界かいした時期でした。我々の見る限りでも、彼の家庭環境はいささか問題のあるものでした。〝夜の海〟の時期に暴力事件を起こして高校を退学になったときも、家族は誰もイチロを庇かばおうとせず、実にあっさりと家から追い出しました。イチロも我々も望むところではありましたがね」


    　イコは苦しげに目を細めた。チキの手をとり、未いまだ残る傷痕をそっとさすった。「そういう辛つらい目に遭あったから、こんなになってまで頑張れるの？　ボクやマサのお母さんのためだけに。誰も見てないのに、誰も褒ほめてくれないのに」


    　チキは苦笑した。「我われ々われ自身のためです。我々のような〝悪い感情から生まれたまがい者〟でも、こうして身体を持って生きていていいのだと、我々自身に言い聞かせたいのです。実体を持っていない我々が、他者に認識されることのできない我々が、孤独を拭ぬぐい、この世界に存在していいのだと思えるようにね」


    「そんな……でも、そのために自分から傷つきに行くなんて、おかしいよ」


    「痛みの先にしかない光もあるんです。それも我々の求めるものの一つでもあります。私が私であるために、トマがトマであるために、イチロがイチロであるために。我々が我々として在あるために」


    　チキが手を握り返すと、イコの頰は仄ほのかに赤くなった。耳の奥でトマがなにかわめいていた。パクの乾いた笑い声がかすかに聞こえた。


    「それに、トマも言っていたでしょう。我々は友達です。誰も見ていなくても、誰も褒めてくれなくても、イコのためならそれだけで痛みなんか飛んでいきます。だから──」


    「だから？」


    　チキは少し躊躇ためらったあと、口を開いた。「君の抱えているものを、我々にも少しだけ分けてはもらえないかな」


    　イコの表情がかすかに強こわ張ばった。うつむく彼女にチキは顔を近づけ、下から覗のぞき込んだ。


    「君はなにを抱えているの？　なにが君を、そんなにも孤独にさせているの？」


    　こつん、とイコの額ひたいがチキの肩に当たった。ぐすん、と洟はなをすする音。彼女の薄く華きや奢しやな肩が小刻みに震えていた。


    「なんでもわかるんだね、チキは」少しだけかすれた声でイコは言った。


    「初めて君に会ったときから、我々は君に惹ひかれていたんだ。この言葉を使うのは躊躇われるが、まるでそれが運命だったかのようにね」


    　イコが息を呑むのが触れた部分から伝わってきた。


    「それは言いようのない茫ぼう洋ようなシンパシーが発ほつ端たんだったのだと思う。我々は君に我々自身の抱かかえているものを見ていたんだ。私がなんでもわかると君は言ったが、こうして君に触れてみて、今ようやく摑つかむことができたんだ」


    　チキは目を細め、イコの肩にそっと手を置いた。


    「孤独。薄はく氷ひようの世界を渡り歩いているかのような、危あやうさ、不安、そして孤独。葉は月づきさんや西にし岡おかくんたちのこともそうだが、君はなにか重たいものを一人で抱え、苦しんでいるんじゃないかな？」


    　イコは答えなかった。チキはそっと肩に触れ、撫なでるように何度か叩いた。


    「けれど、今は我々がいる。ここに七人分の友達がいる。そしてみんな、君のことがとても好きだ。それだけでは──君の世界を軽くするには足りないだろうか？」


    　チキはイコの言葉を待った。イコはチキの手に手を重ねようと、震える指先を伸ばした。


    「ありがとう。……ごめんね」


    　イコは手を引っ込めた。そしてまた洟はなをすすった。


    「もういいの。もう傷つかなくていいから。ボクのこと……あたしのこと……忘れてもいいから。だから……」


    　チキはイコに聞こえないように細く息をつき、目を閉じた。


    　目を開けたとき、そこに出てきたのはヨミだった。


    　ヨミは自分に寄りかかるお姉さんに戸惑いの目を向けた。自分がなぜここにいるのかよくわからなかった。ただチキに窓の外に出るように言われただけだった。久しぶりの現実世界は少し肌寒い感じがした。そういえばもうすぐ冬なのだ。


    　自分にできること──自分がすべきことはすぐにわかった。ヨミは彼女の肩を抱き、背中をさすった。彼女は一瞬身体を強こわ張ばらせたが、徐々に力を抜いていった。
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    　なんて孤独な心だろう、ヨミはそう思った。心とは、タマシイとは、広くて暗い夜空に浮かぶ星のようなものだ。彼女の星は複雑な色に光っていた。ひとりぼっちで、苦しくて、悲しくて、怖くて。そういういろんな感情を抱えた光だ。温かみを失って、今にもどこか真っ暗な場所に引きずりこまれてしまいそうだった。救いなど一つもない場所に。


    



    　ヨミの目からも涙が零こぼれそうだった。


    　けれどヨミは泣かなかった。その分の労いたわりの感情をてのひらに込め、背中をさすり続けた。それが唯ゆい一いつ、自分がこの孤独なタマシイにしてあげられることだ。ヨミは彼女の星を温め続けた。


    　やがてヨミの腕の中で、彼女は規則的で穏やかな呼吸を奏かなではじめた。


    「──おやすみ」


    　そうしてヨミ自身も、安らかな浅い眠りに落ちていった。


    



    　　　　◎


    



    　ぴんぽーん、と呼よび鈴りんの音が響いた。トマが目を覚ますと、すぐ目の前にイコの顔があった。驚きのあまり目が飛び出そうになった。心臓の鼓こ動どうが床を揺らしそうなほど強く早く弾はずみ出した。彼女の緩ゆるやかな呼吸がトマの頰にかかっていた。


    　ぴんぽーん。空気の読めない催さい促そくの音がトマを現実に引き戻した。んん、とイコも目を覚まそうとしていた。トマは仕方なく起き上がり、誰とも知らない来客にぶつぶつと文句を言った。


    　玄関の扉とびらを開けると、外には真っ黒な服装をした男が立っていた。にっこりと笑うと金色の左目が細くなった。


    「こんばんは」十六夜いざよいとかいう男が帽ぼう子しに軽く手を当てて挨あい拶さつをした。「明神一郎くん」


    　トマが呆あつ気けにとられてなにも言えずにいると、十六夜は奥の部屋を見通し、途端に顔をしかめて天てん井じようを仰いだ。


    「あちゃー、遅かったにゃー」


    　つられてトマも振り返ると、目を覚ましたイコがこちらを窺うかがっていた。なにを、と男のほうに向き直ろうとした瞬間、奥のベランダへ通じる窓のカーテンに黒い影が生まれるのが見えた。トマが動き出すより早く、その影は急速に広がり、ぴしっとガラスに亀き裂れつを走らせた。


    「イコっ」トマが叫んだ。


    　イコが振り返ると同時に、けたたましい音をたててガラスが破は砕さいした。カーテンが裂け、透明な破片とイコの甲かん高だかい悲鳴が交こう錯さくする中、目を覆おおった男の顔が垣かい間ま見えた。がりっと靴底で破片を踏みしめながら入ってきたのは西にし岡おか正まさ臣おみだった。入院時に着ていたパジャマではなく、ぶ厚い真っ黒なジャケットを着込んでいた。


    　トマを押しやって出てきたパクは、キッチンから果物ナイフを拾い、西岡へと突進した。呆ぼう然ぜんとするイコを通り抜け、闖ちん入にゆう者しやへと鈍にぶく光る切っ先を向けた。イコがなにかを叫んだが、その声は二人の間に割り込むことはできなかった。


    　向かってくるパクの殺意の切っ先を、西岡は躱かわそうともせず、左手を盾たてのように突き出した。パクが目を見開く間に、切っ先は左手のてのひらに吸い込まれていった。肉を貫つらぬく感触が伝わり、ナイフは柄えがてのひらに届くまで深く突き刺さった。鮮血が辺りに飛び散った。


    　なにを、とパクの唇が動いたが、声にはならなかった。西にし岡おかはナイフごとパクの手を包み込むように握り締めた。みしっと骨の軋きしむ音がした瞬間、ぐうっと西岡の首が伸び、大きく剝むいた歯がパクの首筋に到達した。


    　その瞬間、苦痛が電流のように首から全身へと駆け巡った。身体中ががたがたと痙けい攣れんをはじめ、呼吸さえもままならなくなった。西岡が手を離すと同時にパクは崩れ落ち、ガラスにまみれて動きを止めた。


    「マサ……？」


    　イコの声が聞こえた。パクは彼女の名を呼ぼうとしたが、咽の喉どがすこしも震えなかった。指一本動かせなかった。抗あらがえないほど瞼まぶたが重かった。窓の奥からヨミが泣きわめく声が聞こえた。それさえもやがて彼方かなたへと遠のいていき、そのまま意識を失った。


    



    　ぱきんと耳元でなにかが割れる音がして、トマは目を覚ました。顔のすぐそばに砕けたガラスが散らばっていた。手を切らないように破片のない場所に手を置き、ゆっくりと慎しん重ちように上体を起こした。時計を確認すると、あれから三十分も経っていた。


    　トマは曇りを払うように頭を振ってみた。奥のほうに鉛なまりでも埋め込まれたのではないかというほどの鈍どん痛つうが響いた。その拍ひよう子しに紙切れが頭からはらりと落ちた。その小さなメモの最後には、『十六夜いざよいより』とやけに汚い字で書いてあった。


    『大丈夫ですか？　寝てりゃ治ると思って救急車呼んでないですけど、これを読んでるってことは大丈夫ってことですよね。つーわけで頑張って読んでください』


    　トマはがしがしと頭を搔かきむしった。


    『一緒にいた女の子は〝星ほし喰くい〟に連れて行かれちゃいました。ですが、まだ間に合います。僕はこの街にいる夜よる祓ばらいさんたちと一緒に彼らを追います。それで事件はすべて解決するはずです』


    　ヨルバライ？　また不可思議な単語が出てきたが、いちいち質問している余裕はなかった。トマはどうにか立ち上がり、げたげたと笑う膝ひざをぱちんと叩いた。


    『つーわけで、あなたはここで休んでいてください。まあ、ゆっくりできる状況でも部屋でもないですけどね。あなたはよくやってくれました。傍はたから見ていてずいぶん空から回まわっていましたが、結果的にこうして彼らを追い詰めることができました。あとは僕に──というか夜祓いの人たちに任せてください。では、機会があれば、またお会いしましょう』


    　トマはメモを放り捨て、大きく息をついた。


    　せっかく片付いていたのにな。部屋をぼんやりと見回しながらトマはそんなことを思った。きっとイチロは怒るだろうな、この前自分で散らかしたのは棚に上げて。


    「トマ」チキが内側から話しかけた。「パクは無事だ。もう一人寝たきりが増えて、ヨミの涙で部屋が洪こう水ずいになりそうだがね。イチロもよく眠っていられるな」


    「そりゃよかった」トマは投げやりに言った。「毎度毎度、身体中痛い思いをするのは僕だけでじゅうぶんだ」


    「さあ、行くぞ。立てるな？」


    「行くって、どこへ？」


    「どこへでもいい。彼らを捜すんだ。街中走り回ればいずれ見つかる」


    「無茶言うなよ。パクもやられちゃったんだ。残った僕らじゃどうしようもないよ」


    　ふう、とチキがため息をつくのが聞こえた。


    「やれやれ、お前はこの部屋の有様を見て怖おじ気けづいたのかな。それならいつまでも、この風通しの良くなった部屋で、粉々に砕けたガラスと一緒に寝そべっているといい。そのうちに君の好きなイコはどうにかなってしまうだろうがね」


    　ぐっとトマは喉のどを鳴らした。


    「君はたった二度顔を合わせただけのイコにご大層に語っていたね。我われ々われの存在理由を。誇こ大だいなる目標を。それなのに、ラカとパクがやられたくらいで怖気づいて撤てつ回かいしてしまうのかい？　残った我々にもできることはある。さあ、立つんだ。そうでなければそこを明け渡してくれ。私が行く」


    「十メートルも歩いたら息切れるくせに、偉そうに」


    　憎まれ口を叩きながら、トマは膝ひざに力を入れ、立ち上がった。


    「トマ」


    「なんだよ」


    「二十五メートルはいける」


    「水泳かよ」


    



    　　　　◎


    



    　イコを抱えた西にし岡おか正まさ臣おみが足を踏み入れたのは、道どうノの森もり公園から五分ほどの距離にある廃ビルだった。外壁のタイルはほとんど剝はがれ落ち、窓という窓は空白のまま放置され、ひび割れたコンクリートにはところどころ雑草が顔をのぞかせていた。フロアの隅には空からのペットボトルや赤く染まった包帯が散乱していた。


    　西岡は砂じや利りを蹴散らしながらフロアの中央辺りまで進み、足元にイコを降ろした。イコは途中で気を失ったままだった。


    「──おかえり、西岡くん」


    　西岡は動きを止め、布に覆おおわれた目を部屋の奥に向けた。濃密な暗がりの中で人の形をした影が立ち上がり、声のほうに近づいていった。


    　目を覚ましたイコは、頭上の西にし岡おかとその先にいる少女を見比べた。少女はイコと同じ高校の制服を着ていた。


    「……筒つつ井いさん？」


    「こんばんは、前まえ野のさん」筒井沙さ知ちがにっこりと笑いかけた。「今日、二度目ね」


    　困惑するイコをよそに、二人の視線が出入り口のほうに向けられた。こつ、こつ、と硬質な足音はこちらへと近づいていた。


    「──どうも。ずいぶん素敵なお宅ですね」


    　雲間から月が顔を出し、窓まど枠わくから入り込む光が世界に柔やわらかな輪りん郭かくを描いていた。その中に音もなく現れたのは、金色の瞳を湛たたえた黒ずくめの男だった。


    「あなたが〝星ほし喰くい〟さんですね」十六夜いざよいが言った。


    「あなたが〝探さがし屋や〟ね」筒井沙知が言った。


    　十六夜は懐ふところから武器を取り出そうとして間違えてフラスクを取り出し、おおうっなどと一人驚いたりした。その間に西岡がのそりと動き、イコを抱え起こして後ろから羽は交がい絞めにした。イコが名前を叫んでも西岡は答えなかった。


    「動いたらこの子を殺すよ」沙知は低い声で言った。


    「それは困りますね」十六夜は少しだけ困ったふうな顔をして、フラスクから一口飲んだ。


    「でももう無駄ですよ。援軍含め総勢十人の夜よる祓ばらいさんたちがこちらに向かっています。もう終わりです、柏かしわ木ぎ美み涅くりの亡霊さん」


    　沙知の顔から表情が消えた。「どうして知ってるの？」


    　十六夜はポケットから小さな紙切れを取り出した。十六夜はそれの端をつまみ、ひらひらと見せつけた。紙にはいくつもの細く直線的な切り込みが入っていた。


    「相あい葉ばくんがあの場に残したものです。見えづらいでしょうけど、紙に剃かみ刀そりで文字を切り込んだものです。さすがというか、職人技って感じですね。『カシワギミクリ』と書いてあります。詳しいことはよくわかりませんが、あなたは二十年前に亡くなった柏木美涅さんの遺い志しを継ぐ者というわけですね。『ガッコウ』の文字が崩れてて判読に時間がかかっちゃいましたけど、相葉くんのおかげでこうしてあなたまで辿たどり着けました」


    　沙知がさっと手を掲かかげると、凄すさまじい衝撃がビルを襲った。けたたましい破壊音とともに天てん井じようが崩れ落ち、十六夜はうひゃっと声を上げ、慌あわてて逃げ出した。瓦が礫れきと埃ほこりが舞い散る中、沙知と十六夜を隔へだてるように大きな塊かたまりが降り立った。舞い上がる砂埃から現れたのは、二メートル近くもある上うわ背ぜい、岩のようにがっしりとした体たい軀く、そして目を覆う布。十六夜にとっては見憶えのある男だった。


    「……佐さ伯えきさん？」十六夜は思わずうわずった声を上げた。「帰ってこないと思ったら、こんなところに再就職してたんですか」


    「これはうまくいったけど、あれはなぜか失敗しちゃったの」沙さ知ちが薄く笑いながら言った。


    「せっかくいいお友達になれると思ったのに、残念ね」


    　十六夜いざよいの顔から笑みが消えた。帽ぼう子しを摑つかむ手がぎゅっと握られた。


    「怖い顔しないでよ。上にいるから引き取っておいてね」


    　沙知が合図すると、彼女を佐さ伯えきが、イコを西にし岡おかが抱えて後退した。


    「逃げても無駄です」


    「逃げるんじゃない。こっちから全部終わらせてあげる。あの場所でね」


    　十六夜はふっと笑い、帽子の端にちょこんと手を当てた。それを合図にするように、〝星ほし喰くい〟たちは窓まど枠わくから飛び出して去っていった。


    



    　二階のフロアの中心には佐伯が開けた穴があった。十六夜はそれを慎しん重ちように迂う回かいしながら部屋の隅に行った。そこに相あい葉ば省しよう吾ごがいた。壁にもたれ、薄く目を開け、手足を力なく投げ出し、夜の植物のようにささやかに呼吸していた。


    「相葉くん」十六夜は彼に声をかけた。「憎まれ口の多い君のことだから、あわよくばしぶとく生き残っているかと思ったんですがね」


    　彼は死んでいた。肉体はまだ機能している、しかしそれだけだ。ただの抜ぬけ殻がらだった。もう二度と、彼が彼として目を覚ますことはない。


    「相葉くん」十六夜は彼のそばにしゃがみ込んだ。「僕もね、目を開けて眠る癖くせがあるみたいなんです。自分では確認しようもないけど、よく悪戯いたずらされるんですよ。いきなり目薬入れられたり、下まつ毛にしゃくとり虫載せられたり」


    　十六夜はそっと手を伸ばし、彼の目を閉じさせた。


    「少しだけ待っていてください。ちゃんと迎えに来ますから。全部終わったら、あの厳しいお祖ば母あさんのところにきちんとお送りしますよ。相葉くんの望むと望まざるとにかかわらず、ね」


    　そう言い終えて十六夜は立ち上がった。部屋の中央まで行き、穴からひょいっと飛び降りた。砂じや利りと埃ほこりで少しだけ足を滑らせ、照れ隠しに帽ぼう子しをきちんとかぶり直した。


    「それでは、終わりにしましょうか。〝星喰い〟さん」


    



    　　　　◎


    



    　ぼろぼろ・よろよろのさまで外に出たトマは、とりあえず今回の事件で関わった場所をすべて回ることにした。狩野かのうの家、青あお葉ば高校、『シェリーズ』、清せい峰ほう病院……。考えただけでも足が棒になりそうだった。


    「それだけ回れば、どこかで騒ぎにぶつかるはずだ。急げ、トマ」


    　だったらお前が走れという言葉は不ふ毛もう過ぎて口にする気も失うせた。


    　痛む身体を引きずりながら歩き続けていると、国道に繫つながる交差点でまたしてもあの黒ずくめの男と遭そう遇ぐうした。ききっと甲かん高だかい音とともに自転車を停め、無駄に爽やかな仕草で手を振った。サドルをぎりぎりまで下げたＵ字ハンドルのママチャリだった。


    「おや、またお会いしましたね。今度ばかりは偶然ですけど」


    「なんで自転車？」


    「追っかけるの大変なんですもん。みんな足速いんですもん」


    「追いかける？」


    「こっちの仕事です。それももうすみます」


    　トマは自転車に近寄ってハンドルを摑つかんだ。「僕も行く。イコもいるんだろ？」


    　十六夜いざよいはきょとんと目を丸くしたが、仕方ないかというふうに肩をすくめた。


    「後ろに乗ってください」自転車の後ろの荷台をぽんぽんと叩いた。「速いですよ、この韋い駄だ天てん十六号は。振り落とされても拾いませんよ」 どう見てもその辺で拾ってきた普通のママチャリだった。後ろの泥どろ除よけには白抜き文字で『大谷』と書いてあった。


    　できればこんな男と二人乗りなどしたくなかったが、いまの状況や体力を考えると仕方なさそうだ。トマが言われた通りまたがると、自転車はのろのろと走り出した。最初は左右によろけたが、やがて安定し徐々にスピードも上がっていき、ぎゅるぎゅるとライトの音も高くなっていった。それでもどうしても遅かった。ラカだったら走ったほうが速そうだ。


    「どこへ行くの？」


    「この自転車は私立青あお葉ば高校行きとなっております。〝夜よる祓ばらい〟の皆さんが人質を抱えて逃走中の彼女らを追い詰めているところです」


    「人質？」


    「さっきあなたと一緒にいた女の子です」


    「……イコ」


    　自転車は住宅街を抜け、国道に沿って走り出した。頰に当たる風がどことなく湿っていた。今にも雨が降りそうな気配があった。


    「ねえ、〝星ほし喰くい〟ってなんなの？」トマは尋たずねた。「きちんと説明して欲しいんだけど」


    　十六夜はもったいぶった咳せき払ばらいをした。


    「古くからの呼び名を〝ソウル・イーター〟と言います。およそ二百年前のヨーロッパで最初に発見されて以来、世代・場所問わず偶発的に出現してきた異能者たちです。そして〝星喰い〟という別名は、二十年前のこの街に現れた〝ソウル・イーター〟の少女から普及したものです」


    「その少女って……」


    「少女の名前は、柏かしわ木ぎ美み涅くり。彼女は十七歳にして〝ソウル・イーター〟としての素質に目醒め、この街の夜に誰も気づくことのない惨さん劇げきを引き起こしました。その彼女が自みずからを〝星喰い〟と名づけたことから、当時の人々もその呼こ称しようを使うようになったのです」


    　かしわぎみくり、とトマは口の中で繰り返した。あの学校で筒つつ井い沙さ知ちと会ったときにチキが呟つぶやいた名前だ。


    　十六夜いざよいは続けた。「彼女のその特異な性質が覚かく醒せいしたのは、高校二年生の秋のことでした。それは、他者の星を摂せつ取しゆすることで生命の糧かてとする異能の力でした。以来、彼女はその命を終えるまでに五つの星を食べました。それはつまり、捕ほ食しよくされた星の持ち主を殺すということです。星を食べられた人は、肉体の機能を維持してはいても、二度と意識が戻ることはない、ただの抜ぬけ殻がらに成り果ててしまう。彼女はそれを知っていながらも、そうしないわけにはいきませんでした。覚醒してしまった以上、生きるためには星を食べなければならなかったからです。躊躇ためらいながらも、できるだけ我慢しながらも、彼女は捕食を続けました」


    「信じられないね、ほんとに」


    「心しん中ちゆうお察しします。僕だってＵＦＯやチュパカブラを信じろと言われてもおいそれとは首を縦たてに振れないですもん」


    「ともかくさ、さっきから星、星って言ってるけど、それって結局なんなの？」


    　待ってましたとばかりに十六夜は振り返ってにたりとしたが、車止めにぶつかりそうになって慌あわててハンドルを切った。トマは彼の頭を思いきりひっぱたいた。


    「無意識というものを意識したことはありますか？」十六夜は気を取り直すように真ま面じ目めくさった言い方をした。「無意識とは、意識の働かない部分、あるいは意識のない状態のことを言います。けれどそれは、僕ら意識者から見た一つの側面にすぎません。無意識は意識というコインの裏ではなく、それ自体が独立した概がい念ねんであり、独立した世界を持っているんです」


    「わけわかんないんだけど」


    「そこは果てしのない虚きよ無むの闇が広がる大たい海かいであり──」十六夜の声はさらに過熱していく。


    「すべての生き物はそこで生まれ、そこで死ぬ。そこに繫つながっているかどうかが、意思を持つ者とそうでない者、生き物とそうでないものの明確な相異点なのです。とある精神医学者がこう言っていました、無意識の海によって僕らすべての生き物は繫がっている、とね。過去を生きた人々も未来を生きる人々も、犬さんも猫さんも、トンボだってカエルだってミツバチだって、僕らはみんな友達なんです繫がっているんです。そしてつまり、その大海に浮かぶ僕らの意識こそが──」


    「星ってこと？」


    「そうです」十六夜はこっそり舌打ちした（トマは聞き逃のがさなかった）。「僕たちはその大海の表面に点ともる小さな星々です。意識体としての僕たちです」


    　脳みそが爆発しそうだった。窓の奥でチキが耳を澄ましているのを感じた。


    「そして彼女は──柏かしわ木ぎ美み涅くりさんは、その星を食べることができる性質を持っていました。〝深ふかき者もの〟──大海の深層に繫がる者の性質の一つです。どうして彼女に、そして他の〝星ほし喰くい〟たちにそのようなものが備わってしまったのか、それはあまり重要ではありません。僕らは生まれるようにして生まれてくるのです。子が親を選べないように、生まれてくる時代を選べないように、魂たましいのなりかたちを自分では決められないように。ともあれ、彼女は表層に生きる普通の人々とは相あい容いれない存在でした。彼女は星を食べました。そして食べ続けるつもりでした。だから消されたのです。正確に言えば、当時の夜よる祓ばらい的な人々に追い詰められ、自みずから命を絶ったのです」


    　国道から外れ、今度は川沿いの自転車道を走り出した。確かに青あお葉ば高校に向かっていた。


    「先月のことです。この街に駐ちゆう留りゆうしていた〝夜祓い〟の一人が突然行方ゆくえ不明になったのです。最後に遺のこしたメッセージには『〝星ほし喰くい〟を追う』とありました。佐さ伯えきさんという、ゴリラみたいで気は優しくて力持ちでバナナを美お味いしそうに食べる人でした。佐伯さんはそのまま帰ってきませんでした。そのあと二人の〝夜祓い〟が派は遣けんされ、いよいよ僕の出番がやってきました。そこからはまあ、涙ぐましい紆う余よ曲きよく折せつを経へて今に至るわけですが、今こそケリをつけなければなりません。とはいえ、頑張るのは僕でなくて夜祓いさんたちですが」


    「その〝夜祓い〟ってのは？」


    「うーん……説明すると長くなりますが、人や社会に仇あだなす〝深ふかき者もの〟に対抗するための組織というかなんというか……あ、学校が見えてきましたよ」


    　川の対岸のずっと先、高台の上に見慣れた校舎が見えてきた。十六夜いざよいはほんの少しだけスピードを速めた。橋を渡り、通学バスの通り道に乗った。


    「お訊きしたいことがあります」チキが言った。「あなたの話がでたらめのつくり話でないのなら、筒つつ井い沙さ知ちは西にし岡おかくんたちの星を食べたということですよね。その彼らが動いているのはどういうことですか？」


    　十六夜は口調の変化に目を丸くした。「これは我われ々われの推測ですが、どうやら彼女は抜ぬけ殻がらの死体に自みずからの星のかけらのようなものを分け与えて、自らの眷けん属ぞくに仕立て上げているようですね。過去のソウル・イーターにはなかった能力でして、僕たちも大変困惑しているわけです」


    「だから狩野かのうくんのことを死体と言っていたんですね」


    「はい。痛みや苦しみを感じず、肉体の限界ぎりぎりの力を発揮し、親玉である彼女を守るために戦う死体です。今はああして動いていますが、たとえ母を滅ぼしても、きっと元には戻らないでしょう。奪われた星が元に戻るわけではないですから」


    　元には戻らない。チキは唇を嚙かんだ。「……ではもう一つ。星とはその人の意識だそうですが、それを食べるというのは捕ほ食しよく者の意識にも変化を生じさせるものでしょうか？」


    「その通りです」十六夜はいくらか感心したふうだった。「ソウル・イーターは一般的に、捕食した者の意識や性質、それにいくらかの記憶も吸収してしまうと言われています。彼らに言わせればそれはリスクだということですがね、自分を薄めてしまう可能性もあるわけだから。番長を食べれば学ランを着たくなるし、オカマさんを食べればクネクネしちゃうし、パンダを食べれば白黒になります」


    「ふざけないでください」


    「ごめんなさい。ともかく彼女も、捕ほ食しよくした者たちの影響を少なからず受けているはずです。心当たりでもあるんですか？」


    「……そうですね……」


    　十六夜いざよいがきょとんとして振り返ったが、代わったトマはなにも答えなかった。


    



    　自転車はようやく学校へと続く登り道に差しかかった。そのとき、雨の最初の一滴がトマの頰に落ちた。

  


  
    



    



    　　　　第五章


    



    



    　窓から差し出したてのひらに、ちっぽけな水滴が落ちてきた。はじまりの雨は静々と、濁にごった夜の闇に少しずつ紛まぎれるように降り出していた。筒つつ井い沙さ知ちはそのてのひらをしばらく見つめたあと、水滴を中指で撫なでるように拭ぬぐった。


    　カーテンを揺らす冷たいそよ風に、あちこちから生じる歪いびつな音が混じっていた。争いがはじまったのだ。追う者と追われるもの、沙知の異い形ぎようの従者たちとそれを滅ぼそうとするものたち。それらが互いを傷つけ合い、血が流れ出したのだ。


    



    〝星ほし喰くい〟になる以前、筒井沙知はごく普通の女子高生だった。


    　五月。卒業生の残した詩や文章などを整理しているうちに、沙知はある奇妙な詩を見つけた。『ほしくい』と名づけられたその詩は、理解しようにもあまりにも抽ちゆう象しよう的で、とりとめがなくて、読む者を惑わせ迷わせる異様な雰ふん囲い気きを持っていた。


    　読み終えたあと、なにかが心に引っかかったような感覚があった。言葉にしようもない、不確かで曖あい昧まいな、不可解な感情だった。自分でもどうしてなのかわからない、しかしそのとき彼女はすでに、その詩のことが気になって仕方なくなっていた。何日か経ってもその感情は消えず、何度も読み返すようになった。気がつけば持ち出し禁止のその詩集を手元に置くようになっていた。


    　他の文芸部員の生徒にも読ませてみたが、沙知と同じような感想を持つ者はいなかった。よくわからない詩だね、そう言われて終わりだった。そのうちに二年生から詩の作者について聞くことができた。作者は二十年ほど前の女子生徒で、もうすでにこの世にいないということだった。


    　名前は柏かしわ木ぎ美み涅くり。文芸部員であり、いくつもの詩を残していた。十八歳、三年生のときに校舎の屋上から飛び降りて自殺した。遺ゆい言ごんも遺い書しよもなく、両親や友人でさえ自殺の理由を知らなかった。そしてこの『ほしくい』という詩は、彼女が三年生に進級した際に書いたものだという。


    　詩を読み返せば読み返すほど、作者が語ろうとすることの意味も、どうしてこのようなものを書いたのかも、ますますわからなくなるだけだった。けれど、この詩にこそ作者である柏木美涅の自殺の理由が込められているのではないか。沙知は理由もなくそんなふうに思ったりもした。


    　そして、六月。彼女は夢を見た。


    　真っ暗な夢の世界の中で、彼女は柏かしわ木ぎ美み涅くりと出会った。写真一つ見たこともなかったのに、目の前にいる女性が柏木美涅なのだとなぜかわかった。


    　柏木美涅は静かな声で沙さ知ちに語りかけた。その孤独、その死、世界への恨うらみ、そして〝星ほし喰くい〟のことを。最後に美涅は言った。私があなたをここへ引き込んだのと同じように、あなたも私を望んでいたのだ、と。


    　翌朝。目覚めると、手の中に小さな水色の飴あめ玉だまのようなものがあった。あの夢がただの夢ではなかったことを沙知は悟った。手の中にあるそれは、柏木美涅の、〝星喰い〟の種だった。


    



    　沙知は窓まど際ぎわから離れ、教室の後ろ側に戻った。中学時代からの同級生が三人、そこにいた。前まえ野の結ゆ衣い子こは床に伏せたまま目を覚まさなかった。西にし岡おか正まさ臣おみと狩野かのう嘉よし信のぶは黒い布で覆おおわれた目で呆ぼう然ぜんと結衣子を見下ろしていた。彼女らが無む二にの親友同士だったことを知る沙知から見れば、その光景は異様にさえ感じられた。しかし、彼らから感情と光を奪ったのは、他ならぬ沙知自身だった。


    



    　あの日、西岡と狩野は公園で彼女を待っていた。降り出した雨に狩野が悪態をつき、西岡はそれをなだめるようにポケットの中にあったチョコレートを渡した。時刻は約束の午後九時を回っていた。


    　やってきたのは〝星喰い〟筒井沙知だった。油断した二人を捕らえるのは容易なことだった。沙知はまずその場で西岡を食べた。首筋にそっと歯を立ててちくりと刺すだけで、西岡の星は彼女の中に吸い込まれた。抜ぬけ殻がらの身体が水溜まりの上に崩れ落ちた。狩野は状じよう況きようを呑み込めぬまま、命を奪われた親友の肩を揺さぶり続けていた。


    　沙知はその場に立ち尽くしたまま、自身の中に西岡の星が吸収されていくのを感じた。この瞬間を彼女はなによりも愛し、誇りに思っていた。私の命を感じる瞬間、彼の命を感じる瞬間、私が私であると感じられる瞬間。首筋を伝っていく雨粒の感触さえ心地よかった。


    　恍こう惚こつの世界から現実へと戻った沙知は、親友を抱えたまま震えている狩野を見下ろした。沙知は待機していた仲間に合図を送った。傀かい儡らいと化した二つの死体が狩野の口を塞ふさぎ、抱え上げて走り去っていった。雨の公園に沙知と、西岡の死体だけが残された。


    　西岡の抜け殻に種を植えつけようとしたとき、誰かが近づいてくる気配を感じた。沙知はすばやく身を隠した。しばらくその訪問者を遠巻きに観察したあと、足音を忍しのばせてその場を離れた。


    　一度星を食べると腹が空すくまで数日かかる。また食欲が戻ってくるまでの間、狩野嘉信は廃ビルの奥に監かん禁きんしておいた。〝星喰い〟となって戻ってきた親友の姿を見て、狩野は泣いた。


    　──殺してくれ、ともえのところにいかせてくれ。


    　彼は何度も懇こん願がんしたが、沙知は聞き入れなかった。時機を待って彼を食べ、種を植えた。


    　覚かく醒せいした彼の目に涙はなかった。沙さ知ちによって塞ふさがれたその目が最初に向いたのは、見知らぬ男と残されたただ一人の親友・前まえ野の結ゆ衣い子この姿だった。


    



    「──前野さん」


    　沙知は前野結衣子のそばに屈かがみ込み、そっと肩を揺すった。


    　ほどなくして彼女は目を覚ました。夢と現実の狭はざ間まからうまく抜け出せないのか、上体を起こしてもなにも口にできないようだった。


    　沙知はそっと彼女の身体に寄り添い、唇で首筋に触れるほどの距離まで近づいた。薄く唇を開き、白い歯をかすかにのぞかせた。そのまま彼女の肌にくちづけようとして──唇を耳元へと滑らせた。


    「前野さん──」沙知は吐と息いき交じりに囁ささやいた。「私たちは、いろいろと話し合わなければならないことがあると思うの」


    　前野結衣子は答えず、口を閉ざしたまま空虚な目で見つめ返すだけだった。


    



    　　　　◎


    



    　林間の緩ゆるやかな登り坂に入ると、自転車のペースはナメクジ並みに遅くなった。仕方なくトマは荷台から降り、十六夜いざよいも降ろさせた。韋い駄だ天てん十六号との別れを惜しむ彼を無視してトマは走り出した。身体が重いだの節ふし々ぶしが痛いだの言っている場合ではなかった。やがてひょいひょいと身軽に登っていく十六夜に先を越され、その悔くやしさがトマの背中を押した。


    　息切れと闘いながらどうにか校門に辿たどり着いた。門を乗り越えて校庭に足を踏み入れると、構内の空気が妙にざわついているのを感じとれた。こうして立っているだけで肌がぴりぴりするほどだった。


    「あちこちで交戦中のようですね」十六夜が辺りを窺うかがいながら言った。「予想以上の数ですね。意識的に節制していた二十年前の柏かしわ木ぎ美み涅くりさんは、半年で五人の星を食べました。けれど今回の彼女は……半年でざっと十体以上の眷けん属ぞくをこしらえたようです」


    「そんなに……」


    「しかしまあ、あの目の布が弱点とわかっている以上、夜よる祓ばらいの皆さんが制圧するのも時間の問題です。いきましょうか、僕らは親玉の彼女を捜しましょう」


    　トマと交替したエマは、耳に手を当てて周辺一帯の音という音を検証した。校庭の隅、体育館の屋上、テニスコート、学校中で争っている音が聞こえた。誰もが傷つき、うめき声や断だん末まつ魔まの悲鳴を上げていた。トマの励ましがなければ耳を塞いでしまっていたところだ。そしてようやく目的の──女の子のものと思われる声を探し出すことができた。エマはその場所を伝えてすぐに引っ込んだ。


    訝いぶかしげに様子を窺うかがっていた十六夜いざよいに、トマは三階の一番隅の教室を指差してみせた。


    「あそこの旧校舎の教室と屋上……二つ？　どういうこと？」


    　十六夜は教室の窓をじっと見つめた。「確かに人影が見えます。よくわかりましたね」


    　目を凝こらしてもトマには見えなかった。「よく見えるね」


    「お断りしておきますが、ここからは危険ですよ」十六夜が確認するように言った。「正直、僕と一緒にいてもなにもしてあげられませんよ。酢す豚ぶたのパイナップルやインフルエンザと同じくらいケンカが苦手ですからね、僕」


    「それを承知で連れて来てくれたんでしょ？」


    　十六夜はにっこりと微笑ほほえみ、先に立って走り出した。


    



    　校舎玄関のガラス扉とびらは開かい錠じようされていた。この短時間で警報装置の類たぐいも無力化されているようだった。いうなればここは彼女らの領域というわけだ。


    　新校舎の階段から三階に上がった。旧校舎に渡って一番奥の教室に、イコか筒つつ井いのどちらかがいるのだ。長い廊ろう下かを走るうちに行く手を遮さえぎる二つの人影があった。校内の静寂しじまを守る番人のように、二人は静かに佇たたずんでいた──西にし岡おか正まさ臣おみと狩野かのう嘉よし信のぶが。


    「あれだけ出血してたのに、まだ動いていますね」十六夜は狩野を見て言った。「手当てしてもらったんですかね」


    　西岡も左手に布を巻きつけていた。トマたちを見てぎゅっと握り締めると、赤く染まったそれからぴたぴたと血が滴したたり落ちた。


    「やる気満々ですね。二対二ですか」恰かつ好こうつけてそう言った十六夜は、半分くらいトマの陰に隠れていた。「残念ながら僕は五分の一くらいに数えてもらえれば光栄です」


    「ねえ」トマが言った。「もう一度訊くけどさ──」


    　十六夜はきょとんとした目をトマに向けた。トマは目の前の二人を見つめたまま、強く歯は嚙がみした。


    「二人を元に戻す方法、ほんとにないの？」


    「残念ながら。彼らを止めるにはその肉体を破壊するか、あるいは母を殺すしかないと思われます」


    「……わかったよ。二人のことは、僕らが片をつける。先に行ってて」


    「いいんですか？　お言葉に甘えちゃいますよ？」


    　トマは黙って肯うなずいた。十六夜はなんだかほっとしたような表情で、踵きびすを返して走り去っていった。その背中を見送ってから、トマはふうっと深呼吸をし、目を閉じた。


    　出てきたのはラカだった。首を鳴らし肩を回し、何度か屈くつ伸しんをした。久しぶりに肉体を持った感覚は、節ふし々ぶしの痛みさえ忘れればまあ悪くはなかった。ブレザーの上着を脱ぎ、ネクタイをむしりとった。


    「やあ、また会えたね」ラカは西にし岡おかに言った。「君のおかげでヨミを泣かしてしまってね、大変だったんだよ。まあそれはそれとして……君たちもう普通には戻れないそうだね」


    　二人は答えなかった。狩野かのうの右手が太ももで電卓を叩くみたいにかさかさと動いていた。


    「あの子への説明はトマに任せるしかないね。私は私のできることをするまでだ」


    　すっと右手を前に出して構えをとると、対たい峙じする二人の纏まとう空気も豹ひよう変へんした。窓ガラスがぴりぴりと張り詰めるのがわかった。


    　先に動いたのは狩野だった。歯を剝むき、けたたましい足音を響かせて突進してきた。繰り出された爪が頰をかすめ、さらに左手の二撃目が迫るが、ラカの掌しよう底ていがカウンターをとって狩野の腹部にめり込んだ。怯ひるんだ一瞬の隙すきを逃のがさず、すばやく息を吸い込んで前に一歩踏み出すが、そこへ狩野の身体を飛び越えて西岡が襲いかかってきた。慌あわてて右に転がり、狭い廊ろう下かの壁に頭をぶつけた。痛みを感じる暇ひまもなく、ラカの頭があった場所に蹴り足が突き刺さった。紙かみ一ひと重えで躱かわしたラカは起き上がって距離をとり、頰を伝う血を拭ぬぐった。


    　西岡はだるそうにぐるりと首を回し、ラカに焦点を合わせた。狩野の右手の指は絶えず空を搔かいていた。やれやれ、とラカは思った。


    「君たちはその目の布が弱点なんだろう。パクから聞いているよ」ラカは自分の目尻をとんとんと叩いてみせた。「眩まぶしいのが嫌いなのかい、モグラじゃあるまいし。だが安心していい、そんな弱点をつかずとも正々堂々と屠ほふってあげるから」


    　廊ろう下かを埋め尽くすように迫ってくる二人のうち一方へと、ラカは拾い上げたブレザーを投げつけた。勢いのついていた身体に厚手の布ががっちりと絡からまり、動きが止まった。もう一方の西岡は構わず突進してくるが、ラカの狙いは二人の連れん係けいを封じることだった。


    　しゃあっ、と西岡が鋭するどく空気を吐き出し、組みかかってきた。そこへラカは、わざと自分の腕を摑つかませた。ぎり、と骨の軋きしむ感覚が手首から全身へと走り、それを吟ぎん味みしている暇もなく相手の首が伸びてきた。限界まで歯が剝かれ、喉の奥に漆しつ黒こくの闇を携たずさえて。その歯がラカの首筋に、パクが嚙みつかれた傷痕の上に重ねるように喰い込んだ。


    　それと同時に──空気が、空間が、ラカへ向けて集約していき──。


    　次の瞬間。どん、と火薬の爆発にも似た衝撃音が廊下を駆け抜けた。


    　鮮血にまみれた白い歯が宙にばら撒まかれるのを、ブレザーを引き剝はがした狩野は呆ぼう然ぜんと見つめていた。急激に西岡の背中が膨ふくらんだかと思うと、狩野の横をかすめるように吹き飛んでいった。西岡の身体はアルマジロのように丸まって廊下を転がり、やがて静止し、そして沈ちん黙もくした。


    「すまないね、こうするしかなかったんだ」


    　ラカは床にめり込んだ前足を抜き取り、ズボンの埃ほこりを払い、首筋に滲にじんだ血を拭った。呼吸が切れていたが[image: ]やせ我慢で表には出さなかった。


    「二度ほど君たちに嚙まれて、我々も悟ったよ。我々がダメージを負ったのは、君たちの歯が突き立ったときではなく、そのあと、喉の奥に潜むなにか針のようなものが刺さったときだった。君らの身体の中には変なものが潜ひそんでいるようだね。わざと嚙かませたのは──私なりの仕返しだ。なに、年をとれば入れ歯になるものだ」


    　狩野かのうのほうに向き直り、指先で誘った。絶えず動いていた右手がぴたりと止まった。


    「さあ、そろそろ終わりにしようか」


    　弾はじかれるように狩野が突き進み、予想以上の速度で瞬またたく間まに距離を詰めた。無呼吸で間かん髪はつをいれずに攻撃を重ね、ラカはそれらを皮一枚でどうにか躱かわしていった。しかし狩野が大きく歯を剝むいた瞬間に腹部のガードが甘くなり、その隙すきに繰り出されたフック気味の左腕がラカのわき腹にめり込んだ。ラカは軽々と吹き飛ばされ、廊ろう下かと教室を隔へだてるガラス窓に突っ込んだ。破は砕さい音おんと粉々のガラスにまみれながら、ラカの身体は椅い子すと机を蹴散らしていった。倒れ込んだ状態から顔を上げると、粘ねん着ちやく質しつな血が喉のどの奥から零こぼれ出た。


    　乱暴な形に切り取られた窓まど枠わくの中から、布越しの目がラカを見み据すえていた。ばきん、とガラスを踏み砕きながら窓枠を乗り越え、教室に降り立った。ラカはわき腹を押さえながらよろよろと立ち上がり、自分の負った痛手を一つずつ把は握あくし、血の滲にじむ唇をにたりとした。


    「私の役割は、他の人格たちの絶対的な守護者であることだ。みんなは私が守る、そうでなければ私がここにいることは許されないからね」


    　ラカの笑みを受け、狩野も笑った。いや、笑う形に大口を開いたのだ。ラカは垣かい間ま見た気がした。その奥の闇の中に寄き生せいする、植物の蔓つるのような、緑色の蛇へびのような存在を。


    　右手の動きに合わせるように、狩野は歯をかちかちと鳴らした。不吉なカスタネットのような音が教室に響き重なり膨ふくらんでいく。


    　ラカは右手を持ち上げ、震えを殺して前に構えた。


    「──こっちも必死なんだ。悪く思うなよ」


    　狩野が床を蹴った。あらん限りの力を込めたその手は、ラカの喉をめがけて伸びていった──しかしそれは標的へと届くことはなかった。


    　ラカは短く奇声を上げ、思いきり右足を踏み込んだ。その瞬間、どしんと教室中が揺れ、ラカと狩野の間に転がっていた椅子や机が──まるで床全体がバネ仕掛けにでもなったかのように──天てん井じようの近くまで飛び上がった。ガラクタの突き上げをまともに受け、狩野は反射的に動きを止めた。上昇した物体の群れが空中で止まり、落下をはじめる頃、ラカはそこにいなかった。低く低くそれらの下を潜り抜け、狩野の足元に到達していた。


    　狩野が顔を下に向けた。物体は降りはじめの雨粒のように床へと落ちていく。収しゆう縮しゆくされていたラカの身体が伸び上がる。すまない、ラカの唇がその言葉を形づくる。それらの動きはコマ送りのように世界の時間に刻みつけられ、そしてやがて──解き放たれた。


    　鈍にぶい音とともに天井へと叩き上げられた狩野嘉よし信のぶの肉体は、その時点で半分以上の肉体的機能を破壊されていた。宙にくるくると舞い、落下していくところへ、ラカの右肩が吸い込まれていった。これ以上ないほどの衝撃音が教室を揺さぶった。狩野かのうの身体は黒板を砕き、そこに深々と埋め込まれた。衝撃が空間に波は紋もんを立たせ、遠のいていく。破片が舞い落ち、それらとともに狩野の身体もゆっくりと床に落ちた。


    　意識を喰われ生きる屍しかばねとなった狩野嘉よし信のぶに、本当の死が訪れた瞬間だった。


    　最期を見届けたラカは、呼吸を整え、改めて身体の負傷箇か所しよを把は握あくした。頰に擦かすり傷きず、首に歯形、全身に打だ撲ぼく、そして肋ろつ骨こつにひびまたは骨折。手足の筋肉も擦り切れそうだった。


    　年寄りには少々過ぎた運動になってしまった、少し休ませとくれ──。無理やり交替させられたトマは、あまりの激痛にその場に崩れ落ちた。


    　床に這はいつくばったまま、トマは首だけ起こして周囲を窺うかがった。倒れ落ちた狩野嘉信の身体に、黒板のかけらがぱらぱらと降り落ちていた。それはもはや、命あるものの気配を帯びてはいなかった。トマは仰向けに転がり、天てん井じようを仰いで目を覆おおった。


    「クソじじいめ」悪態はか細く震えていて、どこへも届くことはなかった。


    



    　　　　◎


    



    　忍しのびやかに勢いを増していく雨の音が、空からっぽの学校に満ちた闇に滲にじんでいく。


    　彼女はカーテンの揺れる窓辺にそっと佇たたずみ、雨に霞かすむ眼下の街を見つめていた。ふと背後に気配を感じた。がらがらと音をたてて教室の戸が開いた。


    「けっこう降ってきたみたいですね」男の声が教室に入り込んできた。「そんなところにいたら濡れますよ」


    　振り返ると、彼女──筒つつ井い沙さ知ちの艶つややかな黒髪がふわりと揺れた。髪の毛を結わう紐ひもはどこかで外れてしまったのだ。男──十六夜いざよいの目には、その少女の姿に古めかしい制服を着た別の少女の輪りん郭かくが重なっていた。


    「またお会いしましたね。お元気でしたか？」


    　沙知はわずかに肩をすくめただけだった。


    「人質の女の子はどうしたんです？」


    「屋上にいると思う。あの子がそれを望んだから、そこに置いてきたの」


    　沙知は半分だけ窓のほうに視線を戻し、窓枠に指を這はわせた。細かな水滴のついた窓は、曇りガラスのように透明度を失っていた。


    「二十年前のあのときも雨だった。霧きりみたいに細かくて、冷たい雨」


    「二十年前？」


    「柏かしわ木ぎ美み涅くりの記憶よ」


    　十六夜の顔から柔やわらかさが消えた。「どういうことです？」


    　沙知はそれには答えず、ふっと笑みを浮かべただけだった。


    「学校は嫌いじゃなかったの。ここにいれば、世界を形成する凡ぼん庸ようなひとかけらでいられると信じていたから。〝星ほし喰くい〟になる前は逆にそれが耐えがたいほどだったのにね。要するにないものねだりね」


    「そうですね」


    「知ってる？　柏かしわ木ぎ美み涅くり、死んだあとにこの学校に巣喰う吸血鬼の噂うわさのモデルになってるみたいなの。噂って怖いわね、正体を知られたわけでもないのに、無自覚に無意識的に本質へと辿たどり着いてしまうなんて」


    「あなたの中には柏木美涅さんの記憶もあるんですか？」


    　沙さ知ちは曖あい昧まいに首を傾かしげてみせた。「少しだけね。今の私という存在には、あの人という存在も含まれているけどね。あの人のことも少しだけ憶えているわ」


    　十六夜は室内に足を踏み入れた。彼女は逃げようともしなかった。


    「あなたの力の源みなもとは、柏木美涅自身だったんですね」


    「私はあの人の種を飲んだのよ。ここから飛び降りて、校庭に赤い花みたいに開いて、そしてそこから生まれた種を。だから今は、私は筒つつ井い沙知であり、柏木美涅なの」


    「どうしてそんなことに？」


    　沙知は少し間をおき、机の上に置いてあった一冊の本を持ち上げた。


    「これね、この学校の卒業生の詩なんかをまとめた詩文集。これにね、柏木美涅の遺のこした詩が載っているの」


    　手にした本をぱらぱらと何枚か捲めくり、ほっそりとした指先で適当に文字をなぞった。


    「これが、あの人のいる場所に繫つながる鍵かぎであり、篩ふるいだったのよ。このわけのわからない詩に惹ひかれる似通った心のあり方をした人を、柏木美涅は暗くて深い場所に引きずり込む。そして二十年分の愚ぐ痴ちをぶちまけ、土産みやげに〝星喰い〟の種を渡す。……私はそれを飲んだのよ」


    　十六夜いざよいは帽ぼう子しの上からごそごそと頭を搔かいた。


    「そうしてあなたは新しい〝星喰い〟になり、今度は自分の種を蒔まいたんですね。空からっぽになった人たちの星の代わりにして、彼らをゾンビみたいに操あやつるために」


    　沙知は口に親指を当て、爪の先をそっと嚙かんだ。


    「柏木美涅は、私は、ただ少し人と違うだけで、他者を糧かてにする必要があるというだけで、大勢の人たちに追い詰められ、自みずから命を絶たなくてはならなくなった。その寂しさと悲しさがわかる？　孤独と絶望がわかる？」


    「わかりません。あなたを悪とも思いませんし、我々を正義とも思いません。ただ、あなたがあなたの生をまっとうしようとするのと同じく、彼らも彼らの責務を果たしただけだと思います。僕たちもそうです」


    「……その通りね。そんなことはどうでもいい。ただ私は、私の目的を果たすだけ」


    「目的？」


    　十六夜いざよいがもう一歩近づいたとき、たちまち教室内の空気がざわめいた。


    「──私は、私たちを生んだ世界へ復ふく讐しゆうする」


    　振り返るより先に、それは十六夜の背後で丸太のような右腕を振りかざしていた。重く鋭するどい一撃に十六夜は軽々と吹き飛ばされ、派手な音をたてて椅い子すや机と絡からみ合った。ゴリラのような巨きよ軀くは寝転がる十六夜の両腕を鷲わし摑づかみにし、無理やり立ち上がらせた。十六夜はほとんど操あやつり人形のようにされるがままで、肘ひじから先がぶらぶら揺れていた。


    「佐さ伯えきさん、どこに隠れてたんです？」十六夜は目を白黒させながら言った。「そんなでかい図ずう体たいじゃロッカーにも入らないじゃないですか。お口がちょっとにおいますよ、持じ病びようの歯し槽そう膿のう漏ろうが悪化してませんか？」


    　水気を含んだ風が教室に舞い込んできた。沙知は窓辺を離れ、十六夜に近づいていく。


    「あなたが邪じや魔まなの。ここで始末しておかなきゃ、どこまでも追っかけてくるんでしょ？」


    「確かにその通りですけど、逃げないんじゃなかったんですか？」


    「……私は生きなければならない。そのために戦う。私たちを認めない人たちと、世界と、私はいつまでも戦い続ける。世界に許きよ容ようされるために、私が世界を愛せるように」


    「お口が達たつ者しやですね」

  


  [image: ]


  
    　互いの身体が触れ合うほどの位置まで来て、沙知は十六夜の黒いコートのボタンを外し、襟えりを捲まくった。男性にしては華きや奢しやな首筋が露あらわになった。


    



    「どうか後ご生しようですから、帽ぼう子しだけは勘かん弁べんしてください。首なんか十本でも百本でも差し上げますから」


    「髪が薄いの？」


    「そ、そんなわけないじゃないですか」少しむきになった。


    「質問に答えられたら許してあげる。あなたの仲間の人たちにも同じ質問をしたのよ」


    　沙さ知ちは背筋とつま先をいっぱいに伸ばし、十六夜いざよいの首に腕を回した。そして耳元に口を近づけ、そっと囁ささやいた。


    「──世界に存在を許容されない存在なら、どうして私たちは生まれてきたの？」


    　腕の中の男が息を呑むのが肌越しに伝わってきた。


    　沙知はくすっと笑った。そして十六夜の首筋に唇をつけた。


    



    　　　　◎


    



    　どうにか教室を出ることができたトマは、壁にもたれながらとぼとぼと歩き出した。これほどまでに歩くという行為を重苦しく感じたことはなかった。息をするたびに金かな槌づちでわき腹をぶっ叩かれるような感覚があった。それらを跳はね返すためにはラカや他のみんなへの呪じゆ詛そを呟つぶやき続ける必要があった。


    　新旧校舎を繫つなぐ渡り廊ろう下かを折れ、旧校舎に足を踏み入れた。ふとトマは顔を上げた。なにか聞こえた気がした。エマのような鋭えい敏びんな耳は持ち合わせていないが、その声だけは聞き逃のがしようがなかった。それはイコの声だった。


    　エマが声を聞いたのは奥の教室と、そして屋上だ。トマは廊下をさらに折れ、屋上へ続く階段を上った。手すりにべったり身を預けるようにして、一歩ずつ身体を持ち上げた。


    　全体重をかけて扉を押し開けると、冷たい風とともに細やかな雨が舞い込んできた。細めた目に垣かい間ま見えたのは、見慣れた輪りん郭かくをした制服姿の少女だった。


    「──イコっ」叫んだトマの声は、鈍にび色いろの夜よ霧ぎりの中に吸い込まれていった。


    



    　　　　◎


    



    　唇を離した筒つつ井い沙知は、青ざめた表情であとずさった。十六夜はひょいと顔を上げ、にんまりと得意げに笑った。そのときにはすでに、肘ひじから指先までをぷらぷら使って懐かい中ちゆうの武器を取り出していた。


    　次の瞬間、部屋中に閃せん光こうと炸さく裂れつ音が弾はじけた。佐さ伯えきの巨きよ軀くが大きくのけぞり、朽くちた大木のように膝ひざから崩れ落ちた。びくびくと痙けい攣れんを続けてはいたが、もはやただの筋肉の反応にすぎなかった──心臓は先ほどの一瞬ですでに止まっていた。


    　十六夜いざよいは摑つかまれていた二の腕をさすりながら、もう片方の手に握った携帯電話のようなものをぷらぷらさせた。


    「特製の携帯電話型スタンガンです。最大出力ならゾウアザラシの心臓だって止められますよ、やったことないけど。ちなみにこのコート、理科の実験にも使える便利な絶ぜつ縁えん性です」


    「どうして……？」沙さ知ちは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    「僕は〝探さがし屋や〟です、佐さ伯えきさんの気配には気づいていました。わざと殴られてわざと捕まったんです。僕の中の、最後の迷いを消すために」


    「あなた、人間？　あなたの……あなたの星はどこにあるの？」


    　十六夜はスタンガンの先でごりごり頭を搔かいた（バッテリーは切ってあった）。ふっと右目をひそめると、真っ黒な影のシルエットに金色の左目だけが浮かび上がった。


    「僕は〝探し屋〟です。それ以上でもそれ以下でもありません」


    　沙知はよろよろとあとずさり、それに合わせて男は一歩前に出た。さらに一歩後退した拍ひよう子しに机が倒れた。男は構わず距離を詰めた。スタンガンが振りかざされた。彼女は短い悲鳴を上げて頭を庇かばった。しかし攻撃も痛みも訪れる気配はなかった。腕の隙すき間まから窺うかがうと、男は彼女を素通りして、窓辺から外を眺めていた。


    「あなたの子供たちはみんな仲良く退治されたみたいです。残りは屋上だけですね」


    　その隙に彼女は出口へと駆け出した。しかしそこにダークスーツを纏まとった若い女性が立ち塞ふさがった。細身で五ご分ぶ刈がりに近いほどのショートカット。頰に開いたばかりの新しい傷があったが、垂たれ落ちる血を拭ぬぐおうともしなかった。


    「お疲れ様です、清し水みずさん」十六夜が言った。


    「生きていたみたいね」清水は淡々とした口調で言った。「さすが、ゴキブリ並みのしぶとさを自称するだけあるわね」


    「初耳ですけど」


    「それより、これで終わりよね？」清水がきろりと沙知を睨にらんだ。


    　──その目つきを見ればわかる、この人も私を滅ぼすためにやってきたのだ。沙知はまたじりじりと後退するしかなかった。無意識に爪を嚙かんでいた。


    「一つお教えしますね」背後から〝探し屋〟の声がした。「あなたが相あい葉ばくんを仲間にできなかったのは、あなたの中の〝種の成分〟が尽きたからだと思われます。先ほど嚙まれてみたところ、そのように感じられました。たとえ星を食べることはできても、もう種をつくり出すことはできないでしょう」


    　沙知は振り返り、呆然と男を見つめた。十六夜は帽子を深くかぶり直し、にこりと笑った。


    「ようやくわかりましたよ。空からっぽの死体を意のままに操あやつるために、あなたは自身の星を削って種をつくってきたんですね。だからこそ、空っぽのはずの死体が動くなんてホラー映画みたいなことが起こってきた。しかしあなたは、無む闇やみにそれをばら撒まき過ぎたんです。今や、あなたの中のあなた自身は尽きました。もう新たな仲間をつくり出すことはできないはずです。あなたはもはやあなた自身でさえありません。筒つつ井い沙さ知ちでも柏かしわ木ぎ美み涅くりでもない、今まで食べたいろんな人たちの寄せ集めのなにかって感じです」


    　全身を震えが襲った。視界が揺らぎ、咽の喉どが詰まり、沙知はその場に膝ひざをついた。親指の爪を嚙かみながら、その手の震えをもう一方の手で抑えようとした。


    「今あなたがしているその癖は──」十六夜いざよいは乾いた声で言った。「いったい誰のものでしょう？」


    　こつ、こつ、と足音が響いた。顔を上げると、男は目の前に立っていた。


    「最後にお訊きしたいことがあります」十六夜は言った。「屋上にいる彼女のことです」


    



    　金かな網あみに指を絡からませ、濁にごった夜空を見上げた。顔に降り落ちる雨に、不思議と冷たさは感じられなかった。ただ髪が貼り付くのが不快だった。そういえばあのときも雨が降っていた。五か月前の雨の季節で、ここにあの子と一緒にいた。


    　ふいに扉とびらが軋きしむ音がした。振り返ろうとしたら、長い間見上げる姿勢でいたせいで首がぎくっと痛んだ。思わずその場にうずくまりたくなった。


    「──イコっ」


    　涙目のまま顔を上げると、扉のところに彼がいた。二週間前、絡まれていた彼女を助けてくれた少年だった。七人分の心を抱え、正義の味方を自称する不思議な青年。


    「……イチロ」


    　今そこにいるのは、よく喋しやべる子供っぽい性格の彼だった。名前の呼び方でそうだとわかった。彼はもたれかかる扉からずり落ちそうになり、それでもよろよろと起き上がり、こちらに近づいてきた。きっと身体のどこかに怪け我がをしているのだ。


    「だめっ」彼女──前まえ野の結ゆ衣い子こは叫んだ。


    　彼──明みよう神じん一いち郎ろうは思わず足を止めた。


    「逃げてっ」


    　その瞬間、彼女の横を三つの影が走り抜けていった。闇から現れたそれらは、獣けものじみた動きで一いつ斉せいに少年に襲いかかっていった。


    「イチロっ」


    　彼女の悲鳴が響く中、青年が弾はじかれたように駆け出した。病院で見たのと同じ俊しゆん敏びんで力強い動きで、三つの怪物と渡り合った。しかしそれも時間の問題で、やがて動きは鋭するどさを失っていき、ついに──。


    　イコはてのひらで顔を覆おおった。


    



    　トマと入れ替わったラカは、次第に重さを増していく身体に焦あせりを覚えていた。ひび割れた肋ろつ骨こつを抱えてはろくに踏み込むこともできなかった。威力の半減した打撃でどうにか凌しのぐものの、化け物たちはますます猛たけりながら牙きばを向けてきた。一人は二十代半ばくらいの中ちゆう背ぜいの男、一人は頰に傷のある大柄の男、そして一人は高校の制服を着た栗くり色いろの髪の少女。


    　目まぐるしく動き続ける中、視界の片隅にはイコの姿があった。雨に濡れる小さな身体を震わせて、必死に声を絞り上げていた。


    　ラカは奥歯を嚙かみ締めた。そして渾こん身しんの力とともに一歩踏み出した。タイルが砕け、目の前の敵が吹き飛んだ。仕し留とめたという手て応ごたえはなかった。背後には別の敵が迫っていた。反動の痛みなど感じているいとまもなく、ラカは振り返りざまに拳こぶしを放った──しかし。


    　拳の先にいたのは少女だった。


    　その頰を打ち抜く寸前で拳が止まった。女性や子供、弱き者の守護者としての性さがのために。


    　一瞬の隙すきをついて頰に傷のある男がラカへの距離を詰めた。その分厚いてのひらがラカの頭を鷲わし摑づかみにし、思いきり床に投げつけた。とっさに頭を庇かばったが、受身は間に合わず背中を強打した。そのままごろりと仰向けに転がり、もう起き上がることもできなかった。


    



    　大柄の男はぐったりと力尽きたラカの身体を抱え上げ、後ろから羽は交がい絞じめにした。うなだれた頭を少女が髪の毛を引っ張って上向かせた。年季の入った皮肉の一つでも吐いてやろうとしたが、それより先に彼女の唇が首筋に触れた。全身に激痛が走り、意識が遠のいていく。ラカは気を失い、窓の奥へと放り込まれた。


    　ほんのわずかな眠りのあと、代わりに出てきたのはトマだった。なんで僕ばっかり、などと毒づく気力もなかった。もはや頭を上げるのさえ一苦労だった。降りかかる雨の冷たさがむしろ心地よかった。視界の先にあるのは、うなだれて顔を覆おおうイコの姿だった。


    「……イコ……」トマは声を振り絞った。


    　イコが顔を上げた。泣きたいのを必死に堪こらえているような表情だった。化け物たちはトマがまだ意識を保たもっていることに驚いているようで、そのままどうしていいかわからない様子だった。


    「……イコ、私です。チキです」チキは痛みに顔をしかめながら言った。トマはよくこんな身体で歩き回っていたものだ、自分だったらネギどころかニラ一本持てそうにない。


    「イコ、君は我われ々われに隠していることはないか？」


    「え……？」彼女は目を見開いた。


    「ヨミから話を聞いた。ヨミが君に触れたとき、君の心に複数の色と気配を感じたそうだ。それこそ我々に近い、異質なものを君の中に感じたのだと」


    　ぽつ、ぽつ、と二人の間を大きな雨粒が叩いた。その音は波は紋もんのように重なり合い、さらなる音を取り込み、地上を覆い尽くすように広がっていく。


    「〝星ほし喰くい〟という存在とそのなりかたちについてある男から聞いたとき、私の仮説はこれ以上ないほど突とつ飛ぴな方向へと流れてしまった。けれど、ばらばらになったピースをまた組み立てていくうちに、新しい形が見えてきた。ひどく歪いびつで、荒こう唐とう無む稽けいで、そしてあまり信じたくない方向へとね」


    　チキはメガネを上げる仕草をしようとして、腕が塞ふさがれているのを思い出した。後ろの男を睨にらみつけてみても、相手と目が合っているのかさえ定かではなかった。


    「〝星ほし喰くい〟、西にし岡おかくんや狩野かのうくん、筒つつ井い沙さ知ち、そして葉は月づきともえさん。ピースはか細くとりとめもなく繫つながっていき、そしてここへ辿たどり着いた。イコ、君のいるこの場所にね」


    　イコはなにも言わず、唇を嚙かんでチキのほうを見つめていた。


    「これはあくまで仮説だ。間違っているなら謝罪する。だから、答えて欲しい。君の中には、葉月ともえがいるんじゃないか」


    　雨音はますます強く大きくなっていく。雨粒はその場にいるすべての者に等しく降り注ぐ。それはイコの身体へ、腕へ、指先へと震えを伝わらせていく。


    「イコ。君は筒井沙知と同じ、〝星喰い〟──」


    　言い終わるより先にチキの身体がびくんと脈打ち、だらりと首が垂たれ下がった。それからゆっくりと顔を上げた。そこにはさっきまでとは別人のような、幼くて頼りない表情があった。


    「イコ……僕だよ、トマだ」


    　トマ、とイコは呼ぼうとしたが、声はかすれて形にならなかった。


    「……イコ、ほんとに君が？　これも全部……君が？」


    　トマは無理やり顔を上げ、涙を雨に混じらせた。やがてイコはゆっくりと立ち上がり、濡れた前髪を横に流した。顔を見せた彼女は、笑っていた。


    「違うよ。チキ、トマ」


    　少なくとも、そのように見える表情をつくっていた。


    「あたしはマサやノブをあんなふうにしてないし、この人たちだって関係ない。筒井さんのことも今日まで全然気づかなかった。それに、ともえを殺したのだってあたしじゃない」


    　口を開きかけたトマを、イコはにっと歯を見せて遮さえぎった。


    「だって、あたしがともえだから。あたしはイコだけど、葉月ともえなの」


    　トマは言葉を失った。雨の音が遠のいていった。


    「あの日ここで、あたしはイコに〝星喰い〟の種を飲ませたの。そして、あたしを食べさせた。……だけど、今ここにいるあたしは、前野結衣子の形をした葉月ともえなの」


    



    　　　　◎


    



    「あなた──いや、柏かしわ木ぎ美み涅くりさんは、どうやって現世に戻ってきたのですか？」


    「……よくわからない。それに関する記憶は、今の私の中にはないから。ただ──」


    「ただ？」


    「……とても暗い海の中にいた。生なま温ぬるくてどろっとした水の中で、身動きもできず、長い間独りぼっちで漂っていた。その孤独感は、今の私にも残ってる」


    「肉体が滅びたとき、意識だけが力を持って無意識の世界に逃げ込んだ。そのまま今もそこに漂い続けている。そして、生前に遺のこした詩に惹かれた者を引きずり込み、〝星ほし喰くい〟の種をばら撒まいている。……怪奇小説みたいな話ですね」


    「私たちは似ている、って彼女は言ってたわ。私も少しだけそう思った。私も、学校なんてくだらない、世界なんて滅びればいいって思ってたから」


    「あなたたちの他にも、この二十年で選ばれた人はいなかったんですかね？」


    「何人かいたみたいよ。でも、みんな怖くなって種を捨てちゃったみたい。そのあとどうなったかは知らない。ともかく、実際に種を飲んだのは、私と……」


    「……もう一人の〝星喰い〟さんは、あなたのことを知らなかったみたいですね。協力態勢があったら、僕らももっと手こずったのに」


    「こちらからは名乗り出なかったからね。あの子のほうは他者を食べるということに迷いと恐れがあるようだったから」


    「あなたのほうはどうやって彼女のことを知ったのですか？　それも亡霊さんに教えてもらったんですか？」


    「ちょうどクラスメートがなんの前触れもなく自殺、その親友の様子もおかしいとくれば、私の立場ならぴんとくるものでしょ」


    「なるほど」


    「でも……どうしても腑ふに落ちなかったのよ。あの子は、前まえ野の結ゆ衣い子こは私たちとは対極のような人だったから。でもさっき、彼女から話を聞いてようやく理解した。葉月ともえは、前野結衣子を乗っ取ったのよ。それこそ信じられないようなことだけどね」


    



    　　　　◎


    



    　前野結衣子──イコのことが疎うとましくて仕方がなかった。


    　いつでもイコだけが特別に扱われているように思っていた。可愛かわいくて快活で、どこかとぼけていながらとても聡そう明めいで、誰にでも優しく平等に接する彼女はいつでも周囲の人たちの中心だった。ともえは彼女にとってはおまけでしかなかった。小学校の頃からずっとそうだった。自分はイコに付き添う者、庇ひ護ごされる者としか認識されていなかった。彼女を一層際きわ立だたせるだけの存在。彼女が光であるなら、ともえは紛まぎれもなく影だった。


    　二人だって、マサとノブだってきっと、イコがいるから一緒にいてくれるのだ。あたし一人だったら仲間には入れてくれなかった。あたしは彼女のおまけに過ぎなかった。そう思うと二人への苛いら立だちより彼女への憎しみが募つのった。そして同時に、自己嫌けん悪おもますます膨ふくらんでいった。彼女はきっと悪くない、悪いのはこのような存在に生まれたあたしと、そしてこのような存在に生んだあたしの運命なのだから。


    　当の結ゆ衣い子こは、そんなともえと常に一緒にいながら、その秘めた苦悩に気づいていないようだった。彼女はともえに対していつでも対等で誠実だった。彼女はともえにとってどこまでも完かん璧ぺきな存在だった。それがともえを一層追い詰めていた。


    　彼女と距離をおく。そんな選択肢もあった。高校受験というきっかけもあった。それでもともえにはそうすることはできなかった。そうして一人でやっていくだけの勇気も自尊心もなかった。合格発表の掲示板を前にして、二人で抱き合い喜び合いながら、ともえは自分を殺したいとさえ思っていた。


    



    　高校入学から二か月後の六月。ともえは同じ文芸部の筒つつ井い沙さ知ちに『ほしくい』の詩を読ませられ、柏かしわ木ぎ美み涅くりの遺い志しを継ぐ者の一人として選ばれた。


    　ともえの夢の中に現れたのは、半透明の少女だった。彼女は自みずからを〝星ほし喰くい〟と呼び、ともえを自らの遺志を継ぐ者だと呼んだ。


    　世界への復ふく讐しゆうを──。存在の刻こく印いんを──。


    　どれだけ話を聞いても、彼女の言葉はともえの中には響かなかった。言葉は主体とはぐれた影のように心を動かす力を失っていた。募れば募るほど切実に伝わってきたのは、彼女の孤独と絶望、悲しさと寂しさだけだった。


    　その思いがあたしを惹きつけたのだろうか。あたしもそうだったから──マサやノブやイコのような最高の友達がいつも一緒にいてくれたのに。


    　受け取った種は飴あめ玉だまのような綺き麗れいな球体をしていて、透明なそれを光に透すかすと美しく反射した。柏木美涅も〝星喰い〟も質たちの悪い幻まぼろしなどではなかったと、そのちっぽけな重みが教えてくれた。そして、自分がそのようなものの後継者に選ばれたという現実も。


    〝星喰い〟という人智を超えた存在など、ともえには興味もなかった。


    　同じようにあの亡霊に魅み入いられた不幸者がもう一人いるらしい。それが誰だかは知らないが、世界への復讐とかいう主体の願いはそちらに任せていればいい。〝星喰い〟だかなんだか知らないが、あたしはそんなものになるつもりはない。


    



    　自らの中に湧き起こった悪魔の計画に、ともえは身体の震えを抑えきれなかった。


    



    　彼女に──イコにこの種を飲ませるのだ。


    　そして、あたしの意識と魂たましいを食べさせる。彼女に教えてやるのだ。このあたしがあなたのことをどう思っていたかを。あたしがどれだけ羨うらやみ、妬ねたみ、憎んでいたかを。


    　あたしは彼女の一部になり、彼女はそれを抱えて生きていかなければならない。これはあたしの命をかけたメッセージであり、呪のろいであり、復ふく讐しゆうなのだ。


    　ともえに迷いはなかった。あたしは死ぬ。死にながら、彼女の一部になれる。そう考えるとまた、不思議と嬉うれしかった。いったい本当のところ、あたしは彼女をどう思っているんだろう。羨せん望ぼう、嫉しつ妬と？　憎ぞう悪お、愛情？


    　ともえはふっと笑った。そんなこと、今までさんざん考えてきて、そして答えなど出なかったのだ。ともえは考えるのをやめた。ようやくやめることができるのだと思った。


    



    　混こん沌とん。マグマが渦うず巻まき、雨に冷え、固まっていく。新たな星が生まれようとしていた。


    　顔に降り落ちる水滴が、意識を現実に呼び戻していく。


    　目が覚めると、世界はその姿を変えていた。眩まぶしいほどの茜あかね色の夕陽はとうに消え去り、代わりに濁にごった色の夜空が冷たい雨を降らせていた。


    　世界は変わっていた。前まえ野の結ゆ衣い子この内に目醒めたのは、葉は月づきともえとしての自じ我がだった。


    　ともえの足元には、空からっぽになったともえの身体があった。雨に濡れたまま、薄目を開けて小さく呼吸をしていた。起き上がる気配はない、彼女の意識はここにあるのだから。


    　前野結衣子であり葉月ともえとなった彼女は、フェンスの向こうに抜ぬけ殻がらの死体を運んだ。靴を脱がして揃え、そして──虚こ空くうへと突き落とした。


    



    



    「おい、イコ」


    　昼休み。非常階段の踊り場で雨を眺めていた前野結衣子の背中に、声をかける者があった。狩野かのう嘉よし信のぶ、隣となりには西にし岡おか正まさ臣おみもいた。


    「どうしたの、怖い顔して」結衣子は苦笑してみせた。


    「話があるんだ」正臣が言った。「ともえのことでさ」


    　結衣子は手すりから離れ、二人のほうに向き直った。「なに？」


    「あの日、ともえが死んだ日の夜」嘉信が躊躇ためらいながら言った。「お前、どこにいた？」


    　結衣子は戸惑いがちに笑みを見せた。「どうして？」


    「学校にいたんじゃないか？」正臣が一歩にじり寄った。「ともえと一緒に」


    　結衣子は肩をすくめた。「ボク、予備校にいたよ。自習してたもん」


    「噓つくなよ」嘉信が声を荒らげた。「あの日お前、放課後に学校に残ってただろ。陸上部のやつが見かけたって言ってたぞ。ともえと一緒にいたんじゃないのか？」


    「なあイコ」正臣は穏やかな声で言った。「お前、なにか知ってんじゃないか。どんなことでもいいからさ、教えてくれよ。俺たちは知らなくちゃいけないんだ。そうでもしなきゃ……ともえが死んだってことを受け入れられない」


    　結ゆ衣い子こは苛いら立だたしげに唇を嚙かみ、髪の毛を耳の後ろに流す仕草をした。けれど結衣子にはそうするほどの髪の長さはなかった。はっとして思わず二人を窺うかがったが、すぐになんでもなさそうに手すりにもたれかかり、雨に目を向けた。


    　正まさ臣おみと嘉よし信のぶは見み逃のがさなかった。そして、あの日から、ともえが死んだ日から自分たちの感覚に引っかかっていた違和感の正体を、このとき初めて捉えることができた。


    「気になってたんだ。最近、お前の様子がおかしいから」そして正臣は押し殺した声で言った。「お前、ほんとにイコだよな？」


    　結衣子は答えなかった。その沈ちん黙もくを間かん断だんのない雨音が満たしていった。


    



    　　　　◎


    



    　イコの口から語られる真相に、トマは言葉を失っていた。夢だったらいいのにと思っても、ぼたぼたと降り落ちる現実の雨は冷たかった。


    「二人があたしのことを調べてたのは知ってたの。知っててほっといたの、どうせ真相に辿たどり着けるわけないからね。筒つつ井いさんがあのときの目撃者──星ほし野ののぞみって人も都合よく始末してくれたし。今にして思うと、あたしのことがばれないようにこっそり動いていてくれたみたいね」


    　もういいとトマは言おうとしたが、声は咽の喉どにつかえて形にならなかった。イコは呆あきれたように肩をすくめてみせた。


    「トマってさ、ボクのこと好きだったんでしょ？　でもこれでわかった、お人よしのトマくん？　あなたの知ってるイコは、あたしは、ほんとのイコじゃないの。もう普通の人間じゃないの。イコを殺して、ともえを殺して、あたしは怪物になったんだよ」


    　トマはうなだれたまま、ぴくりとも動かなかった。


    「トマ？　寝てるの？」


    「──イコ」


    「チキ？」


    「すぐに気づいてくれるなんて光栄だね」チキはまんざらでもなさそうに言った。「トマは泣いていたよ。負傷者用のベッドでふて寝している。ヨミがいい子いい子してあげても当分はあのままだろうね。日常が面倒なことになるな……君がそう仕向けたんだ」


    「言いすぎちゃったかな。まあほんとのことだし」


    「いいや、むしろ礼を言うよ。君はいい子だね」


    　イコは戸惑った。「いい子？」


    「君の真意はわかっているつもりだ。トマに嫌われようと努力しているのもね」


    　イコは唇を嚙んだ。それが答えだった。


    「さて、イコ。質問させて欲しい。君は、葉は月づきともえ以外の誰かを襲ったりしたか？　そしてこの人たちのようにしたか？　トマは聞いていない、正直に答えて欲しい」


    　イコは首を振った。「食べてない。食欲はあったし、そういう意味でお腹も空すいてたけど、ずっと我慢してきたから。それに、あたしはこんなやり方も知らない」


    「じゃあ、これも──」チキは顎あごで後ろの男を示した。「西にし岡おかくんたちも、すべて筒つつ井い沙さ知ちか」


    　イコは肯うなずいた。


    「……そうか、ありがとう。じゅうぶんだ」


    　チキは笑顔で応じ、大きく息をついた。


    「じゅうぶんて、どうするの？」


    「君のしようとしていることを止める」


    　イコは息を呑んだ。そして、思わずふっと笑みを漏らした。


    　すごい、ほんとにすごい。チキはほんとに全部わかってるんだ。あたしがしてきたことも、しようとしていることも。


    「とはいえ、私にできるのはここまでだ。なにぶん私はニラ一本持ち上げられない暴力とは無縁な平和主義者だからね。代わりに、真打ちを呼ぶよ」


    「真しん打うち？」


    「そう。そのためには賭をしなければならない。とても気の乗らない賭だ。理性を司つかさどる私が必要以上に損そこなわれれば、我々の部屋は崩壊し、〝夜の海〟が訪れる。危険な賭だ」


    　イコには理解できなかった。死体たちもその動静を見守るしかなかった。


    「だが、君を止めるにはそれしか手段は残されていないようだ。肚はらは括くくったよ」


    　チキはイコにウインクしてみせた。イコが戸惑っているうちにさっと表情を変え、今度は背後の男を横目で睨にらみつけた。急に振り返られて男はびくっと反応した。えっふん、とチキは大きく咳せき払ばらいした。


    「さあ、生ける屍しかばねよ」チキは妙に芝しば居いがかった声で高らかに叫んだ。「私はまだぴんぴんしているぞ。その猛たけ々だけしき頰の傷とおぞましき目隠しにかけて、私を打ちのめしてみるがいい。……いや、本当に打ちのめすんじゃなくて、嚙かみついてくれるだけでいいから」


    　その安っぽい挑発を受けて、男はチキの首筋に歯を立てた。耐えがたい激痛が全身を駆け巡った。呼吸さえままならないまま、チキの意識は徐々に闇に覆おおわれていく。


    「チキっ」イコが叫んだ。


    「……おやすみ、イコ」


    　かすれた声でそう言い残すと、チキの頭がだらりと垂れ下がった。意識は完全に失われた。代わりに出てくる者はいなかった。


    



    



    　　　　◎


    



    　雨の中の砂の城のように、部屋の壁はゆっくりと闇の中に溶けていく。


    　七つの人格はその壁の中に埋うずもれていき、散り散りに、深い場所へと沈んでいく。


    



    　彼は暗い海の中にいる。


    　辺りにはいっさいの物音がない。けれど妙にざわついている。音や声ではない、意識が飛び交っている。無数の意識だ。理性の枷かせをほどき、ものすごい速度で世界を飛び交い、混こん沌とんの渦うずをつくっている。


    　その中では、赤ん坊のようにじっと身を丸め、ただ沈んでいくことしかできない。


    



    　またここか。彼は思う。みんなはどこにいるんだ？


    　みんな？　通りすがりの意識の一つが話しかけてくる。


    　そう、みんなだよ。


    　みんなって誰だ？　別の意識が横切っていく。


    　彼は答えようとして、言葉に詰まる。みんなって、誰だ？


    　お前、誰だ？　また別の意識が語りかける。


    　俺は、誰だ？　彼は闇の中に問いを投げる。答えは返ってこない。


    　意識たちは笑っている。答えてくれる者はどこにもいない。意識たちは渦を巻き、彼から自由を奪う。闇は機械的に彼を水みな底そこへと運んでいく。


    



    　ふと、辺りを取り巻く意識たちの声が消える。混沌の渦が次第に勢いを弱めていく。やがて海は静けさと透明さを取り戻す。


    　誰かに呼ばれた気がする。辺りを見渡してみると、頭上にぽっと一つの光が点る。頼りない、とてもちっぽけな金色の光だ。


    「こんばんは」光が言う。「お迎えに上がりました」


    　彼は少し間をおき、その言葉を吟ぎん味みする。寝起きの状態のようにうまく頭が回らない。


    　なんだ、お前？　声にならない声で彼は尋たずねる。


    「〝探さがし屋や〟です」声が伝わったのか、光はすぐに答える。


    　さがしや？　なんだそれ。俺の中にはそんなものないよ。


    「僕はあなたの一部ではありません。僕は十六夜いざよい。ただの〝探し屋〟です」


    　ウインクでもするように、金色の光がちかちかと瞬またたく。


    「さあ、起きてください。こんなところでぷかぷかしている場合ではありません。あなたには行き着くべき場所があるはずです」


    　知らない。あなたってなんだ？　俺は誰だ？


    「これは、あなたと彼女の物語です。彼女に出会った日から、あなたはこのときへと辿たどり着く運命だったんです。だから彼女のことは、我われ々われではない、あなたが幕を引かなければならないんです」


    　知らないって。彼女ってのも、そんな運命も。俺の知ったこっちゃない。俺には関係ない。


    「なに寝ぼけたこと言ってんですか。大ありですよ、大アリクイ。だって、みんなであなたじゃないですか」


    　…………うるせえな。チキみたいなこと言ってんじゃねえ。


    「うるさくないです。小鳥の囀さえずりのように優しく麗うるわしい起こし方じゃないですか。そちらこそいい加減ふて寝はやめましょうよ、ねえ、明みよう神じん一いち郎ろうくん」


    　イチロは舌打ちし、めんどくせえ、と呟つぶやいた。


    「そうそう、先ほどお会いしたトマという少年から言こと伝づてを預かっとります」


    　光から手が──実体のない、その形をした意識が──イチロに伸びた。反射的にイチロも手を伸ばした。光はイチロの身体を引き上げた。浮上する水圧に耐えながら、イチロはその先に違う光を見た。六つのそれぞれに異なる色を湛たたえた光は、なにかの星座のように整然とそこに並んでいた。


    「──イコを止めてくれ、とね」


    　やがて水面が近づいてきて、イチロは目を閉じた。


    



    　　　　◎


    



    　なぜ、明神一郎の人格は分裂しなければならなかったのか。


    　その理由をトマやチキたち別人格は知らなかった。どうして自分たちはこの世に生じることとなったのか──。その答えを知っているのは過去の記憶を持つ主人格のイチロだけだと彼らは信じていた。


    　そう、彼らはなにも知らなかったのだ。その答えのありかも、イチロ自身でさえそれを知らないという事実も。


    



    　五年前のあの日、一郎は気がつくと病院のベッドの上にいた。付き添いは誰もいなかった。あとで聞いた話によると、他の家族は同じ病院に収容された父親の病室にいたのだという。


    　父親のほうが重症だったから。


    　父親をそのような目に遭あわせたのが他ならぬ一郎だったから。


    　一郎はなにも憶えていなかった。そのときの一郎に認識できたのは、自分がそれまでの自分とはどこか異なる存在に変わってしまったという漠然とした自覚と、そして自分の中になにかが生まれたという奇妙な感覚だけだった。


    　それがイチロにとって最も古い記憶だった。それ以前のことはなにも憶えていなかった。記憶は念入りにコンクリート詰めにされ、明みよう神じん一いち郎ろうの中の最も奥深い水みな底そこに沈んでいた。誰もが触れるどころか手を伸ばすことさえできなかった。別人格たちも、イチロ自身でさえも。


    　だから、「自分たちは一郎の悪い感情から生まれた」という別人格たちの思い込みと罪の意識は、彼らの出しゆつ生しようの理由を知らないイチロにとってはあまりぴんとこないものだった。彼らは生まれたときからそんなふうに思い込んでいるが、真相は誰も知らないのだ。だから、自分たちの身を削ってまで善ぜん行こうを繰り返す理由など、イチロからすればどこにも見当たらないように思えた。そんなことをして本当に意味はあるのか、ただの自己満足で終しゆう始しするんじゃないか、と。


    　けれど、だからといって彼らの切実な思いに水をさすのも野や暮ぼったいとも思った。あいつらが満足できるならそれでいいんじゃないか、と。警察沙ざ汰たは二度と起こさないと誓った。俺たちの安全と秘密さえ守れるなら、俺を巻き込まない範囲で勝手にすればいい。そう思って今まで部屋の隅で居眠りを決めていたのだった。


    　こんな最悪の形で、物語の終末に引きずり出されるようなことになるまでは──。


    



    



    　目を覚ましたイチロは、いかにもだるそうに顔をしかめた。全身がじりじりとした苦痛で溢あふれ返っていた。濡れた衣服に体温を奪われ、身体が震えていた。傷口を触って確かめようとしたところで、どこぞの見知らぬ男にがっちり羽は交がい絞じめされていることに気づいた。


    「……いってえ。なんだよ、放せよおっさん」


    「あなたは？」イコが尋たずねた。


    「……あんたこそ誰だよ」イチロは顔をしかめたまま答えた。


    「もしかして……ほんとのイチロ？」


    　イチロは目の前の女を睨にらみつけた。こいつ、俺たちのことを知っているのか？　どこかで見た憶えがあったが、なにも思い出せなかった。


    「初めて会えたね。あたし、トマたちの友達のイコです」


    「だから……知らねえっての」


    　イチロは一通り周囲を見回した。夜、雨の屋上。トマの友達の女、三人の目隠し変質者。ますます状じよう況きようがわからなくなった。混ざり合ったやつらの声がざわざわと騒がしかったが、なにを言っているのかはよくわからなかった。


    「……くそっ、いてえ。身体中いてえ。……おっさん、あんたがやったのか？」


    「そうですよ」


    　どことなく聞き憶えのある声に、イチロは首だけで振り返った。奇妙な黒ずくめの恰かつ好こうをした男が立っていた。また変なのが現れた。


    「この街で起こった事件も、あなたの別人格さんたちを痛めつけたのも、とにかく悪いのはぜーんぶそこにいる〝星ほし喰くい〟ゾンビさんと女子高生の彼女です。ちなみに僕はあなたの味方です……からそんなに睨にらまないでください。僕のこと、お忘れですか？　〝探さがし屋や〟の十六夜いざよいですよ。自転車で二人乗りもした仲じゃないですか」


    　イチロは深々とため息をつき、顔に貼りつく雨粒をうざったそうに振り払った。なんでこんな変なやつにまで秘密を知られているんだ。ゾンビってなんだ？　くそ、めんどくせえ。


    「事件もゾンビも知らねえけどさ、あいつらが変なことに巻き込まれたせいで、俺までこんな痛いてぇ目に遭あってるわけだな。これは説教どころじゃすませねえぞ。我慢の限界だ。やつら全員、医者に通って全員消してやる」


    「そんなこと言わないでよ」イコが口をすぼめて言った。「みんなすごい頑張ってたよ。あたしにもみんな優しかった。あなたなんかなんにもしてないじゃない、主人格のくせに」


    「……うるせえな」イチロは口の中に溜たまった血をぺっと吐き捨てた。「俺は……今は俺じゃねえんだよ」


    　イコは眉根をひそめた。くく、とイチロは自じ嘲ちよう気味に低く笑った。


    「……ぐちゃぐちゃなんだよ……今の俺は。部屋の壁が溶けちまった。俺の中にあいつらが混ざってる。マーブル模様ってやつさ、ひひ……くそっ、いてえ。頭いてえ」


    　イコにはよく理解できなかった。「……じゃあ、もしかして、一人に戻っちゃったの？」


    「んなわけねえだろ。……あいつらの声が聞こえるよ。俺の中に混ざりながら、勝手に騒ぎ立ててやがる……しばらくはずっとこのままだ。記憶も思考も曖あい昧まいで不連続で、俺かと思ったらトマの色が強くなったりする。妙に理屈っぽくなったり、いきなり幼女みたくなったりの繰り返しだ。……くそっ、もううんざりだ。この最悪な気分がわかるかよ」


    「少しだけならね」


    「……うるせえな、黙っとけ」


    　イコは表情を曇らせたが、それは彼女に向けられた言葉ではなかった。彼は彼女の言葉を聞いてもいなかった。イチロは彼女との間の虚こ空くうを見つめたまま、一人ぶつぶつと口の中で呟つぶやいていた。


    「……わかったよ、やりゃいいんだろ。めんどくせえな……くそっ」


    ふいに、イチロを取り巻く空気がざわりとさんざめいた。イコは思わず自分の腕にしがみついた。イチロを押さえている大柄の男が小刻みに震えていた。力と力の極限の拮きつ抗こうで筋肉が緊張しているのだ。


    「……じじい、パク、もっとだ……もっと深く混ざれ」


    　本能的な恐れを感じた男は、歯を剝むいて嚙かみつきにかかった。それに合わせてイチロは頭頂部をぶつけた。歯が根本から折れ砕けた。鮮血と歯が雨にまみれて飛び散る中、イチロは力任せに男の腕を剝はぎとり、振り向きざまに顔面を殴りつけた。ごきん、とその首から鈍にぶい音が響いた。水しぶきを上げながら転がっていった男は、うめき声一つ上げるいとまもなく肉体的機能を停止した。


    　拳こぶしを引いたイチロは、しかしぐらぐらと上体を揺るがせた。これまで以上にわき腹が痛んだ。拳からは血の混じった雨水が滴したたっていた。「イチロっ」と駆け寄ろうとしたイコを、それでもイチロは一睨にらみで制止した。


    「正義の味方なんてくそくらえだ……けど、アホどもの落とし前はつけるぜ」


    　栗くり色いろの髪の少女ともう一人の男がイチロへと突進した。覆おおい尽くすように迫りくる敵を、イチロは転がって躱かわし、起き上がると同時にパクのナイフを抜いて投げつけた。それは少女のこめかみをかすめ、目を覆う布を引き裂いた。闇を劈つんざく絶叫が上がり、少女は顔を押さえて水溜まりの上にのたうち回った。


    　中ちゆう背ぜいの男のほうは体勢を立て直してイチロへと迫り、なりふり構わず爪を立て腕を振り回した。それらをイチロはすべて皮一枚で躱し、そのうちの一つにカウンターを合わせて顎あごを打ち抜いた。痛みを感じずとも脳が激しく揺さぶられ、膝ひざから崩れかかった。その隙すきに敵の顔面を鷲わし摑づかみし、あらん限りの力で床に叩きつけた。衝撃が屋上全体に伝わった。タイルを砕いてめり込んだ頭からとめどなく血が滲にじみ出た。絶叫を上げていた少女のほうも、いつの間にか仰向けに倒れたまま動かなくなっていた。


    「くそっ……気持ちわりい」イチロは唾つばを吐き捨てた。それから足元に転がる死体を見下ろした。「ゾンビだかなんだか知らねえけどよ、警察沙ざ汰たは勘かん弁べんして欲しいぜ……」


    「そうならないように処理しますから安心してください」


    　いつの間にか黒ずくめの男がすぐ後ろに立っていた。敵ではないと示すかのように軽く両手を上げ、ぎこちない笑みを浮かべていた。それから男は残された少女のほうに向き直り、えっふん、わざとらしい咳せき払ばらいをした。


    「教室にいたもう一人の〝星ほし喰くい〟さんは捕まえましたよ。仲間のゾンビたちももう残っていません。あなたで最後です」


    　イコは身体を震わせ、黙って立ち尽くしていた。垂たれ下がった前髪の奥の顔色は完全に消えていた。それでも彼女はイチロから視線を逸そらさなかった。


    「おとなしく捕まってくれますね？」


    「あたしは──」イコは言いかけて、口を噤つぐんだ。「あたしは……」


    　そのとき──猛然と横から飛び出してくる影があった。


    　十六夜いざよいは悲鳴を上げて飛び退き、イチロは反射的に拳を繰り出して弾はじき飛ばした。それは西にし岡おか正まさ臣おみだった。


    「──マサっ」イコの声が響いた。


    　西にし岡おかは空中で身体を捻ひねって四し肢しから着地し、再び摑みかかった。剝むき出しの歯は茎ぐきから大量の血が迸ほとばしり、その口からなにか奇声を放っていた。


    「なん──だよっ」


    　イチロは攻撃を躱かわしながら背中を大きく反そらし、反動で相手の腹を思いきり蹴り上げた。そして後ろに回転して体勢を立て直し、その勢いのまま回し蹴りを叩き込んだ。


    　西岡の身体が大きく吹き飛び、屋上の金かな網あみに激突した。ぎいいいいと高音の悲鳴が上がり、金網が根元から傾かしいだ。フェンスは西岡の身体をからめとったまま、虚こ空くうへ向けて崩れかかっていった。


    　そのときすでに、イコは駆け出していた。真っ暗な空間へ吸い込まれていく金網へ、そこに絡まったままぴくりとも動かなくなった西岡正臣のところへ。ごりっと鉄柱が折れ、金網が外側へと倒れ、そこから西岡の身体が徐々に剝はがれていき──


    　虚こ空くうへ放り出された彼の腕を、飛び込んだイコが摑つかんだ。もう片方の手で金網を摑み、ぶら下がる形になった。下はほとんど奈な落らくのようで、明かりのない暗闇がのっぺりと広がっていた。金網はさらに軋きしみ、ちぎれかけていた。いまにもそこへ吸い込まれていきそうな二人の身体を、拍はく車しやをかけるように冷たい雨が叩いた。


    「これで……いいの……」


    　目を瞑つぶり、手を離そうとした少女の身体がぐんと上下に揺れた。驚いて顔を上げると、そこには明みよう神じん一いち郎ろうがいた。雨で滑る金網を必死に鷲わし摑づかみにし、屋上の側に自分を引きずり上げようとしていた。


    「どうして？」イコは呆ぼう然ぜんとして尋たずねた。


    「知るかっ」イチロは忌いま々いましげに顎あごで胸の辺りを指し示した。「こいつらに聞いてくれ」


    　イコはぽかんと口を開け、やがて、ふっと笑った。年齢相応のあどけなさの残る女の子の笑みだった。


    「こいつらが……死ぬなっつってんだよっ」


    　明神一郎の背中に、イコは六人の姿を見た。金網を引き上げようと必死に手を伸ばす六人を。二人の似通った面おも立だちの少年、眼鏡めがねをかけた青年、軽けい薄はくそうに笑う男、がっしりとした体たい軀くの老人、そして、短い手をいっぱいに伸ばす幼い少女。


    　イコはその少女に向かって笑いかけた。


    「あのとき、あたしの背中を撫なでてくれたのは、あなたね」


    　は？　とイチロは言った。


    「すごく温かい手だったよ。ありがとね。……ありがと、七人の正義の味方さん──」


    　おい、とイチロが声を上げた瞬間──重みがなくなった。少女は金網から手を離し、少年を抱えて落ちていった。二人の姿は闇に吸い込まれ、みるみる小さくなっていき、底に辿り着いた。二人は重なるように倒れていた。広がっていく血が、黒ずんだ色をした花のように見えた。濁った花弁を雨が滲にじませていた──。


    



    　イチロはよろよろと床に座り込んだ。右手で頭を抱え、舌打ちをした。全身から力が抜けていくのがわかった。すべてが終わったのだと、まったく事情を知らないながらも悟った。


    　ふいに雨が遮さえぎられた。顔を上げると、黒ずくめの男が後ろに立っていた。どこに持っていたのか、折り畳たたみ傘を頭上にさしていた。


    「〝星ほし喰くい〟は、とっても寂しがり屋だったんですね」男は変に厳おごそかな口調で言った。「だから、仲間を増やす能力を望み、手に入れた。代わりの駒こまはたくさんあるのに、一緒にいて都合の悪い者たちを切り捨てなかった。壊れかけた者の手当てもした。そしてあの子は、似たような魂たましいを持つあなたを求めていた。自みずからの終わりを望み、あなたをこの結末へと導みちびいた」


    　気がつくと大粒の涙が零こぼれていた。彼の中の誰かが、いや誰もが涙を流していた。その涙は一郎の身体を介して世界に溢あふれ出た。慌あわてて拭ぬぐっても、その涙を止めることはできなかった。世界に降り注ぐ雨を止めることができないのと同じように。


    「あなたたちは間違っていません。あの子のヒーローとして、正義をまっとうしたんです──」


    「うるせえよ」イチロは洟はな声ごえで言った。「うるせえよ、くそっ……」


    　男はイチロの顔を覗のぞき込もうとしたが、イチロは頑かたくなに顔を背そむけ続けた。洟はなを手の甲で拭い、びしょ濡れの前髪をぐしゃぐしゃに握り締めた。


    「……正義の味方なんて、くそくらえだ」


    



    　雨は次第に遠ざかっていき、物語の終わりを告げていた。


    



    　　　　◎


    



    〝星喰い〟とかいう呪のろわれた宿命と一緒に、あたしの呪いもくれてやるつもりだった。この世界で一番愛いとおしく一番憎い彼女、前まえ野の結ゆ衣い子こに。


    　それなのに、目を醒ましたのはイコでなくあたしだった。どうしてかわからないけれど、溶け合って一つになった星はあたしの色を選んだのだ。あの亡霊が選んだのはイコではない、あくまでもあたしだったのだ。


    　あたしは自分の中にイコを感じた。あの子の意思、記憶、心。全部あたしの中にあった。手を伸ばすと簡単に触れられた。そうしてあの子の気持ちを知ることができた。


    



    　イコは──誰よりもあたしを愛してくれていた。


    　あたし自身も知らない、あたしのいいところばかりを集めていてくれた。


    　悪いところも全部含めて好きでいてくれた。


    　これまで一緒にいてくれた時間を大切に思ってくれていた。


    　これから一緒に紡つむいでいく時間を楽しみに思ってくれていた。


    　彼女の心は──光に溢あふれていた。


    



    　それまで自分だったもの──葉は月づきともえの死体を投げ捨てたあと、あたしは泣いた。涙は涸かれ果てることはなかった。世界に等しく降る雨に、あたしの涙は混じらなかった。あたしはそういう存在に堕おちたのだ。あたしの醜みにくい心という呪いによって。


    



    　マサやノブと顔を合わせるたびに、自分自身を殺してやりたいとさえ思うこともあった。あたしは彼らを避けた。あたしのことを不審に思う彼らも、次第に距離をおいていった。


    　ともえのことを二人は忘れられないみたいだった。自分が彼らの中でそれほどの比重を帯びた存在だったなんて気づきもしなかった。


    　気づいていたらこんなことにはならなかったのかもしれない。もっと素直に彼らと接することができたかもしれない。


    　けれど、すべては終わってしまったことだった。ともえは死んだのだから。


    　では、あたしはなんなのだろう。前まえ野の結ゆ衣い子こ？　葉月ともえ？


    



    　二人があたしのことを調べはじめたようだった。イコの着ぐるみの中にあるともえの部分に薄々気づきはじめているのだ。


    　けれど、その疑ぎ心しんが確信になる日は、恐らく来ないだろう。あたしはもう人間ではないのだ。そんなこと、普通の人間である彼らに理解できるはずもない。


    　それでも、もし、もし二人があたしに気づいたら？


    〝イコ〟ではなく〝ともえ〟と呼んでくれる日が来るとしたら？


    　そのときあたしは、なんと答えるだろう？


    　偽いつわりのボクのままでいるんだろうか。それとも、親友を食べた怪物として、たった一度だけでいい、本当のあたしとして返事をするんだろうか。


    　いくら考えても、答えは出なかった。


    



    　その審しん判ぱんの日が本当にやってくるなんて。


    　あたしは二人に呼び出された。夜の九時、道どうノの森もり公園のテニスコート前。話がある、マサはそれだけ言って電話を切った。


    　二人が真実に到達したとは思えない、でも、もしそうだとしたら？


    　ともあれ、これですべてが終わるかもしれない。そう思うと、自分の気持ちがわからなかった。怖いような、ほっとしているような。


    　けれど、あたしを待っていたのは、より深みへと沈んでいく呪のろわれた運命だった。


    　公園に向かう途中、タチの悪い連中に絡からまれた。そこに同年代の男の子が割って入り、逃がしてくれた。あたしは礼を言って退散した。約束の時間を過ぎてしまった頃、雨がぱらぱらと降ってきた。


    　ようやくあの公園に辿たどり着くと、約束の場所にマサが倒れていた。あたしはすぐに駆け寄って抱き起こした。彼の状態はあれにそっくりだった。かつてあたしだった抜ぬけ殻がらの死体と。


    　柏かしわ木ぎ美み涅くりが言っていた、〝星ほし喰くい〟に選ばれた者がもう一人いる、と。その人はあたしのことを知っているのだ。その人がマサを食べたのだ。あたしの、ひいては自分の秘密を守るために。


    　あたしはしばらくそこに立ち尽くしていた。雨は次第に勢いを増していた。あたしはマサをフェンスにもたれさせ、その場を立ち去った。せめて傘を置いていきたかった。でも今のあたしにはそれさえもできなかった。


    



    　死んだはずのマサが病院で暴れ、たくさんの人を傷つけた。


    　止めようとした青年に嚙かみつき、青年が崩れ落ちるのを、駆けつけたあたしは二階から見ていた。あれはあたしと根の同じものなのだと気づいた。他者の意識に干かん渉しようし、傷つける力。その青年が意識を取り戻したのは不幸中の幸さいわいだった。どうやらただ傷つけて気絶させる程度の力だったようだ。でも、どうして？


    　考えるまでもない。もう一人の〝星喰い〟がそうさせたのだ。マサを食べ、その空からの身体に種を植えたのだ。〝星喰い〟というものにそんなおぞましい力があるなんて、知りもしなかった。


    　あのとき、病院には悲鳴と泣き声が飛び交っていた。警備員の多くや逃げ遅れた患かん者じやたちが怪け我がを負っていた。助けられた少女が母親の腕の中で泣いていた。


    



    　あたしは思った。


    　あたしたちは、この世界に生きていてはいけない存在なのだと。


    　誰がなんと言おうとも、あたしたちはこの世界に許されるべき存在ではないのだと。


    



    　あのマサを止めた青年に、すべてを終わらせてもらおう。


    　正義の味方になりたいと彼は言っていた。そして力になりたいと言ってくれた。すべてを知れば、彼ならきっと止めてくれる。終わらせてくれる、あたしたちを。


    　もう一人の〝星喰い〟は、あたしたちの秘密を隠そうとしている。


    　そしてあたしはその人を知らない。


    　なら、あたしは彼を導みちびこう。あたしたちの秘密へと。運命の終わる場所へと。


    



    　その正義の味方は、とても変わった人だった。彼は七つの変てこな心を持っていた。比べるのも失礼だろうけど、あたしといい勝負だ。


    　彼らはあたしを友達だと言ってくれた。その友達があたしの噓に振り回され、無理をしてあちこちに傷をつくっていった。


    　あたしは何度も後悔した。自分を憎み、呪のろった。先に自みずから命を絶つべきかとも悩んだ。


    　けれど、引き返すことはどうしてもできなかった。まだ終わっていないのだ、マサやノブのことも、もう一人の〝星ほし喰くい〟のことも、


    　そしてなにより、彼らの隣となりにいることで、あたしは生まれて初めて本当の〝安らぎ〟をいうものを得てしまったのだ。


    　彼が隣にいるだけで、世界が明るく照らされているような気がした。気づいたときには、彼らの存在はあたしの中で誰よりも大きくなっていた。誰よりも、世界中の誰よりも。


    　そう、いずれやってくる別れを思うだけで、決意が揺らいでしまいそうなくらいに。


    



    　そして、その日がやってきた。


    



    　筒つつ井いさんと話をし、屋上に行くことを告げた。あたしはすべてを終わらせる覚悟を固めた。屋上はあの日と同じ雨が降っていた。はじまりの雨があれば終わりの雨もあるのだろう。


    　頭によぎったのは、外ほかでもない彼のことだった。あたしたちの運命ももうすぐ終わろうとしている。すべてを知った彼は……あたしのことをどう思うだろうか？


    　金かな網あみの向こうは、元のあたしが死んだ場所だ。先に飛び降りた身体を追いかけよう。それでようやく、あたしはあたしとして終われるんだ。


    　──イコっ。


    　あたしは振り返った。そこには彼がいた。


    　何度も迷いながら、ぼろぼろになりながら、それでもここまで、あたしのところまで辿たどり着いてくれたのだ。


    



    　そのとき、あたしは思ってしまった。


    　生きたい、と。


    　どんな形でもいい、どんなあたしでもいい。


    　この人と一緒にいたい、と。


    　でもね、わかってる。それは叶かなうはずはないんだ。


    　それでもいい。そう思えたことが嬉うれしい。


    　ともえだった頃もイコだった頃も、そんなふうに思えたことはなかったから。


    



    　あたしのこと、忘れてもいいからね。たくさんひどいことしちゃったし、こんなふうに勝手に消えていこうとしているんだから。


    　でも、あたしは忘れない。いつまでも一緒にいたいから。あたしの世界の中だけでも、二人でいられたことが消えてなくならないように。


    　それじゃあね、さよなら──。


    



    　ああ、それと。ほんとは最後に言いたいことがあるの。言えるといいな。


    　──ありがとね、イチロ。七人の正義の味方さん。


    



    　　　　◎


    



    　少女の最期を見届けたイチロは、ここへきてこう思わざるを得なくなっていた。


    　トマやチキたちが本当にしたかったのは、探偵ごっこでも正義の味方ごっこでもなんでもない、結局は「誰かの孤独を埋うめること」だったのだと。孤独に震える者のそばに寄り添うことで、自分たちもまた独りではないと、ただ切実に信じたかっただけなのだと。


    　一人の人間として認められたい、とチキは言った。彼らは実体を持っていない。一郎の中にだけしか存在しない。まさに暗闇の中にふらふらと漂う暫ざん定てい的な星のような存在だ。そんな存在を許きよ容ようしてもらうために、自分たちがここにいるということを、このような自分たちでも誰かの中になにかを残せるのだということを、誰かを通じて確かめたかったのだ。


    　そしてきっと、望みは叶かなったのだ。


    　あの少女の最後の笑顔を見て、イチロはそう思った。そう思わざるを得なかった。


    　このような目に遭あわされながら、どう見ても彼らを許さざるを得ない状じよう況きようだった。


    　くそ、とイチロは毒づいた。声はトマたちの動物めいた嗚お咽えつにかき消された。もういい。もはや怒る気力さえ湧いてこなかった。


    



    　雨音は次第に途切れていき、その頃には涙も止まっていた。イチロは最後に顔を拭ぬぐい、何事もなかったかのように立ち上がった。混ざり合った連中もだいぶ落ち着きを取り戻していた。嗚咽から洟はなをすする音に変わっただけでも大した進歩だ。


    「撤てつ退たいの準備が整いました」十六夜いざよいが携帯電話を閉じながら言った。「こっちの後始末は他の皆さんに頑張ってもらいましょう。アブナイ詩集の回収もしなきゃですしね。はっきり言って僕ら、ここまで頑張りすぎです。規定外の報ほう酬しゆうでも貰もらわなきゃ気がすまないにゃー」


    　イチロはなにも言わなかった。そもそもこの男が何者なのかも知らないのだ。


    「悪いけど、話ならあとで他のやつにしてくれよ。憶えてらんねえから」


    「それでも構いませんが、これからのことを考えなければいけません」


    　これから？　とイチロは訊き返した。男はもったいぶった肯うなずき方をした。


    「これだけの騒ぎになってしまったのですから、この街に残るのは難しいですよ。うまく処理するつもりではありますが、すべてを隠し通すのはたぶん無理です。それこそあなたや僕の嫌いな警察にばれちゃうかもしれません」


    　イチロは忌いま々いましげに頭を搔きむしった。めんどくさいことになった。後始末の後始末まで俺がしなければいけないのか。窓を叩き壊して全員引きずり出してやりたいくらいだった。


    「そうだ、僕の街に来ませんか？」十六夜がぴんと人差し指を立てた。「賑にぎやかないいところですよ。ごはんの美お味いしい店がたくさんあるし、遊ぶとこなら日本で一番多い街ですよ。お仕事もすぐに見つかると思いますよ。大人のコンビニのバイトとか、ＳＭクラブの下げ僕ぼく役とか」


    「もっとましなのないのかよ」


    　イチロは男から視線を外し、空を見上げた。雲に切れ間ができていた。そこから一つ、星がのぞいていた。頼りなく孤独な光だった。


    「……めんどくせえな」


    　涙の気配を振り払い、イチロは男とともに出口へと向かった。

  


  
    



    



    　　　　エピローグ


    



    



    　夜闇は音もなく忍しのびやかに遠ざかり、空は白く曖あい昧まいな色に変わっていく。廃ビルの開け放たれた窓まど枠わくに新しい光が差し込んでくる。


    　光はそこにいる少年の足を照らしている。優しく撫なでるように少年の身体を這はい、時間とともにゆっくりと昇っていく。やがてそれは薄く閉じた目に届く。人々に夢の終わりを知らせる混じりけのない朝の光だ。


    　しかし、少年に目覚めの気配はない。呼吸のリズムに変化は訪れない。彼は二度と晴れることのない眠りの霧きりの中にいる。少年の名前を、相あい葉ば省しよう吾ごという。


    



    　ふいに、足音がフロアの空気を震わせた。こつ、こつ、と硬質な足音はゆったりとした歩調で少年に近づいていた。黒いシルエットが少年を照らす光の中に足を踏み入れた。


    「こんばんは……じゃなくておはようですね」


    　暗がりから姿を現した男の左目は、仄ほのかな金色の光を湛たたえていた。くたびれた感じの笑みが顔に貼り付いていた。男の名前を十六夜いざよいといった。


    「遅くなりましたけど、お迎えに来ましたよ。……長い夜でした」


    　よいしょ、と十六夜は相葉の隣となりにどっかりと腰を下ろし、大きく息をついた。


    「一晩中、走りっぱなし自転車漕こぎまくりでしたからね。くたくただにゃー」


    　そのまましばらくの間、十六夜は目を閉じた。耳を澄ますと、隣で眠る少年の寝息が聞こえた。十六夜も少し眠ろうと意識に幕を下ろした。しかし人一倍眠りに遠い身体を持つ彼に、安あん易いな安あん息そくは訪れなかった。やがて目の高さまで昇ってきた光に瞼まぶた越しに射いられ、十六夜は目を開けた。


    「あなたを食べた彼女の処しよ遇ぐうは、夜よる祓ばらいのお偉いさんたちに任せることになりました。無事にお金も貰もらえそうです。相葉くんのおかげです」


    　相葉は答えなかった。


    　十六夜は懐ふところからフラスクを取り出し、一口呷あおった。それから再び懐に仕舞い、代わりにくしゃくしゃの紙かみ屑くずのようなものを取り出した。指先で丁てい寧ねいに広げ、下の穴にそっと息を吹き入れた。腹の膨ふくらんだ折おり鶴づるは、羽を広げて満足げに首を傾かしげていた。


    　それを、作り主の隣にちょこんと置いた。しばらく待ってみたが、鶴は以前のように羽ばたこうとはしなかった。外から忍び込んできたそよ風にわずかによろけただけだった。


    　十六夜は立ち上がり、天てん井じように向けて大きく伸びをした。首を左右に倒してこきこきと鳴らし、帽ぼう子しの位置を直した。


    「さて、僕も次の仕事しなくちゃ。関東随ずい一いちの多た忙ぼうな〝探さがし屋や〟ですからね、僕」


    　相あい葉ばの身体を起こし、背中におぶった。思ったよりも軽かったが、くたくたの足腰にはハードな試練だった。だらりと垂たれる腕を肩にきちんと固定し、何度か揺すって体勢を整えた。首筋に彼の頭が引っかかっていた。その深くゆるやかな呼吸が感じとれた。


    「帰りましょっか、お祖ば母あさんのところに」


    　相葉は答えなかった。けれど十六夜は一人で何度も肯うなずいてみせた。


    



    　少しだけ重みを増した足音が、階段に向けて暗がりに入っていく。


    　ふと、男は足を止め、こちらを振り返る。


    　金色の瞳がこちらをじっと見つめている。その視点はなにかを具体的に捉えているわけではない。その先に置き去られた折おり鶴づるにも届いてはいない。その間の虚こ空くうを、こちらを、自分でもその動機を計りかねているかのように、ただぼんやりと見つめている。


    　そして、男は帽子に軽く触れ、ふっと笑う。


    「──また、お会いしましょう」


    　男の言葉は冷たい壁に吸い込まれ、消えていく。男はまた向き直り、暗がりの中に消えていく。振り向きざま、その闇に金色の残像を焼きつけて。


    



    



    
      了

    

  


  
    



    　　　　あとがき


    



    　まず、この本の製作・出版に携わったすべての方へ、そしてこの作品を読んで頂いた（あるいはこれから読んで頂く）すべての方へ。


    「本当に、ありがとうございます」


    



    　本作品について少しだけ。これはイチロたちと〝星ほし喰くい〟の物語です。イチロたちについて語られるべき物語は〝ひとまず〟これでおしまいです。ですが、また今後、イチロたちや今後彼らが出会うであろう人々について語られるべき別の物語ができたときには、今作の変てこな主人公はまた別の形でお目見えすることもあるはずです。きっと、いつか、また（都合のいい言葉ですね）。


    



    　これからまだまだ、書きたい物語や、表現したい世界や文章や、かたちを与えられることを待っている人物たちなどが、僕のできの悪い頭のなかにひしめいております。本作の〝探さがし屋や〟とともに見届けるべき物語もたくさんあります。


    　いまはとにかく、それらを一つずつ、焦らず地道にかたちにしていけたらと思っています。もっともっと勉強しなきゃ。


    



    　次の作品が〈〝探し屋〟クロニクル〉の続編になるのか、はたまたまったく違う世界のまったく違う人たちの物語になるのかはまだ未定ですが、どちらにせよ少しでも早く発表できるように頑張りたいと思っております。


    



    　それでは最後に。本作品の〝探し屋〟の言葉を借りて。


    「また、お会いしましょう」

  


  
    羽谷ユウスケ


    Yusuke Hanetani


    



    １９８１年生まれ。群馬県出身、さいたま市在住。
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